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日 本藻類 学 会

日本藻類学会は 19521fに設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。本会は定期刊

行物 PhycologicalResearch (英文誌)を年4巨1，I藻類J(和文誌)を年 3回刊行し， 会員に無料で頒布する。普通会員は本年
度の年会費 8，000円 (学生は5，000円)を前納するものとする。 団体会員の会費は15，000円， 賛助会員の会費は l仁130，000円

とする。

問い合わせ司連絡先

(庶務)〒990-8560 山形市小白川IIIJ1-4-12 山形大学理学部生物学科

菱沼佑 TeI023-628-4615 Fax 023-628-4625 巴mailhishinum@sci.kj.yamagata-lI.ac.jp 

(会員事務担当:入退会司住所変更司 会費) 干780-8520 高知市11暗11日2ふ l 高知大学理学部自然環境学科

峯 一朗 Tel088-844-8309 Fax 088-844-8356 e-mail mine@cc.kochi-lI.ac.jp; jsphycol@anet.ne.jp 

(会計)干990-8560 山形市小白川町1-4-12 山形大学理学部生物学科

半襟直人 TeI023-628-4613 Fax 023-628-4625 e-mail hanzawa@sci.kj.yamagata-lI.ac.jp 

和文誌 「藻類」への投稿:〒108-8477 港区港南4ふ7 東京水産大学資源育成学科

回1=1:1次郎 Tel & Fax 03-5463-0526 e-mail jtanaka@tokyo-lI-fish.ac.jp 

英文誌Phycolo.gicalResearchへの投稿:〒051-0003 室蘭市母恋南11日1-13 

北海道大学北方生物園フィールド科学センタ一室蘭臨海実験所

本村泰三 Tel 0143-22-2846 Fax 0143-22-4135 e-mail motomura@bio.sci.hoklldai.ac.jp 
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日本藻類学会第27回大会のお知らせ

一 三重.2003ー

日本藻類学会第27回大会を下記の通り開催いたします。

ふるってご参加下さいますようご案内申し上げます。

1.日 程

2003年 3月27日 (木):編集委員会 ・評議員会

3月28日 (金):口頭発表 ・展示発表・総会 ・

懇親会

3月29日 (土):口頭発表・展示発表

公開シンポジウム

3月30日 (日):エクスカーション(鳥羽水族

館，海の博物館，伊勢神宮)

2.会場

大会:三重大学生物資源学部 三重県津市上浜町1515

TEL: 059-231-9626 

懇親会 :三重大学講堂

3参加費用

大会参加費 :5，000円 (学生4，000円)

懇親会費 :6，000円 (学生5，000円)

エクスカーション参加費:3，000円 (鳥羽水族館，海の

博物館入場料を含む。食事別)

4.参加および発表申込

(1)大会参加者は発表の有無または共同発表者の有無にかか

わらず各自本誌綴じ込みの参加申込票に必要事項を記入し，

大会準備委員会宛にお送り下さい。なお，参加申込票は三

重大学生物資源学部藻類学研究室のホームページ(http://

soruipc2.bio.mie-u.ac.jp/sourui.html)からもダウンロードでき

るようにする予定ですのでそちらもご利用下さい。

(2)研究発表される方(演者のみ)は発表要旨の原稿を大会

準備委員会宛にお送り下さい。口頭発表される方で電子

メールのアドレスをお持ちでない方は，返信用の宛名を書

いた官製ハガキを同封してください。発表日時をお知らせ

します (メールアドレスをお持ちの方には電子メ ールでお

知らせします)。

(3)大会参加費，懇親会費， エクスカーション参加費は本誌

綴じ込みの郵便振替用紙を使って送金してください。

(4)参加申込票の送付および送金の締め切りは2000年1月

10日 (金)(必着)，発表要旨原稿送付の締め切りは 1月20

日 (月)(必着)です。

5.参加申込票および発表要旨の送付先

〒514-8507 津市上浜町 1515 三重大学生物資源学部内

日本藻類学会第27回大会準備委員会

6.編集委員会および評議員会の開催

編集委員会 :2003年3月27日(木) 15・00-16:30

評議員会: 同 16:30-18:00 

会 場 :三重大学生物資源学部7階会議室

連絡先 TEL:059-231.-9530 (前川行幸)

059-231-9529 (倉島彰)

7.公開シンポジウム

公開シンポジウムを企画いた しました。アマモに関する基

礎研究から藻場造成まで網羅する内容となる予定です。ぜ、ひ

ご来l隠下さい。

日時 :3月29日 (土) 13:00-16:30 

テーマ:アマモ場の生態と回復(仮)

8.エクスカーション

本大会のエクスカーションとして鳥羽水族館，海の博物館

見学および伊勢神宮参拝を予定しております。鳥羽水族館は，

世界各地の400種類を越える海洋生物を集めた、日本有数の

規模を誇る水族館です。海の博物館は，漁民，漁具，海洋環

境などをテーマとした博物館で，数万点の実物資料と6，000点

を超す重要有形民族文化財ーを保存しています。いずれも見応

えのある施設ですので，この機会にぜひご見学下さい。

なお，参加希望者が多数の場合は先着20名までとさせてい

ただきます。

9.その他の連絡先

(1 )日本藻類学会第27回大会準備委員長 前川行幸

干514-8507 三重県津市上浜町1515三重大学生物資源学部

TEL: 059-231-9530 

E-mail: maegawa@bio.mie-u.ac.jp 

(2)日本藻類学会第27回大会準備委員(庶務 ・会計) 倉島彰

干514-8507三重県津市上浜町1515三重大学生物資源学部

TEL: 059-231-9529 

E-mail: kurasima@bio.mie-u.ac.j 

10.会場までの交通 (固に 2参照)

(1) JR/近鉄津駅前のパスセンター r4番のりばjから三重交
通パス

「白塚駅前行H椋本行H豊里ネオポリス行H三重病院行J
「太陽の街行Jr三行(みゆき)行」のいずれかに乗車し「大
学前jで下車(約 10分。「大学病院前Jとお間違えないよ
うに)。

(2)近鉄江戸橋駅から徒歩で約 15分。東海道新幹線名古屋駅

で近鉄線へ乗り換えるには，新幹線のLO号車付近の階段を

降りてください。
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(3)伊勢自動車道芸濃ICから車で約20分。平日 (27，28日)

は正門の警備員室で必要事項を記入の上，臨時駐車証を受

け取ってください。

11.宿泊案内

会場となる三重大学生物資源学部は津市の中心部より やや

北部にあり，近辺にはあまり宿泊施設がありません。津市内

の主な宿泊施設を下記に挙げましたが，いずれも会場より

1.5Km以上離れていますので，ご来場にはパス，タクシーも

しくは近鉄線のご利用をおすすめします。

各ホテルへの予約は参加者各位で直接行ってください。な

お，以下の料金は変動する可能性がありますので必ず各宿泊

施設にご確認下さい。

また，下記のホームページでも津市内の宿泊施設が掲載さ

れていますので，ご参考下さい。

津の味 .i事の宿 http://fox.zero.ad.jp/%7Ezam 15216/ 

旅の窓口 http://www.mytrip.net/group/tiku/03japanrnietsu.htrnl

12.発表要旨原稿の作成要領(図3)

・原稿はワープロを使用し，黒字で明瞭に印刷してください。

本文のフォントは明朝体にしてください。

・原稿はB5用紙を用い，9ポイント程度の文字サイズで，縦

11.5cm，横8.5cmの範囲内に収まるように作成してくださ

い。外枠は要りません0

・演者名，演題は左から Icm以上空けて書いて下さい(この

空白部分に発表番号が入ります)。

.演者名， i寅題，本文，所属の}I慎に書いて下さい。

.共著の場合は演者の前にOをつけて下さい。また，所属が

異なるときは各著者名の後に*印を付し，所属の項目でそ

れらを区別して下さい。

・和文原稿の;場合， r， J (コンマ)とroJを使用して下さい0
・学名はイタリックで表示するか下線を付して下さい。

名称 シングル

津グリーンホテル 5000-

2 ホテノレグリ ーンパーク津 7260-φコンブオ-}-"1'ン津 5800-

ビジネスホテノレ三徳 5000-

5 プラザ洞津 6000-

6 ビジネス旅館近畿正t 4000-

7 ホテルサンノレート津 6400-

8 フェニックスホテル 5200-

9 津ターミナノレホテル 6000-

10ホテルルートイ ン津 6200一

11角喜ホテノレ 6500一

12丸二ホテル津 7000-

3 

.所属は ( )でくくり，最下段に位置するように書いて下

さい0

.原稿は，ほぼそのままの大きさでオフセット印刷されます。

文字や図表の大きさが十分に判読できるように配慮して下

さい。

.原稿は折り曲げずに台紙を入れて郵送して下さい。なお，

著者校正はありません。

13.発表形式

(1)口頭発表

.一つの発表につき発表12分，質疑応答3分です(1鈴10

分， 2鈴 [2分， 3鈴 15分)。

・発表は原則としてOHPまたはデジタルプロジェクターと

します。デジタルプロジェクタ一利用の際のソフトウェ

アはMicrosoftPowerPointをご使用下さい。メディアは

MO (640MB， 230MB)， ZIP (100MB)， Floppy Disk， 

Compact Flash MemoryまたはCDが使用可能で，OSは

WindowsとMacintoshに対応します。参加申込票に使用

メディアと OSを記入して下さい。また，スライドや他

のソフ トウェア，メディアのご利用を希望の方は準備委

員会までご相談下さい。

(2)展示発表(図4)

・展示パネルの大きさは，基本的に縦 180cm，横90cmを原

則とします0

・展示パネルの上部には図2のように発表番号，表題，氏

名 (所属)を明記してください。

・研究目的，笑験結果，結論などについてそれぞれ簡潔

にまとめた文章をつけて下さい。また，写真や図表には

簡単な説明文を添付して下さい。

・文字や図表の大きさは，少し離れた場所からでも判読

できるように調整して下さい。

.3月28日12時頃までに所定の場所に掲示して下さい。

また， 3月29日12時ー17時の間に撤収して下さい。

ツイン 電話 FAX 

(一人分)

11000- 059-225-7601 059-227-6738 

14300- 059-213-2111 059-213-2112 

11000- 059-226-4141 059-225-0685 

11000- 059-223-3109 059-223-3108 

10000- 059-227-3291 059-226-3185 

059-228-4212 059-228-4213 

11880一 059-224-1311 059-225-8640 

059-224-8100 059-224-1108 

11500- 059-225-6100 059-226-8209 

12000- 059-246-7777 059-246-7778 

059-225-5151 059-225-5150 

059-227-8333 059-227-8237 
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海産羽状珪藻Undatellaquadrata (Brebisson ex Kutzing) 

Paddock & Simsの微細構造

長田敬五

日本歯科大学新潟歯学部生物学教室 (951・8580新潟市浜浦町 l必)

Keigo Osada: Fine structure of the marine penna旬diatom，Undatella quadrata (Brebisson ex Kutzing) Paddock & Sims. 

百lefmes佐uctureof Undatella quadraω(Brebisson ex Kutzing) Paddock & Sims collected from coas凶 water百inJapan has been ex創nined

by light (LM)佃 delectron microscopy (SEM and TEM).百 eJapanese specimens agree fairly well as出etype specimen and血eoriginai 

specimens of the species in the form of frustule and keel， the arrangement of fibulae， and the feature of chloroplasts. The following 

morphologicai features of出especies are frrst reveaied through this study; 1) the areola巴occludedextemally by hymens with regularly 

scattered perforations， 2) the fibulae not fused on the dorsal side of a keel， 3)出eextension of ventrai wall of the raphe stemum， and 4)出e

girdle bands distinguishable into 3 types mainly on the basis of the structure of pars exterior. The type 2 band， the second band， is 

especiaily distinctive， without the tubular structure. 

Key Index Words :fine structure， marine diatom， morphology， taxonomy， Undatella 

Departrnent of Biology.百leNippon Dentai University， School ofDentistry at Niigata， Hamaura-cho 1-8， Niigata， 951-8580， Japan 

Undatellaは， 1980年に Paddock& Simsによって設立され
た比較的新しい属であり，背腹性のある被殻，せり上がった

竜骨 (keeI)，発達した十字節 (stauros)，および管状構造を

持った多数の帯片 (band)などによって特徴付けられている。

また，本属の設立に伴って，それまでAmphora，Amphiprora 

(= Entomoneis)あるいはAuriculaに分類されてきた数種の珪

藻が，Undatella lineata (Greville) Paddock & Sims， U. quadrata 

(Brebisson ex Kutzing) Paddock & SimsおよびU.magnifica 

(Greville) Paddock & Simsの3種に整理された(Paddock& Sims 

1980)。その後，Undatellaに新たな分類群が追加されること

はなく，本属は依然としてこの3種のみでる。これらの種は，

殻形，小骨(白ula)の有無とその配列様式，および帯片の構

造などの分類形質によって区別されている。

U. quadrataは， Kutzing (1849)によってフランスCalvados地

方のカキ養殖場の試料からAmphoraquadrata Brebissonとして

原記載されたものである。タイプ標本と原試料に基づいて詳

細な観察を行ったPaddock& Sims (1980)は，本種では縦溝に

沿って配列する小骨を持つが，その配列が殻端付近に限定さ

れること，および接殻帯片(valvocopula)が被殻内部を横切っ

て貫殻軸方向に連結しないことなどの特徴を明らかにした。

そして，基礎異名のAmphoraquadrata Brebisson ex Kutzingと

共にAmphoraostrearia var. quadrata (Brebisson ex Kutzing) Van 

Heurck， Amphora polyzontana Castracane，およびAuricula

staurophora KarstenをU.quachヨ飽のシノニムとした。さらにU.

qua伽飽は，U.lineataとは上記の特徴に加え，背側の殻縁が

波打たないことによって，また，U.magni.βcaとは殻帯部に多

数の穂状構造を持たない点によって明らかに区別されている。

ιlineataとU.magnificaおける葉緑体の数や形状については
明らかにされていないが，U. quadrataでは多数の円盤状の葉

緑体を持つことが古くから知られている (Cleve1895; as 

Amphora quadrata Brebisson， Karsten 1899; as Auricula staurophora 

Karsten， Paddock & Sims 1980， Round et a1. 1990， Snoeijs & 

Potapova 1995)。本種に関する報告は，シノニムを考慮に入れ

でも世界的に少なく，本邦でもこれまであまり知られていな

い。また，本種の被殻構造に関してはUndatellaの総括的な研

究において報告されているが (Paddock& Sims1980) ，微細構

造の詳細はこれまで十分に解明されてきたとは言えない。

本研究では，本邦沿岸域から採集したιquadrataと思われ
る個体群とその単種培養株に基づいて，細胞形態の詳細な観

察と分類学的検討を行ってきた。その結果，本研究で用いた

分類群は，被殻と竜骨の形態，小骨の位置および葉緑体の形

状などの点でタイプ標本や原試料 (Paddock& Sirns1980) と

非常によく一致した。また，走査電子顕微鏡 (SEM)観察お

よび超薄切片などの透過電子顕微鏡(百M)観察は，特殊な
縦溝中肋 (raphestemum)の構造および帯片の微細構造に関

する新たな知見を提供すると共に，本種における被殻徴細構

造の詳細を明らかにした。

材料と方法

本研究では，山形県水産試験場のアワビ養殖用水槽で採集

した付着試料を主に使用した。また，この付着試料に由来す

る本種の単藻培養を行い，その培養細胞は超薄切片による徴

細構造の観察に用いた。培養には， 50 mg Na2Si03 9Hp / L 

を含むように改変したPES培地(Provasoli1968)を用い， 18 

¥ 



110 海産珪藻 Undatellaquadrataの微細構造

'C，昼光色2000lux， 14/10明暗周期の条件で行った。生試料

は，有機物などを除去するために紫外線照射法 (Swift1967) 

によって洗浄し，被殻のLMおよびSEM観察と胞紋師板の

百 M観察に用いた。 LM観察は，常法(長田・南雲2001)に

従った。 SEM観察は，試料を自然乾燥または臨界点乾燥した

後，イオンスバッタコーターによって白金パラジウムを蒸着

して目立S・800および日本電子JSM-6330Pを用いて行った。胞

紋師板のTEM観察には，フォJレムパール支持膜を張ったグ

リッドに試料懸濁液をl滴載せた後に自然乾燥したものを用

いた。被殻および細胞質の断面の観察は，Pickett-Heaps(1983) 

の方法に従って培養細胞の固定と脱水を行い，その後SpUI1'樹

脂に包埋した (Spu汀 1969)。超薄切片は，ウルトラミクロトー

ムLKB8800Ul佐'otome-I1Iに装着したダイヤモンドナイフで薄

切し，フォルムパール支持膜を張ったグリッドに載せた。切

片の電子染色は，酢酸ウランとクエン酸鉛を用いた。 TEM観

察は，日本電子1200EXを用いて行った。

結果と考察

光顕観察:観察した細胞は長さ50・130仰n，幅25・45μmで，

多数の円盤状の葉緑体を持つ (Fig.1)。被殻は，帯面観では

四隅が丸くなった長方形に近い外形を示し，殻帯部に比較的

明瞭に区別できる多数の帯片を持つ (Pigs1，2)。殻は，殻幅

が5・7仰nとかなり細く，左右不相称で，突出した先端を伴っ

て弓形を示す (Figs3， 4)。また，殻の腹側に竜骨の中心を持

つ。中心域は殻の背側に伸び，肥厚して十字節となる (Fig.

4)。竜骨は二弓形で，両方の殻端付近に l列の小骨を持つ

(Figs 2-4)。条線は平行で，非常に細かく， 10仰nに30・33本

の割合で配列する。光顕レベルで区別できるこれらの形質は，

Paddock & Sims (1980)によって提示されている Kutzingのタ

イプ標本や原試料に含まれる個体の写真，および本種の基礎

異名であるAmphoI冨quadIョtaの記載 (Cleve1895)とよく一致

した。

電顕観察:被殻は明瞭な背腹性を示し，腹側では竜骨を

{半って僅かに凹み，背側では凸面状に盛り上がる (Figs5， 6)。

殻も同様に背と腹が明瞭に区別できる。つまり，殻は竜骨を

境に腹側がかなり狭く，その殻縁は竜骨に沿って2回湾曲す

る (Pigs5， 8)。これに対し，背側は比較的幅広で，その殻縁

は両殻端以外で僅かに膨らみ，中央ではさらに背側に突出す

る (Figs5， 7， 9)。竜骨の中心は，中心節を伴って殻の腹側へ

極端に偏心するが (Fig.11)，殻面観における竜骨の走行は，

ほとんど真つ直ぐかほんの僅かに背側に屈曲する (Figs5， 8)。

さらに，竜骨は殻の腹側でせり上がり，その頂上部に縦溝

(Figs 5， 10， 12，23，24)および両端付近の内面に小骨の列と縦

溝管 (raphec佃 al)を持つが (Figs15， 16)， Entomoneis (Round 

et aJ. 1990， Osada & Kobayasi 1985， 1990a， 1990b， 199Oc) ， Penya 

(Paddock & Sims 1981)およびThaJassiophysa(Round et aJ. 

1990)などの竜骨に見られるような2列以上の小骨で支持さ

れた翼状の構造にはならない。本種は，小骨列を伴った竜骨

が翼構造を持たずに弓形にせり上がる点で，Auricula 

amphi的itisCas仕acane(Paddock & Sims 1980)やA.densestriata 

Osada (Osada 1997)などと類似性を持つように思われる。

両殻端を除く竜骨の頂上部では，縦溝中肋の背側の壁が折

り返るように伸長し，竜骨の背側に管状構造を形成すること

が明らかとなった (Figs10，23，24)。また，中心節の付近で

は，縦溝中肋の背側の壁が腹側方向にも張り出て，外裂溝の

一部や外面の中心側縦溝末端 (centralraphe ending)を覆う

(Fig.lO)。一方，殻の中心部の内面では，中心側縦溝末端が

背側に僅かに屈折して終わり，発達した十字節が背側殻縁の

周辺で強く隆起する (Fig.11)。縦溝は，殻端の内面では小さ

な蝿牛舌 (helictoglossa)で終わり (Pig.13)，その外面は背側

に曲がる極裂 (terminalfiss間)となる (Fig.12)。

本種の小骨は，特徴的な分布様式と形態を示す。すなわち，

小骨の配列は殻端付近に限定され，これ以外の部分では小骨

を欠く。また，全ての小骨は，竜骨の腹側内面において中心

部から殻端付近まで縦溝に沿って縦走する隆起部

(longitudinal ridge) と融合して背側に伸長するが，竜骨の背

側の壁とは融合しない (Figs11， 15， 16)。これと同様な形態

を示す小骨は，Undatella lineataで報告されているが (Paddock

& Sims 1980)，その分布様式は本種のものとは全く異なる。

条線は，それぞれ1列の胞紋(紅eola)で構成される。各胞

紋は孔状胞紋 (poroidareola)で，殻内面に円形の開口をもち，

殻外面では薄度 (hymen)よって閉塞される (Figs10， 11)。薄

皮は，ドーム状に僅かに盛り上がり (Fig.24)，規則的散在型

(regular scatter: Mann 1981)の穿孔を持つ (Fig.14)。

半殻帯 (cingulum)は，少なくとも 18枚の帯片を持つこと

が明らかとなった (Fig.17)。何れの帯片も胞紋列を伴った開

放型帯片 (openband)で，半殻帯の両極において開放端 (open

end)と閉鎖端 (closedend)が交互に配置する (Figs17，20)。

帯片の胞紋は，円形，方形または長方形で，内面に開口し，外

面では薄度によって閉塞される (Figs17， 19，22)。この薄皮

は，殻の胞紋にある薄皮と同様，規則的散在型の穿孔を持つ

(Fig.21)o Paddock&Sims (1980)は，本種の殻帯が管状の

帯片で構成され，帯片は全て同様な構造で接殻帯片とその他

の帯片には顕著な区別がないことを記述している。しかし，

本研究によって，半殻帯を構成する帯片は，その微細構造に

よって以下の3タイプに区別できることが明らかとなった。

タイプ1:接殻帯片。“フラップ型"の管状構造を持つ。こ

の構造は，殻に近い壁から第2帯片(th巴secondb佃 d)に向かつ

て伸長したフラップが帯片表出部 (parsexterior)と結合する

ことによって形成される (Fig.25)。また，フラップは貫殻軸

方向に配列する小孔を伴う (Figs10， 17，22)。

タイプ2:第2帯片。帯片表出部は平板状で，管状構造を

欠く (Figs23， 25， 26)。
タイプ3:第3帯片(出e白irdband)およびそれ以降の帯片。

“折り返し型"の管状構造を持つ。この管は，帯片表出部が外

側に折り返るように伸長することによって形成される (Figs

18，23， 26)。また，折り返しの部分の外表面は滑らかで，小

孔を持たない。

どちらの管状構造においても，フラップあるいは折り返し

の部分は， 1列の短い肋 (shortcosta)によって帯片表出部と
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Figs 1-6. Ulldacella quadrata. Figs 1-4. LM. Figs 5， 6. SEM. Fig. 1. Girclle view of th巴livecell having nllrnerolls chloroplasrs each with a cenrral pyrenoicl. DIC 

optics. Fig. 2. Gircll巴viewof frustlll巴 NOlerh巴 fiblllae(arrows) localizing only at rh巴apicalcorn巴rof rh巴 keel.Fig. 3. V巴nrralview of valv巴.Fig. 4. Dorsal 

view of valve. Fig. 5. Oblique view of rhe ventral sicl巴 01'the frusrule， showing th巴concavegirclle with nllmerolls bancls ancl the clorsivenrral valves wirh a 

raisecl keel. Fig. 6. Obliqlle view of rhe clorsal sicle of the frusrule， showing lhe convex gircll巴composeclof nurn巴rousbancls. AII scale bars = 10 μrn. 
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Figs 7-14. Undate/hJ quadJ百18.Figs 7-13. SEM. Fig. 14. TEM. Fig. 7. External dorsal view ofvalve. Fig. 8. External v巴ntralview of valv巴showingan eccentric 

ke巴1.Fig. 9. lnternal dorsal view 01' valve. Fig. 10. External ventral view of the frustule center showing the raphe fissure on the k巴巴1top， the巴xtension01' th巴

V巴ntralwall of th巴raphesternUll1， th巴firstband (valvocopula) (YC) with fin巴pOJ巴丸 山ldthe second band (B2). Fig. 11. Internal view of the valve centeJ 

showing a prominent stauros， the central raph巴endings，the longitudinal ridg巴(arrows)on the ventral sid巴ofth巴keel，and th巴rowsof poroid areolae. Fig. 12 

External view of valve apex showing the terll1inal fissure curved toward the dorsal side. Fig. 13. Internal view of valve apex showing the raphe fissure 

I巴rminatingin a sll1all helictoglossa. Fig. 14. Yalve areola巴occludedby hymens with regularly scaltered perforations. Scal巴bars=10 μ111 (Figs 7-9)， 1 j.¥1l1 

(Figs 10-13)，0.1μ111 (Fig. 14). 
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Figs 15-21. UlldaleJ/a quadrata. Figs 15-19. SEM. Figs 20， 21. TEM. Fig. 15. Internal view of valve showing a row of fibula巴confined10 the apical regio日of

the keel. Fig. 16. Enlargement of Fig. 15， showing th巴fiblllaecompletely fllsed to the longitlldinal ridge on the keel， their free ends on the dorsal side， and the 

raphe canal s巴paratedby the fibulae. Fig. 17. External dorsal view 01" frustule pole showing the巴picingulumcomposed of eighteen op巴nbands， and short 

costae (arrows) on the valvocopula (VC) and other bands (B3-B 18). Fig. 18. Broken cingulum showing th巴tubularSlructur巴ofthe bancls. Fig. 19. lnternal 

view of cingulum showing the areolar openings of the bancls. Fig. 20. Open ends of a bancl. Fig. 21. Band areola巴occlucl巴CIby hymens with regularly scatlerecl 

p巴rforations.Scale bars = 5μm (Figs [5， 17)， 1 ~111 (Figs 16， 18-20)，0.1μ111 (Fig. 21) 
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Figs 22-26. Undatella quadra臼 Fig.22. SEM. Figs 23-26. TEM. Fig. 22. EXlernal v巴nlralview of valv巴(V)，valvocopllla (VC) wilh fine pores (arrowheads)， 

Ihe second band (B2)， and the tubular strllcture of Ih巴thirdbroken bancl (B3) wilh shorl cosla巴(arrows).Fig. 23. Cross section at Ihe midclle portion 01' th巴c巴11，

showing the bands bearing tublllar SITlIcture. Fig目 24.Enlarg巴mentOflh巴keelin th巴S巴clion01' Fig. 23， showing lh巴crossseclion 01' the f1ap-lik巴巴xt巴nSlon

(Iarge arrow) 01' the raphe sternllm wall accompani巴dby a raphe slit (small arrows)， lh巴hymens(arrowh巴acl日)occlllding exl巴rnallythe areolae， ancl th巴

longillldinal ridg巴(dollbl巴arrowh巴ad)on the venlral wall of the keel. Fig. 25. Cross section 01' the valvocopllla (VC) and the second band (B2). Fig.26 

Enlargemenl of lhe bands in th巴sectionof Fig. 23， showing the second band (82) wilh Ilal strllclllre， ancl fOllr abvalvar bancls (83， 84， 85， 86) each wilh 

tllblllar SlrllClure. Scal巴bars= 1 11m (Figs 22， 23)， 0.5μm (Figs 24-26). 

結合し，この肋と肋の聞に小さな開口を持つ (Figsげ，22)。

木都の葉緑体に関しては，各葉緑体に 1個のピレノイドを

持つことが明らかになり (Fig.1)，本程の異名であるAlIriclIla

stallrophora Karstenの記載 (Karsten1899) とよく 一致した。

本離の分布は広く ，亜寒帯から少なくとも亜熱帯水域にお

よぶことが示唆されている (Paddock& Sims 1980)。本邦で

は， 山形県水産試験場の養殖水柑の他に，京都府若狭湾沿岸

および山形県鶴岡市沿岸なとーの水域において本程の出現を雌

認することができた。
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シリーズ

寺脇利信l・新井章吾川 11.北海道厚岸郡浜中町藻散布地先の

投石事業地

はじめに

本シリーズでは，天然の基質のみならず，消波プロックな

ど人工基質も含め，藻場をつくる海藻類の生育について記録

し，藻場の景観模式図として報告している(寺脇・新井2001

ほか)。前回の新潟県佐渡島・真野湾二見地先(寺脇・新井

2002)から，砂泥海底における海草類も含めて，海草・藻類

による藻場の景観模式図の連載とした。

本シリーズ第2回では，北海道厚岸郡浜中町散布(ちりつ

ぶ)地先について，多年生ホンダワラ類のウガノモク

Cystoseira hakodatensis (Yendo) Fensho1tが優占する岩盤におい

て，水中ブルドーザーによって磯掃除されることにより，物

理的に刷新された平坦面で2年後に最大藻長15mに生長した

ナガコンブLaminarialongissima Miyabe in Okamura が優占す

る様子を報告した(寺脇・新井1999)。今回は，第2回の散布

地先に近い，藻散布(もちりつぶ)地先において，食用のガッ

ガラコンフ，>Laminaria coriacea Miyabe in Okamuraを対象とし

た，漁業者による優れた投石事業地を観察する機会を得た。

コンブ場は，藻場として沿岸海域の環境において極めて重

要であるのみならず，漁獲物であるコンブの畑として直接的

な経済価値を有する(寺脇 1996)。今回は，コンブについて，

予定の時期に，希望の大きさなどに生育させるだけでなく，

商品である藻体が傷つかないように，より綿密な工夫が施さ

れている様子を表現することができれば幸いで、ある。また，

o 200km 
』ーー占圃圃d

投石事業に用いられている基質は，石や磯という自然の素材

であるが，本来の環境下では，ここの海底には，わずかしか

存在しないものである。近くの海岸に集積している自然の石

や磯が漁業者によって運ばれ，設置されることによって，人

聞にとって都合良く機能していることも，ここでの特徹とし

て，言い添えておきたい。

11.北海道厚岸郡浜中町藻散布地先の投石事業地

現地の概要と方法

北海道の東部太平洋沿岸に面した厚岸郡浜中町藻散布地先

(図1)の水深2-3mの海底は，比較的，平坦な泥岩質の岩盤で，

凹部の所々に砂が入り込んで、いる。この海域では，流氷が接

岸すると自然的な磯掃除のためコンブの着生面積が広がり翌

年は大豊作となるのが普通であり，一般的に 10年に l度くら

いは大規模な流氷(氷の厚さ 1-7m)が接岸する(佐々木

1969)。しかし，近年，流氷による岩面削除という自然的な磯

掃除の機会が減っている。流氷による岩面削除が生じなけれ

ば，物理的に安定な環境が継続することによって，海底面での

海藻植生の遷移が進行し，直立し寿命が長い大型褐藻の多年

生ホンダワラ類の生育に有利となる。このような条件は，刷

新面での遷移初期相において優占するが，横たわって生育し

寿命がホンダワラ類より短い大型褐藻のコンブ類にとっては

不利である。

水中ブルドーザ一事業の地点である散布からは，火散布

浜中

藻散布¥。

o 1 km 
L.-.I 

図l 北海道厚岸郡浜中町藻散布地先の概略位置
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図2北海道厚岸郡浜中1181込散布地先の投石:j;)T業j也における;足場の景観桜式図

(ひちり つぶ)を挟んで，南iLfJ側の謀散布地先に， 地元の漁業

者によ って方法がほぼ確立されている投石事業地がある。そ

の方法の概要は， r小1擦の多い砂地海底で，角のとれた，長径
20-50cm の丸|床のある礁を，砂!習が11!;l く ， かつ ， 岩撚で1~占

するウガノモクの密度が低い場所を選んで設置する」という

ものである。なお，設置される基質については， r投石事業J
の素材でもあり， 一般的には「石」の方が聞き慣れている。こ

こでは，長径区分に基づいて「磯」と記し，ネiIi足説明として

「石」を131:記することとする。また，この浜中II[J地先の海域で

は，岩盤でウガノモクが疎生する部分に，ガッガラコンブが

混生している (寺脇新井 1999)。

1992年6月20日に ，SCUBAi昔水により， 10X 20mの範囲

で，漁業者による独自の投石事業地を含む自然、の l~~場を観察

[~1 3 投石 ~jJ. 5住地のj去質 (岩盤上の薄い砂磯府)

した。次に，投石の実施から約 l年後および約2年後の(擦を

選定し ，それぞれの礁の全体を対象として，主要な大型褐藻

の被!度および最大謀長をiftlj定した。コンブ属は謀長が数mに

伸長し ，海底に杭たわっている。ここでは，調査対象の礁に

付着器が有るコンブ)iJ主体の被度を測定した。

結果

自然の藻場 . 海底地71~は比較的凹凸が激しかっ た。 1íj、を薄

く被った岩盤にはスガモ Phyl10spadixiwatensis Makinoが被度

60%，最大草丈 1.2mで優占していた。一方，砂面からの比高

が数cm高く，砂の被覆の影響など物理的撹乱を比較的受けに

くい岩盤には，多年生ホンダワラ類のウガノモクが，被度

80%，謀長2.5-3.0mで、佐:占していた。岩燃でウガノモクが疎

[lii14 投石実施の約 1年後 (コンフ'類幼体とクロヒトエグサ)



生する部分には，ガッガラコンブが混生し(図2の全景)，砂地

海底に散在する小磯の表面は無節サンゴモ類で被われていた

(図3)。

投石実施 (1991年9月)の約 1年後 :設置された礁には，

藻長0.2-0.5111のfjッカ、、ラコンブ幼体が被度70%で、優占してお

り，謀長0.5-1.0111のナガコンブ幼体が被度20%，また，緑藻

の藻長0.3111のクロヒトエグサ日vanaえIscaRuprecht in Middendorff 

が，被度40%で混生していた(図2の左部分，図4)。

投石実施(1990年9月)の約2年後 :設置された礁には，謀

長4-6111のガッガラコンブが被度 80%で優占しており ，藻長

2.0-2.5111のウガノモクが被度30%で混生していた(図2の中

央部分，図5)0 ~擦の表面は，基面被覆海藻である 1A~節サンゴ

モ類が，被度40%で被っていた。

まとめ

北海道厚岸郡浜中町藻散布地先の投石事業地では，砂層が

薄く， 小礁の多い砂地海底に，角のとれた，長径20-50cl11の

丸昧のあるl擦が投入され 2年後には，藻長4-6111のカッガラ

コンブが被度 80%で，優占していた。

注目点

この海域では，大きな物理的な撹乱後におけるガッガラコ

ンブ ーナガコンブ ウガノモクの遷移系列が想定されている

(寺脇新井 1999)。今回報告した地元漁業者による投石事業

は，経験に基づき，海藻植生の選移系列の理解と応用によ っ

て，理論的にも技術的にも正確に行われている。ただし，各

種の要因の定量的な条件の値については，筆者らも含めて，

まだまだ未解明の状態である。

海藻植生の面では，新たに設置した磯(投入した石)に初

期種としてガツガラコンブが着生し，続くウガノモクに遷移

する以前の 2年目に，収穫期が設定されている。収穫時には，

着生している磯(石)そのものを船上に引き上げてコンブが

刈 り取られる。際(石)については，ウガノモクなど多年生

の海藻が着生している場合には，同時にそれらも丁寧に取り

l除いてから，再:び海中に戻されている。

一方，商品としてのコンブの質や量を確保する面では，ま

ず，生育中のコンブが激しい海水流動によって藻体表面に

「キズJを被ることを避けるため，海浜にある角のとれた丸I床

区15 投石実施の約2年後 (ガッガラコンブの密生)
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のある磯 (石)を用いている。次に，ウこなどの藻食性動物

が侵入して「食い跡jを残すのを防ぐため，ウニが侵入しに

くい，砂を被った岩盤を投石 (礁の設置)場所として選んで

いる。さらに，角のとれた丸l床のある機 (石)を，適当な間

隔を聞けて単体で設置する方法でコンブ漁場を造成してい

る。投入された際(石)に着生したコンブは，海底に横たわっ

て生育するので，空間的な場をめぐる程内競争を起こさず，

お互いに自由な方向へ放射状に伸びることができる。このた

め，同量の際 (石)をーカ所に集中投入した場合に比べて，コ

ンフ、‘の生産量も，かなり大きくなると予想される。

ここに紹介した，比較的小さくて丸味のある際 (石)を用

いた投石事業によるコンブ漁場造成は，事業規模が小さく，

国や道・県の助成対象にはなりにくい。一方，近年では，こ

のような方法が，同じ浜中nJJ内の湯沸 (と うふつ)地先でも，

漁業者の自主的な奉仕によ って行われ，好成績を挙げている

例がある (川嶋私信)。このように， 一見すると，古くさく，

いわゆるハイテ ック とはかけ離れていると思われがちな投石

事業でも，海底地Jl~や底質とコンブの生態に即した適切な基

質を用いれば，コンブの着生効果の飛躍的な増大が期待でき

るという女子例であろう 。

ここでみてきたように，コンブ場の造成技術は，他の海草・

藻類の?*場造成に比べると，一歩先んじた段階へ到達してい

ることが伺える。今後は，主として経験に基づく，これらの

知識や技術の根拠を，さ らに科学的に明確にすることが重要

である。
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筒井功 :ベトナム海藻事情(3 ) 

菜類事情 アマノリ類の生育状況採取利用およびその他の海藻類

クリスマスが近づいた日の早朝フィ ールドで調査をして

いたとき全身濡れたおばさんと出会った。ノ リがいっぱい詰

まったビニール袋を手にしている。聞いてみると，筆者がい

たのとは反対側の岩場でノリ採りをしていたのだという。そ

こはアマノリ類の生育は多いのだが，波が強く少々危険だっ

たので調査定点にはしなかった場所だった。

ニャチャン周辺では，年によって差はあるものの，たいて

いの場合10月頃から雨季が始まる。そしてその後はしだいに

北東季節風も強まり， 雨季が終わる翌年2月中頃までの問は，

季節風の影響によって波浪が高い日が続く 。この時期に，波

しぶきがあたる岩礁海岸などにアマノリ類が生育するのであ

る。

2月が過ぎ海が再び穏やかになると，アマノ リ類は浅所の

岩礁から消え，その次にはアオサ類やアオノリ類，スギノリ

類などが繁茂しはじめる。これらの海藻類もまた，沿岸住民

によって採取されている。

ベトナム海藻事情の最終回である本稿では， 北東季節風が

強く吹く期間，波しぶきのあたる岩礁に繁茂するアマノリ類

について，その生育状況や採取 -利用を中心に紹介する。ま

たアマノリ類が消失した後繁茂しだすアオサ類やアオノ リ

類，スギノ リ類などの採取と利用， ならびにベ トナムには生

育しないが，中部以南の地方で盛んなコンブ類の利用につい

ても，少々ふれておこうと思う 。

アマノリ類の生育状況・採取・利用

a.生育状況

ベ トナム沿岸からは， 3種のアマノリ類が報告されている

(Oawson 1954， Tanaka and Pham 1962， Pham 1969， Nguyen et a1. 

1993)。マルパアマノリ (PorphyrasuborbicuJata Kjellman)は

北部を中心に生育し，P. vietnamensis Tanaka et Pham H. Hと

P. crispata Kjellmanは主と してベトナム中部から南部にかけて

繁茂する。

生育量が多いのはダナン (OaNang) ( ~I 1)やクイニョン

(Qui Nhon) ，ニャチャン (NhaTrang)などベ トナム中部地方

の南シナ海沿岸である。

ベ トナム中部でのアマノリ類の季節消長(1)について，ニャ

チャンを例として簡単に述べる。アマノ リ類の葉状体は，雨

季の11月中旬頃からその姿を見せ始める。一年のうち最も暑

い5月頃には，早朝の気温約27
0

C，表層水温約2S
0

Cほどであ

るが， 11月頃には早朝の気温は約22
0C，表層水温はおよそ25

℃にまで低下する 。 また雨季のため塩濃度はやや低めの30 ~

32pptほどの値を示し，河口付近に位置するアマノリ類の調査

定点では，降間後の出水時に約 3pptと，ほほ淡水に近い値

にまで塩濃度が低下したのを観測したこともある。その後 12

月から翌年 1月頃までの2ヶ月間ほどはアマノリ類の生育量

が増加する (図2)。 最繁茂期のアマノリ類の生育量は年によ

り差があり，雨季の降水量が多いとアマノリ類もまた多いの

だと，ノリ採りをしている人はいう 。例年2月頃には，次第

に晴天の日が続くようになり，また北東季節風がおさま って

波が穏やかになってゆく 。この頃アマノリ類の葉状体は黄変

し枯死する。なお小川 Lewmanomont (1979)はタイ湾西岸

において，消失時期を過ぎてからも潮下帯にアマノリ類の葉

状体が生育することを報告しているが，これまでのところ

中国

C 
タイ

タイ湾 南シナ海

区1I本稿に関係するベトナムの町の位置 ①ランソン，②ハイフォ

ン，①夕、ナン，④グアンガイ，①ク イニョン， @ニャチャン， ①ホー

チミン，③ミ ートー， ③ハーティエン， ⑮フーク ォッ ク鳥
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ニャチャンで、の潜水観察で、はこのような状況は確認していな

U 、。
ところで，ベ トナムのタイ湾東岸についてはアマノリ類が

生育するという報告はなく ，またタイ沿岸のアマノリ類の生

育状況を報告した小川・ Lewmanomont(1979) も，タイ湾東

側沿岸からのアマノ リ類の生育は確認できなかったとしてい

る。筆者もハーティエン (HaTien)周辺の数カ所でアマノリ

類を探してみたが，見つけることはできなかった。

そこでハーテイエンの沖に浮かぶ，フークォック (Phu

Quoc)島を訪れてみることにした。この島の東岸には 11月か

ら翌年2月頃までは北東季節風がベ トナム中部沿岸と同じよ

うにあたるはずである。もし島の東1l!1Jにある岩礁海岸に強い

波があたって波しぶきがたつようならば，アマノリ類の生育

する可能性が高いと考えたからである。

調査の結果，生育量はさほど多くはないもののアマノ リ類

の生育が保認でき，沿岸住民によ って採取されていることも

わかった(図 3)。この近辺の雨季は 5- 10月頃で，塩濃度

の季節変化においてはベ トナム中部とは全く異なるが，海水

温の低下する時期や季節風が吹き波浪が高くなる時期がベ ト

ナム中部沿岸に類似した環境にあるといえる。ベトナム中部

とフークォック島，そしてその対岸にあるハーティエンの3

カ所の環境とアマノ リ類の生育状況とを比較することで，ベ

トナムにおけるアマノ リ類葉状休の生態的特徴が明らかにで

きるであろう。詳細は別の機会に報告したいと考えている。

b採取 ・販売

ニャチャン周辺において，アマノ リ類の採取は繁茂期であ

る12月から翌年の 1月頃の問に行われる。採取の時間帯は潮

がヲ|く早朝に行われ，早いときにはまだ夜が明けない5時頃

からノ リ採りに来ることもあるという (2)。採取にあたっては，

金具がついた道具や金属のヘラでアマノ リ類を掻きむしるよ

うにして削ぎ取ってゆく(図 4)。この際，葉状体の基部と付

着部は残るので，数週間後には採取できる状態にまで再び生

長する。ノリ採りにきたその日の午後か次の日のljiJjに市場へ

売りにゆくとのことであった。

|頚2ニャチャンの岩場に生育するアマノリ類 (2001年12月)

ili場では生ノ リが毎日販売されているわけではない。アマ

ノリ類を採取してきた人が売りにきた時だけ魚介類のコー

ナーで出屈される(図 5)。知り合いの魚介類の出応者のわき

のスペースなどを使わせてもらうのだという 。生ノリの値段

は， 100グラムあたり円換算に して20-30円ほどである (3)。

ベトナムでは海藻類の香りを生臭いと嫌う人も多いので，購

入者はそんなに多くはないだろうと筆者は予想していたのだ

が，市場で生ノ リの販売を観察したところ，意外と買ってゆ

く人が多いことがわかった。午前LO時頃というベ トナムの市

場としては朝の混雑が一段落した時間帯であったが，約 111寺

聞で9名ほどが生ノ リを購入していった(4)。その時期にしか

出回らない季節の産物でAあるということに加え，年中で最も

散財する旧正月に近いため，人々は気前よく購入してゆくの

だとも聞いた。このような生ノ リが出回るのは，当然のこと

ながらアマノ リ類の生育地に近い市場に限られている。

いっぽう海から離れた場所，たとえばメコンデルタの各地

のようなところでも，直径30cmほどの円盤状に固めて乾燥

させたノ リがijfl:物屋などで販売されている(図 6)。日本では

藻体を細かく刻んだうえで抄いているが，ベ トナムでは採取

した藻体を刻むことなく乾燥させるので，一枚の厚さが日本

の物などに比べて非常に分厚い。価格は場所にもよるが， 100 

グラムあたり円換算にしておよそ80-100円ほどで，一枚あ

たりでは 10円前後である。ただベトナムに生育するアマノ

リ類の量自体があまり多くないため，乾燥ノリの供給量も少

なく， 1月から2月頃にかけて市場に1:1:'，回っても数ヶ月後には

在庫が切れてしまうという 。そのため，中国や台湾から輸入

された乾燥ノ リがベ トナム産のものよりさらに広範囲に出

回っている。ベトナム産と同様，i;某休を刻まずl:g撚;1犬をして

いる。

このような乾燥ノ リはベトナム中部から南部地方の多くの

省で販売されているのに対し (5) 北部地方ではハイフ ォン

(Hai Phong) (6)やランソン (LangSon) (7)で、販売されているにす

ぎない。ハイフォンでは街に吐在する台湾人が，ランソンで

は中国人が泊まるホテルのレス トランなどが，よく買いに来

図3フーク ォック島のアマノリ生育場所 強い北東季節風が吹き，

i!J.i.しぶきがあがる (2000年l月)



るのだという。

c.利用

アマノリ類はスープの具として使われることが多い。ま

た， f卵焼きに入れたり， 11家肉などと一緒に妙、めてもおいしく
食べられるjと，市場で紹介されたことがある。これらの話

しを聞いていて，ベトナムでよく利用されている空芯菜など

野菜類の代わりとして使われている印象を受けたのだが，ア

マノリ類は野菜類と比べるとはるかに高価で， 一般的には

「経済的に余裕のある時に買う賛沢品jといった印象があるこ

とも否定できない。

余談であるが，ニャチャンの磯で、採ってきたアマノリ類を

佃煮にしたことがある。仕上がりは悪くないと思ったのだが，

好評だったのは日本人の駐在員などだけで，ベトナムの人た

ちはにこりと笑うばかりですぐに箸をおいてしまった。ただ

日本からの土産に味つけ海苔と餅を買い，炭火で餅を焼いて

海苔で巻き，醤油をつけて試食したところ，こちらは意外と

ベトナム人にも好評であった。アマノリ類特有の香りがほと

んど残っていないもののほうが，ベ トナムの人たちにと って

は好まれるようだ.0

アオサ類 ・アオノリ類 ・スギノリ類の採取 ・利用

aアオサ類

アマノリ類が生育していた場所よりもやや低い水深帯にボ

タンアオサ (Ulvaconglobata Kjellman)が生育する。これら

のアオサ類は沿岸住民によって i~!)1 のヲ | いた早朝に採取される

が，特に道具などが用いられる ことはない(匡17)。ニャチャ

ンでは，朝の運動代わりに夜明け前の海岸に出てきて水泳や

水浴び、をする人が少なくないがそれが終わったあと岩場ーや

コンクリートの堤防にきてついでにアオサ類を採取してい

くこともある。採取された藻体は洗浄後，板状に乾燥させて

保存される。利用法としては スープの具や肉とともに妙め

ものにするのだという 。このようなアオサ類の保存法や利用

法はアマノリ類と同様で、アマノリ類の代用品と考えてよい

図4ノリ採り風景 女性の右手に握られているのが，金属が先につ

いたノリ採り道具
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1~1 5 ニャチャンにおける生ノリ販売の様子

のではないだろうか。なおアオサ類は市場には出回らないで

自家消費される。余談ではあるが，ベトナムには熱心な仏教

徒が少なからずおり，彼らにはおう進料理しか食べない日があ

る(日)。上記のような料理の|祭には妙めものに肉や魚介類な

どの動物は入れず，また調味料ーにも魚、醤を使わないで大豆か

らできた醤油が使われる。

グアンガイ (Qua暗 Ngai)の漢方薬j苫で、コンボー (Con80) 

として販売されていたものは，アミアオサ Ulvareticulata 

Forsskalであった(図8)。中国の広東や香港周辺ではオオパ

アオサ Ulvalactllca Linnaeusを fKunpuJあるいは fGuanboJ

と¥1千び美方薬庖で、販売しているという (Tsengand Zhang 

1984)。ベ トナム語と中国語の発音を比べ，コンボーはこの

fKunpuJあるいは fGuanboJからきているのではないのだろ

うかと感じた。煎じて服用し，甲状腺の病気などに用いると

いう。今後詳しく調べたいと考えている。価絡は円換算して

乾燥した藻体 100グラムあたり約 120円であった。

bアオノリ類

アオノ リ類は人糞などの排柑t物(9)とともに練ったり，ある

いは貝類や牛肉などともに練って，カーヨー (cagio)やカ ー

イーア (cadia)などのアイゴ類を釣る際の餌として好んで採

取される (図9)。ベトナムでは女性はほとんど魚釣りをしな

いので，アオノリ類を採るのは主として男性である。なおこ

の釣りは漁業者が行うものではなく， 一般の人が趣味や遊び

で釣るH寺のことである。残念ながらl時間がなく，まだ筆者は
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アオノリ類を利用した魚釣りを試したことがない。

c.スギノリ類

オキツノリ属としてオキツノリ AhnfeJtiopsisflabeJliformis 

(Harvey) Masudaのほか計4種，ムカデノ リ属としてムカデノ

リGrateJoupiafilicina (Lamouroux) C. Agardh，キントキ属とし

てスジムカテ、Prionitisramosissima (Okamura) Kawaguchiが，上

記のアオサ類が繁茂するのとほぼ同じ時期に，アオサ類より

やや低い水深帯に生育する。アオサ類の採取と問機に道具が

使用されることはない(図 LO)。またスギノ リ類も市場に出

回ることなく自家消費される。 トコロテン状にして食べると

のことであった。筆者も実際に同じ場所で採取し家で煮てみ

たのだが，分量の加減が悪かったのかどうか，あまりうまく

作れないでいるうちに，これらのスギノリ類のシーズンが終

わってしまった経験がある。いつの日か再度挑戦してみたい

と考えている。

コンフ類の利用

筒井 (2002b)の冒頭でも紹介したチェー・ ダウ・サン ・

フォー・ターイ (chedau xanh pho tai :コンブ入り緑豆ぜん

ざい)など，コンブ類を使った食品が，ベ トナム南部地方で

特に盛んに利用されている。このコンブ類は中国からI愉入さ

れたと考えられる乾燥マコンブLaminariajaponica Areschoug 

である。ホーチミン市の華人街がベ トナムにおける集積地で

あり，ダナン以南の各地の市場で販売されているコンブ類は，

すべてこの華人街の漢方薬卸売庖や市場から運ばれたもので

ある。

華人街の市場で扱われているマコンブは，長い藻体が折り

畳まれた状態あるいは乾燥時の長さ約20~ 30cm， 111]jjおよそ

1.5 ~ 4 mmに細く切られた状態で袋詰めにされている (匡|

11)。華人街以外の各地の市場で売られているのは後者だけで

ある。

利用方法としては，チェー・ダウ・サン・フ ォー ・ターイ

のほか，蓮の種や豆などともにぜんざい風にしたチェー ・サ

ム・ボ ・ルオン (chesam bo luong) (図 12)など，主として

[~1 6 ミー卜ーの市場で売られているベトナム産乾燥ノリ

「ぜんざい」ゃ「あんみつjの材料として利用される。これら

は屋台などで売られることが多く ，日本円に換算して一杯 15

円ほどである。特に女性や子供に好んで食べられるが，後者

はやや漢方薬系のにおいが強く 人によって好き嫌いが分か

れる。また，コンブ類は，漢方薬としてもわずかに利用され

ているようである。なお山田 (2000)によれば，ベ トナムで

はコンブ類の粉末に食塩や化学調味料などを加え薬用茶とし

て利用するという 。しかしながら筆者がこれまで調査した限

りでは，残念ながらこのような利用方法は見聞きしたことが

ない。ちなみに日本の「昆布茶」をニャチャンのベ トナム人

たちに紹介したことがあるが，あまり好評ではなかった。こ

の点については，華人などの少数民族の人たちも含め，今後

さらに調査を進めたい

ベトナムに生育しないコンブ類が利用されるようになった

経緯や歴史的・文化的な背景はわかっていないが，その流通

の中心地がホーチミン市の華人街であることや，主な利用の

範囲がベトナムの中部から南部にかけての地域であることな

ど，筒井 (2002a)の「ホンダワラ類を利用した清涼飲料」と

よく類似している。ベ トナムでは統計的な数値は手が加え ら

れていてあてにならない場合が多く，またあまり重要でない

と考えられる産物については，輸出入量などの統計すらとら

れていない場合が多い。コンブ類もそのひとつといえよう 。

どのような経緯でいつからベ トナムに持ち込まれたのかなど

を調べることは安易なことではないかもしれないが，ホンダ

ワラ類とともに今後採ってゆきたい興味ある問題である。

終わりに

ベ トナム海藻事情として3回にわたり，この固で一般的に

利用されている海藻類の生育状況から，その採取や養殖 -利

用方法なとεについての概要を述べてきた。

ベトナムにおける海i菜類の生育はダナン以南の1:1:1部地方で
多い。北部で、は紅河よ って また南部ではメコンJ11によ って

デルタが発達している。河口周辺の海岸には岩礁があまり 多

くないうえ，河川水の影響で塩濃度が比較的低いので，海i菜

類はあまり生育することができない。いっぽう河川水の影響

区17早朝に行われるアオサ類の採取



図8漢方薬として販売されているアミアオサ

のほとんどないチュオンサー諸島などでは，サンゴ礁が発達

して海藻類の生育できる基質が少なく，また藻食魚類も多い。

このように考えてみると，ベ トナム中部地方は海藻類の生育

に適した場所であるといえよう。

ベトナムの海藻利用については「南高北低Jの傾向がある。
南部地方ではホンダワラ類 ・キリンサイ類・オゴノリ類 (寒

天を含む)・アマノリ類・コンブ類など多くの海藻類が日常的

に利用されている。漢方薬卸庖はも ちろんのこと、一般の市

場でコンブ類やホンダワラ類，キリンサイ類が売られている

し、人が集まるような場所には必ずといってよいほどコンブ

類やキリンサイ類を扱ったチェーの屋台， また「ホンダワラ

類を利用した清涼飲料Jの屋台が出j苫され、人々も気楽にそ
れを利用している。これに対し北部地方では，オゴノリ類あ

るいはその加工品で、ある寒天以外ほとんど出回っていないと

言っても過言ではない。中部地方ではコンブ類やオゴノリ類，

アマノリ類が利用されている。また KappaphycLls類の養殖地

が中部地方に拡がりつつあるので，ある程度の量が生産され

るようになったら，メコン各地と同様に，中部地方でもでキ

リンサイ類の利用が急速に拡がるであろう。

区19アオノリ類の採取
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中国では古くから，コンブ類やホンダワラ類に薬としての

効用があることが知られ， 7世紀に著された漢方蓄にはすで

に両者の名があがっていたという (張 1998)。ベトナムは様々

な点で古くから中国文化の影響を受けてきており，越漢方と

も呼ぶべき「 卜ウオクナム」もそのひとつである。ベトナム

でもコンブ類やホンダワラ類は薬として利用されるがあまり

多くはなく，また地域的には南部地方を主としているようだ。

ベ トナムの首都ハノイ (HaNoi)は、およそ LOOO年の歴史を

持つ。その旧市街地に漢方薬 ・越漢方薬の卸庖が集まった小

さな通りがあり 、そこでコンブ類やホン夕、ワラ類を探して歩

いたのだが，庖の人々はこれらの海藻類を知らなかった。

現在の北部ベトナムは 11世紀頃中国から独立してー固と

なった。その後南へ領土を拡大し， 19世紀初め頃，ほほ現在

のベトナムの国土が統ーできたという 。もしこのような歴史

的過程の古い頃に漢方の考えがすでにベトナムに伝わってい

たとすれば，現在の南部地方でコンブ類やホンダワラ類がわ

ずかながらも薬用として利用されているのであるから，北部

地方でも薬用としての利用が残っていてもよいはずで、あろう。

またもうすでに廃れてしまったと考えても，コンブ類やホン

ダワラ類の名称ぐらいは漢方卸庖などで知っていてもよい

のではないだろうか。このように考えると，ベトナムでのコ

ンブ類やホンダワラ類の利用は歴史的にはあまり古いもの

ではなく ，また北部からもたらされたものではないだろうと

筆者には思えるのである。またベトナムには生育しないコン

ブ類の利用について，最初はベトナム人以外の人たちからも

たらされた可能性も高い。南部には華人が多く入植しており，

彼らはコンブ類やホンダワラ類を薬用として利用してきたか，

あるいはそのまIIfti1kがあったであろう 。このような入植してき

た華人あるいはその子孫たちが，ベトナムでコンブ類やホン

ダワラ類などの海藻類をまず利用し始めたのではないか。中

国でもベトナムでも海藻類は去熱効果があると考えられてお

り， 一年を通じて気j毘の高い南部でベトナムの人々に受入ら

れ，薬用以外の11書好品としての利用に変容したのかもしれな

い。今後詳しい調査を行いたい。

区110採取されたスジムカデ
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筆者は2002年4月にニャチャンでの海中調査にひと区切り

をつけ，それ以降は海藻類の利用について，ベトナム各地を

ノ、イクで「放浪」しながら調査を行っている。ベトナム海藻

司[i'11~ は，この旅先で少しずつ書きためながら原稿にしたもの

である。1993年に北海道大学の増田道夫教授を中心とする学

術調査チームがベトナムに来られた|僚には，国際電話をかけ

るだけでも面倒な手続きと多くの|時間を要したと聞いている

ので，調査先からインターネットを通じて原稿をお送りでき

たことは，急激に変化するベトナムの社会事情を反映してい

るといえよう 。

筆者は，地域側先学徒としてまだ数年しか経ていない素人

である。また現在の研究を行ううえで必要な人文 ・社会系の

分lliJや分類学など多くの学問分野について，テクニックのう

えでも知識のうえでも「発展途 |二Jにある。しかしながら，全
方位外交と いわれる現在のベ 卜7ムにな らい，筆者自身，今

後も様々な分野のアンテナを張り巡らし，この国の海藻類と

つき合ってゆきたいと考えている。そうすることは，海に潜

ることであり ，漁業者と対面することであ り，また清涼飲料

や海藻類の乾物を販売する人たちと話すことであり ，それら

を買ってゆく人たちと出会うことである。さらにそれらを追

い続けてゆけば，ベトナムだけにとどまらず東南アジアの，

さらには世界の熱帯・域の海藻類へと関心を広げてゆ くことに

なるだろう。そしてその結柴得られる複仰に入り組lみそれぞ

れが関連しあった様々な分野の情報を総合して，熱祐二J或の海

藻類が自然、や主1:会の中で、どのような役割を巣たしているのか

ということを理N干したいとJrwiっている。
本稿の執筆にあたり ，北海道大学名誉教授の吉田忠生先生

にご教示いただいたので，ここに感謝の72tを表します。加え
て， 一大学院生にベトナム海藻事情として3巨|にわたって執

筆する機会を与えて下さ った，EI本i菜類学会和文誌編集長の

東京水産大学田中次郎教授ーに感謝 します。また，ったない記

事をお読みいただいた読者の方々に感謝するとともに，筆者

図 11ホーチミン市の華人街で売られている乾燥マコンブ

図12チェーサムボールオン コップの中程に黒〈刻11い糸状の

コンブが見える

の今後の1i71究ためにも，できるだけきびしいご批評ならびに

ご意見をいただくことができれば幸いです。最後に，読者の

方々のベトナムでのご研究の際，情報提供や橋渡し役など，

何かのお役にたてることがあるかもしれません。ご利用し、た

だければ幸いです。
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脚注(1)アマノリ採取者が種をほとんど区別していないこ

となどから，ここではニャチャンに生育する数種について，

一括してアマノリ類として概要を述べるにとどめる。 (2)ベト

ナムでは潮の干満が1日I回ずつしかない日周潮 (diurnal

tide)である。 (3)2002年9月の時点で1円=約 121ドンであ

る。 (4)この数字は日本の感覚では多くないように感じるかも

しれないが，物の購入時に値段交渉の必要なベトナムの市場

では，購入にかかる一人あたりの時聞が日本と比べてはるか
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に長い。一人約5分の値段交渉としても，客足の絶えない比

較的客の多い自の部類に入ると考えられる。 (5)ただし中部高

原地方を除く。 (6)中央直轄市で，港湾・工業都市で外国投資

も多く，台湾系の企業が多いという。 (7)ランソン省の省都で，

中国との国境が聞かれているドンダン (DongDang)の町が

隣接する。 (8)たとえば旧暦の l日， 14日， 15日， 30日など。

(9)ベトナムの漁村では海岸がトイレになっている場合が普通

で，海岸に人や犬，牛などの新旧の排植物があちこちに転

がっていることは珍しいことではない。調査の際にそれを踏

みつけたり，スノーケルを通じて口の中に排地物の溶けたも

のが入ってきたこともある。

(T 606-8501京都市左京区吉田下阿達町46京都大院・アジアアフ

リカ地域研究研究科)現住所:Institute of Materia1s Science， Nhatrang 

Branch， 2 Hung Vuong， Nha Trang， Khanh Hoa， Vietnam 
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吉田忠生:学名の登録制度

学名の正当な発表の条件として登録制度を採用することが

第15回国際植物科学会議(横浜， 1993)で決定され，それに

そって規約が整備された.国際植物命名規約 (TokyoCode 

1994)の第32条の条項がそれで、ある.この制度は第16回国際

植物科学会議で承認されると 2000年l月1日から発効するこ

とになっていた(藻類46:41).このための準備も国際植物分

類学連合の事務局が登録センターとなって進行していた.学

会で刊行する雑誌が認定雑誌となれば，登録の手続きが簡単

になるので，日本藻類学会として PhycologicalResearchを申

請して認められた(藻類 46:227). 

St Louisで 1999年に開催された第 16回国際植物科学会議

の命名規約委員会において，第32条の各項にたいする変更案

がすべて否決されたあと，登録規定のすべてを削除するとい

う動議が可決され，これが総会で認められた.こうして学名

の登録制度は実現しなかった.2000年に印刷出版された国際

植物命名規約IntemationalCode ofBotanical Nomenclature (Saint 

Louis Code)では，関連する条項が改訂され， Tokyo Codeの

第32条第 l項最後の文“Inaddition， subject to the approval of 

the XVI International Botanical Congress， names (autonyms 

excepted) published on or after 1 J叩 uary2000 must be registered" 

が削除された.さらに第32条第2項が削除されて，以下の項

が繰り上げられた.関係する第45条第2項も削除され，第3

項以下が繰り上げられた.これで学名の発表に関する規定は

従来どおりとなった.

なお， Saint Louis Codeの AppendixIIAの保留科名表に

Protoperidiniaceae [Dinoph.J， Retortamonadaceae 

[Trichomonadoph.]， Tha1assiosiracae [Baci11arioph.]が追加された.

Appendix IIIAの保留属名表には Acanthoceras，Skeletonema， 

Skeletonemopsis， Chlorella， Leptolyngbya， Asteronema， Ahnfeltia， 

Falklandiella， Husseya， Rhodochortonが加わった.Appendix IIIB 

の保留種名表には第 14条9項によってタイプを保留する

Achnanthes quadricauda， CycJotella kurdica， Discoplea comta， 

Frustilia cuspidata， gomphonema vibrio，Navicula ambigua， 

Peridinium elpatiewskyi， Synedra nitzschioides，【JJvapurpureaと

古い異名に対して保留される Antithamnionantillanumがある.

さらに AppendixIVの棄却すべき名として藻類では Ulva

simplicissima Clemente 1807が認められた.

第16回国際植物科学会議から命名規約委員会の藻類分科会

の委員は北大の増田道夫教授が勤めている.

(818心103太宰府市朱雀6-13-13)
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The Fifty Years of the J apanese Society of Phycology 

A Memorial Lecture at the 50th Anniversary of the Society 

Yusho Aruga 

Tokyo Univ巴rsityof Agricllltllre， Sakllragaokaト1-1，

S巴tagaya-ku，Tokyo， 156-8502 Japan 

1. Foundation of the Society (Tabl巴 1) 

According to th巴m巴moryofProfessor Isamu Um巴zaki(U mezaki 

1992)， severalleading phycologists met on 6 May 1951 at Department 

ofFisheries， Kyoto University， in Maizurll during the annllal meeting 

of the Japanese Society of Scientific Fisheries and discllss巴dabollt 

establishment of The Japan巴seSociety of Phycology. Aft巴rseveral 

pr巴paratorymeetings of th巴initiativepromoters， who were mostly 

memb巴rsof the Botanical Society of Japan and/or the Japanese 

Soci巴tyof Sci巴ntificFisheries at that time， they finally agreed to 

巴stablishThe Japanese Society of Phycology on II October 1952 at 

the meeting of initiativ巴promoters(phycologists) at Department of 

Botany， University ofTokyo， in Hongo， Tokyo， during the 17th annllal 

meeting of the Botanical Society of Japan. [It was print巴din the 

first issue of Sorui (Vol. 1， No. Iし，1953)t巾ha創tt山h巴Societywas found巴d

on I 川1Nov巴mber1952; how巴V巴rit was an巴rrors剖Impμl旬Ydu巴tωot山h巴

mηIiおstake匂巴 II1P似roof白I巴a吋di川ngaおscl怜ea但r匂poαII1t陀巴dOllt by P町rひofl巴邸ssoαrYoωshiterll

Nakamllra (N法制ura1982).] They also agreed to pllblish“Sorui" 

(The BlIlletin of Japan巴seSociety of Phycology). ln that meeting 

Professor Yukio Yamada was appoint巴das the Presid巴ntof出巴Society

Under Prof，巴ssorY. Yamada， the Reglllations of th巴Soci巴tywere 

drafted， and the fu'st isslle of Sorui， NO.I of Volllm巴1was publish巴d

in the format of A5 in March of由巳nextye加 1953.On 10 Octob巴I

1953， the Soci巴tyhad the first general meeting at Kanazawa 

Univ巴rsitydllring the 18th annual meeting of the Botanical Society 

of J apan， and th巴Reglllationsof the Society w巴reapproved and 

Profl巴ssorYukio Yamada was formally巴l巴ctedas th巴Presidentof th巴

Society. Since 1952， Professor Y. Yamada served as the President 

for 13 years lIntil Octob巴r1965. Key events r巴latedto th巴fOllndation

ofth巴Societyar巳sllmmarizedin Table I 

lf we compare the foundation of th巴JapaneseSociety of Phycology 

with other phycological soci巴tiesin other countries of the world 

(Table 2)， 1 can say that th巴timingof fOllndation was quite similaI¥ 

For example， the Phycological Society of Am巴ricawas founded in 

1946， and the British Phycological Society was fOllnded in 1952. 

The Phycological Society of France (La Societe Phycologique de 

Franc巴)was established in 1955. 1n 1956， th巴Divisionof Phycology 

was fOllnded in th巴Botanical

of Phycology was found巴din 1986. Most of dle societies published 

their own periodicals (Table 2) 

2. Development of the Society (Tabl巴3)

Starting from 35 active initiators in 1952， th巴 numberof the 

Soci巴tymembers was about 200 in 1953， aiming to increase up to 

300 as a first step. That aim was almost attained in 5 years， i.e. 287 

memb巴rsin 1958. The nllmber of members incr巴asedto almost 500 

in 1967， and 610 in 1971 inclllding student memb巴rsand for巴tgn

members. It is now almost 750 inclllding 75 stud巴ntmemb巴rsand 

57 foreign memb巴rs.

The annllal membership fee was only 300 yen (less than U.S.$ 

1.00 at that ti m巴)at出estaI't of th巴Society.It was rais巴dstepwise to 

500 Y巴nin 1962，800 yen in 1969， 1，200 yen in 1971， 1，800 Y巴nll1

1973， 3，000 yen in 1976， 4，000 yen in 1979， 5，000 yen in 1982， 

7，000 Y巴nin 1986， and 8，000 yen (approximat巴IyU.S.$ 66.00) in 

1999 lIP to the present for dle regulaI' m巴mber.The annual budgetary 

level was abollt 120，000 yen at first in 1953. It became about 

2，000，000 yen in 1974，8，500，000 yen in 1985， almost 10，000，000 

Y巴nin 1986， a littl巴mor巴than15，000，000 Y巴nin 1994， and is now 

abollt 18，000，000 yen (approx. U.S.$150，000) in 2001，巴venthollgh 

simple comparisons al巴ofcours巳notappropnate. 

Th巴firstPI巴sidentProfl巴ssorYukio Yamada served for 6 t巴rms

lIntil October 1965 (Table 4). Then he was succeeded by Professor 

JlIn Tokida (1965-68)， Professor Hiroyuki Hirose for 2 terms (1969-

72)， Professor Yoshit巴ruNakamura (1973-74)， Professor Kazutosi 

Nisizawa for 2 terms (1975-78)， Professor Mun巴naoKurogi (1979-

80)， Professor Mitsuo Chihara (1981-82)， Professor Kozo Iwamoto 

(1983-84)， again Professor Mitsllo Chihara (1985-86)， ProfessOl 

Isamll Um巴zaki(1987-88)， Professor Hiromu Kobayasi (1989-90)， 

Professor YlIsho Aruga fOI・2terms (1991-94)， Professor Tadao 

Yoshida (1995-96)， Professor lkuko Shihira-Ishikawa (1997-98)， 

Professor Terllmitsu Hori (1999-2000)， and Professor Yoshiaki Hara 

(2001-02). 

3. Development of the Bulletin "Sorui" (Table 5) 

“Sorlli" (The Bull巴tinof Japanese Society of Phycology) was 

pllblished in an A5 format in 3 numbers a volllm巴from1953 to 

1972. Volllme I contained only 96 pages written only in Japanese， 

巴V巴nthollgh English title was add巴din each paper. The first English 
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Table 1. K巴yEvenls for Foundation 01' the Soci巴ty

6 May 1951 T巴nphycologists (Sokichi Segawa， Seibin Arasaki， Yoshilerll 

N心<am山a，Shllnzo Suto， Hiko巴iOhmi， Norio Segi， Yoshio Has巴gawa，

Minoru， Katada， YlIichi Yon巴da，and Isamll Ul1lezaki) 111巴tat a hotel 

in Maizuru， Kyoto P，巴f巴CtllI巴

[The annllall1leeling of the Jap. Soc. Sci. Fish. held al Departl1lent 01' 

Fisheries， KyolO Univ巴rsily，Maizuru.] 

28 JlIly 1952 Preparalory l1leeting al Tokai Fisheries Research Jnstitllte， 

Tokyo. 

26 Seplel1lb巴r1952 Preparatory 111巴巴tingat Faclllty of Fisheries， 

Hokkaido University， Hakodate， I-Iokkaido. 

11 October 1952 Proposer l1leeling at 0巴partl1lent01' Botany， Univ巴rSII:y

of Tokyo， Hongo， Tokyo. The participants agreed to establish th巴

J apanes巴Societyof Phycology. The drafl regulations were 

approv巴d，and Professor Yllkio Yal1lada was appointed as Ih巴

President. 

[The 17th annual l1leeting of Ihe Botanical Sociely of Japan h巴IcIal 

D巴partl1lenlof Botany， Universily ofTokyo， Hongo， Tokyo.] 

Th巴35proposers were 

Seibin Arasaki， Toraya Fujiyal1la， Yoshio Hasegawa， Minorlll-lirano， 

Hiroyuki Hiros巴，Yoshihiro Ikol1la， Kozo Il1lahori， Kanichi Jnagaki， 

Shllnp巴iIno， Kozo Iwamoto， Minorll Katada， Hideo Kasaki， TOI1lichiro 

Kinoshita， Mllnenao KlIrogi， TOl1litaro Masaki， Tomowo Miwa， 

Yoshiterll Nakal1lura， Kenichiro Negoro， Kiichi Okada， Akio Okazaki， 

Hikoei Ohl1li， HarllO Okllno， Yoshio Sakai， Sokichi Segawa， Norio 

Segi， Shllnzo SUIO， Masahiko， Takal1lalSll， TSllyoshi Tanaka， Jun 

Tokida， Sabllro Ueda， Jsal1l11 UI1l巴zaki，Shigekazu Yagi， TOl1loharll 

Yal1lada， Yllkio Yal1lacla， and Yllichi Yoneda. 

10 October 1953 The First General Meeting at Kanazawa University， 

Kanazawa. The participants approved the reglllations ancl appointed 

Prof，巴ssorYukio Yal1lada as th巴Presid巴nt.

[The 18th annllal 111巴eting01' th巴BotanicalSoci巴tyof J apan held at 

Kanazawa University， Kanazawa， Ishikawa Pref，巴cture.]

paper was publish巴din NO.1 of Yolull1巴15(1967):“Liagora tanakai， 

an巴wspecies froll1 south巴rnJapan" by Dr. l.A. Abbott. Since th巴n，

only a few English pap巴rswritten by foreign ll1巴mb巴rswere published 

on the Bull巴tinuntil Volum巴27(1979). “Sorui" was publish巴d

quarterly froll1 Volum巴21(1973). Itwasagl巴巴dto publish the 

sulletin in a B5 format from Volull1巴26(1978). The English nall1e 

ofdl巴Bulletinwas changed to“The Japanese Journal of Phycology" 

and papers written in English could be formally accepted for 

publication in that year. Yolull1巴26contained 192 pages， Yolull1巴27

(1979) 236 pages， and Yolum巴42(1994) 462 pages. 1n each of th巴

Volull1es 26-42， w巴l巴published30-35original papers 1l10stly writt巴n

in English. 

ln due consid巴rationsof th巴internationaltJ巴ndsin scienc巴，

especially in phycology， th巴adhoc working group m巴mb巴1・swere 

appoint巴dand they had very active discussions in several meetings 

during 1993 further to expand scientific activiti巴sof the Society. In 

approving the conclusions of the ad hoc working group at first by 

th巴Councilll1巴mbersin Dec巴mber1993， th巴Societytinally d巴cided

to publish Eng1ish journal and Japan巴5巴journal，separately， froll1 

1995 (froll1 Yolume 43); i.e. th巴Englishjournal“Phycological 

Res巴arch"with a format of A4 and 4 numbers a volume and the 

Japanese journal “Sorui" (The Japan巴seJournal of Phycology) with 

a format of B5 and 3 numb巴rsa volull1巴.“PhycologicalR巴search"

has b巴巴npublished from Blackwell Scientific Pulヲlications(presently 

Blackwell Publishing). For th巴V巴ryactive initiatives of publishing 

“Phycological R巴search"as an int巴rnationaljournal， we owe much 

to th巴巴町ortsofthe ad hoc working group and巴speciallyofDr. Hiroshi 

Kawai， Kob巴Univ巴rsity.Each volume of“Phycological R巴search"

published 30-35 original papers in English with a total of 250-300 

pages， whil巴“Sorui"published about 250 pag巴smostly written in 

Japan巴sein each volume.“Phycological Res巴arch"has of course a 

good internationa1 1巴putation.Froll1 this year，“Sorui" was published 

in an A4 l'ormat. Succ巴ssiveEditors-in-Chief of “Sorui" and 

“Phycological Res巴arch"are sUll1marizecl in Tabl巴4.

Publication ofThe Japanes巴Journalof Phycology was financially 

supported in part by Monbusho (Ministry of Education， Sci巴nce，

Sports and Cultur巴)first in 1980， 1巴ceiving700，000 yen (Table 3) 

Tabl巴2.Phycological Societies in Other COllnt:ries 

1946 Phycological Society of AI1l巴nca

“News Blllletin" (1948-1964) 

“JOlllllal of Phycology" (from 1965， Vol.l) 

1952 British Phycological Society 

“British Phycological BlIlI巴tin"(1952・1968)

“British Phycological JOllrnal" (from 1969， Vo1.4) 

1955 Societe Phycologiqlle de France 

“Societe Phycologique de France， Blllletin" (no.l， 1955 -no.12， 

1968) 

“BlIlletin de la Societe Phycologiqll巴d巴Franc巴"(no.13， 1969 

no.23， 1978) 

“L巴tt巴rsPhycologiqu巴"

“Cryptogamie: Algologie" (Vol.l， 1980-) 

1956 Division of Phycology (in Botanical Society 01' Czechoslovakia) 

Phycological Society of the Philippin巴s

1959 Phycological Society (1 ndia) 

“Phycos" [Jollrnal of th巴PhycologicalSoci巴ty(India)] (1962・)

1981 Phycological Society (Brazil) 

1986 KOI官anSoci巴tyof Phycology 

“Korean JOllrnal of Phycology" (1986・)

“Algae" (Vol.ll， 1996-) 



Tabl巴3.NlImber of M巴mbers，Annllal F巴es，and Annllal Budgel 

可(earMemb巴rsAnnllal Fees Annllal Budget Financial SlIpport by 

MEXT 

1953 186 ￥300 ￥120 X 103 

1958 287 300 170 

1962 380 500 230 

1966 490 500 470 

1969 585 800 750 

1971 610 1，200 750 

1973 522 1，800 1，500 

1976 560 3，000 3，500 

1977 519 3，000 3.540 

1978 553 3，000 4，230 

1979 577 4.000 4，720 

1980 535 4，000 5.700 ￥700 X 103 

1981 602 4.000 6，420 740 

1982 608 5，000 8，090 980 

1983 626 5，000 7，050 1，000 

1984 640 5.000 8，530 1，100 

1985 634 5.000 8，440 1.100 

1986 647 7，000 9，760 1.100 

1987 636 7，000 11.220 1，040 

1988 630 7，000 12，350 930 

1989 637 7，000 11.690 930 

1990 645 7.000 13，430 970 

1991 644 7，000 14.340 970 

1992 646 7，000 14.640 970 

1993 646 7，000 14，030 1，060 

1994 658 7，000 15，760 1，190 

1995 663 7，000 14，800 1，150 

1996 740 7，000 14，720 1，200 

1997 692 7.000 14，630 1，230 

1998 728 7，000 15，640 1，250 

1999 750 8，000 15，770 1.060 

2000 756 8，000 17，500 1，800 

2001 753 8.000 18，000 1.900 

Now， the publication of “Phycological R巴search"has b巴巴nfinancially 

supported by Monbusho (Monbukagakusho)， rec巴iving1，900β00 

y巴nin 2001 and 2，100.000 yen in 2002. 

4. Annual Meetings and Autumn Symposia 

1 was personally involved in the Soci巴tyat first in 1967 as a 

manager of a social gathering of the Society members participated 

in the spring m巴巴lingof the Japanese Society 01' Sci巴ntificFish巴nes

usually h巴Idin Tokyo. Al that tim巴th巴Societyhad no ind巴p巴nd巴nl

me巴tingsand only had a social gath巴ring巴veryyear in spring at th巴
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occasion of th巴Japanes巴Societyof Scientific Fisheries annual 

me巴tingand a sat巴lIiteme巴tinglike a lectur巴m巴etll1gor symposlum 

at th巴occasionof the annual meeting of th巴BotanicalSociety of 

Japan in autumn. Most of th巴m巴mb巴rsof th巴Societyhad be巴n

wishing to have an indepencl巴nlmeeting for presentation 01' th巴Ir

own scientific research results. Finally in 1977 the Soci巴tycoulcl 

have incl巴p巴ncl巴ntlyth巴 firstspring m巴巴tingat Tokyo Gakugei 

University， which was attend巴CIby about 100 members with 22 

presentations (Tabl巴6).Since then， the Society continu巴dto hold 

the me巴tll1gev巴ryyear till now， and this m巴巴tingin 2002 is th巴26th

annual meeting of th巴Soci巴ty.In 1巴C巴nty巴ars，200-250 m巴mb巴rs

att巴ndecleach annual me巴tingand 90-95 pap巴rswere pres巴nt巴din 

each meeting. 

Before 1985 the Society had a general me氾tingancl a speciaJ 1巴crure

meeting usually in autumn ev巴ryy巴aras a satellit巴m巴巴tingat the 

annual m巴巴ting01' the Botanical Society of Japan. Th巴firstautumn 

symposium was h巴IcIin Niigata in 1985 and after that th巴autumn

symposium was helcl almost ev巴ryyear as a sal巴lIit巴m巴巴tingat the 

time 01' the annual m巴巴tingof th巴BotanicalSociety of Japan. From 

1993 the autumn symposiulll has be巴nh巴Icllllostlyin Tokyo every 

year with a sp巴cialtopic ind巴p巴ndentlyor in coop巴rationwith the 

Japan Seaweed Association and/or th巴Japan巴seSoci巴tyof Marine 

Biot巴chnology

Fi巴Idl!ゆsancl/or workshops h巴IcIjust after annual m巴巴tingsof 

th巴Societytogeth巴rwith seminars h巴IcIat times have giv巴nImportant 

opportuniti巴sto the Society m巴mb巴rsto hav巴 fri巴nclly

cOlllmunications with each other as w巴11as to learn aspects of 

sp巴cifiecl topics. 

5. Anniversary Activities 

Various activities w巴recarriecl out in c巴lebratingthe 10th， 20th. 

30th ancl 40th anniversary of the Society 

The incl巴xfor Volumes 1-10 of “Sorui" was publishecl in 1963 in 

comm巴moralion01' th巴 10thanniv巴rsaryof the Soci巴ty.Th巴20th

Anniversary Comm巴morativeLectures wer巴 h巴Idat Nagoya 

University in 1972. Th巴indexfor Volum巴s11-20 was published in 

1974 in celebration 01' the 20th annivers創 Yof lhe Society. 1n 1982， 

th巴30thComm巴moratlv巴L巴cturesancl Symposiulll were h巴IcIat 

Univ巴rsityof Tsukuba. Th巴30thAnniversary Issue was published 

as No.4 of Volullle 30 of the Japanes巴JournaJof Phycology， inclucling 

recorcls of the comlll巴Illorative1巴ctures.th巴thirtyyears history of 

th巴Societyancl th巴cumulativeincl巴xfor Volum巴s1-300f “Sorui" 

(Bull巴tinof Japanese Society of Phycology ancl Japanese Journal of 

Phycology). Thus， activities of th巴Societyuntil 1981 were w巴11

SU!1l1ll訓izedin this issue. At the 40th anniv巴rsaryin 1992， no sp巴cial

programs wel巴plannecl;howev巴r，special contributions by the 

Presicl巴nt，ex-Presicl巴ntsancl young phycologists for m巴morizingthe 
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Table 4. Presidents， Editor-in-Chief， and Remarks 

President 

1952 Yamada Yukio 

1953 Y:白lladaYuk:io 

Editor-in-Chief Remarks 

Foundation of Soc 

(Oct. 11) 

Nakrunura YoshitelU Regulations of Soc 

Presid巴nttenure 2 

author(s) of the best pap巴ron th巴Japanes巴Journalof Phycology 

publish巴din a pr巴viousyear. The first prize was award巴don 30 

March 1992 to Miyuki Maegawa and Washiro Kida [Distribution 

pattern of Ecklonia cava (Pha巴ophyta)marine forest in the coast of 

Shima P巴ninsula，centlヨ1Japan. Jpn. J. Phycol. 39: 173-178.]. The 

JSP Prize (No.2) winners in 1993 were Isao lnouye， Yoshiaki Hara 

yems， elected at and Mitsuo Chihara [Further obs巴rvationson Olisthodiscus luteus 

GeneraJ Meeting. (Raphidophyc巴ae，Chromophyta): the f1ag巴Ilarapparatus 

“SonJI" (A5) 3 nos.IVol. ult:rastructUI巴 Jpn.J. Phycol. 40: 333-348.]. The JSP Prize (No.3) 
1954-55 y:加nadaYuk:io 

195ふ57y:加l1adaYuk:io 

1958-59 Yamada Yukio 

19ω61 Yrunada Yukio 

1962-63 y:副nadaYuk:io 

1964-65 Yamada Yuk:io 

1965-66 TokidaJun 

1967-68 Tokida Jun 

1969-70 HiroseHiroyuk:i 

1971-72 Hiros巴Hiroyuki

Nak<U1ll1ra Yoshitel1l 

Nakamura YoshitelU Council establish巴d

N，水創nuraYoshitel1l 

Nakamura Yoshitel1l Presid巴ntelection by 

m巴mbers

NaIく加nUJ百Yoshitel1l

Nakamul百Yoshi包ru

Ohmi Hikoei Honorary P陀sident

αlmi Hikoei 

Tsubo Yoshihir・0

Tsubo Yoshihiro 

1973-74 Nak創刊UI百Yoshiteru Tatew水iMas法泣U “SOl1li" published 

qUaJterly 

1975-76 Nisizawa Kazutosi Chihma Mitsuo 

1977-78 Nisizawa K位 utosi Kobayasi Hiromu 

FY: Jan.-Dec 

English papers accepted; 

85白umVol.26 (Jap. J 

Phycol.) 

was award巴din 1994 to Kazuhiro Kogame and Hiroshi Kawai 

[Morphology and life history of Petalonia zosterifolω(Reinke) O. 

Kuntz巴(Scytosiphonales，Phaeophyceae) from Japan. Jpn.1. Phycol 

41:29-37.] 

Due to th巴S巴parat巴publicationsof “Phycological R巴s巴arch"and 

“Soruiド"(Japan巴s巴Journalof Phycology)， the JSP Priz巴was

r印巴con凶山s幻iほde引I巴ddu山Jn川l

m巴mb巴r(s)of the Soci巴ty，of the best article on“Phycological 

R巴search"or“Sorui" published in a pl右VIOUSY巴ar.ln 1998， the JSP 

Article Prize (No.l) was awarded to Shigeo Kawaguchi [Taxonomic 

notes on the Halymeniac巴ae(Gigartinales， Rhodophyta) from Japan 

1II. Synonymization 01' Pachymeniopsis Yamada in Kawabata with 

Grateloupia C. Agardh. Phycol. Res. 45: 9-12.] and the JSP Article 

Prize (No.2) to Dieter G. Muller [New memb巴rsof a group of DNA 

viruses infecting brown algae. Phycol. Res. 45: 85-90.]. Th巴JSP
1979-80 Kurogi Mun巴nao Yoshida Tadao Financial sUppol1 frol11 Arlicle Prize (No.3) winn巴rsin 1999 were Chikako Nagasato， Taizo 

MESC 

1981-82 Chih加aMitsuo Hori 1i巴nunitsu

1983-84 IW1U110to Kozo Millra Akio 

1985-86 Chih加百Mi岱uo Kobayasi Hiromu 

1987-88 Ul11ezak:i Isamll TSllbo Yoshihiro 

1989-90 Kobayasi出rOl11u AlUga YlIsho 

1991-92 Aruga Yusho Shihira-lshikawa lkuko 

1993-94 AlUga Yusho Shihira-l.shikawa IkulくO

1995-96 Yoshida Taclao lnouy巴Isao Jpn.J.Phycol. & Phycol. 

1997-98 Shihira-lshikawa lkukoHoriguchi 11心(eo

1999-∞Hori TenJlnitsu 

2∞1・02HmaYoshi出

Horiguchi 11水eo

1111laka Jiro 

Tanaka Jiro 

Phycological Res巴血dl Editor-in一Chief

1995-1998 Kawai Hiroshi (VoI.43-47) 

1999-2∞2 Motol11ura Taizo (ぬ1.48-50)

Res. 

Motomura and T，巴runobuIchil11ura [Selective disapp巴aranc巴of

l11aternal c巴口白iol巴safter fertiLization in th巴anisogal11ousbrown alga 

Cutleria cylindrica (Cutleriales， Phaeophyceae): Paternal inheritance 

of centrioles is univ巴rsalin the brown algae. Phycol. Res. 46・191-

198.]. Th巴JSPArticle Prize (No.4) winn巴rsin 2000 wel巴Tsuyoshi

Abe， Michio Masuda， 1i巴ruakiSuzukサandMjnoru Suzuki [Chemical 

races in th巴I巴dalga Laurencia nipponica (Rhodomelaceae， 

Ceramial巴s).Phycol. Res. 47: 87-95.]. The JSP Article Priz巴(No.S)

was awarded in 2001 to Xing-Hong Yan and Yusho Aruga [Gen巴tic

analysis of artificial pigmentation l11utants in Porphyra yezoensis 

U巴cla(Bangiales， Rhodophyta). Phycol. Res. 48: 177-187.] 

7. Cooperation with and Contribution to International 

Societies 

The 7th lnt巴rnationalSeaweed Symposium was held in Sapporo， 

8-12 August 1971， largely owing to the active coop巴rationof th巴

mem bers of the Soci巴ty.At the J5th International Botanical Congress 

past and for future expectations were published on No.4 of Volum巴 in Yokohama， 1993， a numb巴rof members of出巴Societycontribut巴d

400fth巴Japanes巴Journalof Phycology. veryactiv巴Iyto the congl巴ssin their resp巴ctiv巴res巴archfi巴Ids.

The Society cooperated with th巴KoreanPhycological Soci巴ty10 

6. The Japanese Society of Phycology Prize hold th巴FirstKore，トJapanSymposium on Phycology in Seoul， KOI巴a，
Th巴JapaneseSociety of Phycology Prize (JSP Prize) was in 1989. Succ巴ssof the Symposium was larg巴Iydue to the kind 

founded on th巴basisof the Yamada Fund in 1.99 J for awru'ding the planning and arrangement of Professor In Kyu L巴巴， Seoul National 



Table 5“Sorui" and “Phycological Research" 

1952 Foundation of the Society 

1953 “Sorui" (BlIllelin of Japanese Soci巴tyof Phycology) 

Vol. 1 (nos.I-3) A5 

1973 Vol.21 (nos.I-4) A5 

1978 “Japanese Journal 01' Phycology" (Sorui) 

Vol.26 (nos.I-4) B5 

1995 “Phycological Res巴arch"

Vol.43 (nos.I-4) A4 

“Sorui" (1 apanes巴JOllrnalof Phycology) 

Vol.43 (nos.I-3) B5 

2002 "Sorui" (Japanes巴Journalof Phycology) 

Vol.50 (nos.I-3) A4 

University. The Second Japan-Korea Symposiull1 on Phycology was 

held at University ofTsukuba in 1991 in cooperation with the Korean 

Society ofPhycology. Thes巴twosymposJa w巴lちthebasis of holding 

the Asia-Pacific Phycology Forull1 in Seoul， Korea， in 1993， which 

was finally directed to巴stablishthe Asian Pacific Phycological 

Association (APPA) for holding the Asian Pacific Phycological 

Forum (APPF)巴verythree years， starting from the first forull1 

successfu 11 Y h巴Idin Sydn巴y，Australia， 1996， by the Iand aITang巴ment

ofDr. Rob巴rt1. King， Univel・sityof New South ¥νales. The second 

forum was also successfully held in Hong Kong， China， 1999， by 

th巴generousan.angell1ent of Dr. Put O. Ang， JI¥Chinese University 

of Hong Kong， and now we hav巴th巴thirdforum here in Tsukuba. 

We had an international syll1posium“Phycology toward the 21 st 

Century" in Yamagata in June last year (2001) with success by the 

kind arrang巴mentof Dr. Yoshiaki Hara of Yamagata University 

M巴Il1bersof the Society have contributed ll1uch actively to 

international me巴tingssuch as [nternatIonal Seaw巴巴dSymposium 

(ISS)， Int巴rnationalPhycological Congr巴ss(IPC)， International 

Marine Biotechnology Confer巴nc巴(IMBC)，and Asian Pacific 

Phycological Forum (APPF) of the Int巴rnationalSeaw巴巴d

Association， lnternational Phycological Soci巴ty，International Marin巴

Biotechnology Association and Asian Pacific Phycological 

AssociatIon， r巴sp巴ctiv巴ly.

A lot of sci巴ntific papers present巴dby th巴Soci巴tymembers in 

international meetings such as ISS， IPC， IMBC and APPF were 

published on r巴spectiveProc巴edingsor international journals. Such 

int巴rnationalcontributions by the Society m巴mbersare consider巴d

to be increasing in 1巴centyears in addition to th巴 increaseof 

contributions to the journal“Phycological Research" publish巴dby 

the Society 

8. Other Activities to be Recorded 

Starting from 1890s， phycological res巴archin Japan was carried 
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out and directed by such scientists as Dr. Kintoro Okamura， Dr. Kingo 

Miyat】巴andDr. Kichisaburo YI巴ndoduring dl巴late19th century and 

th巴early20th century. In addition，巴arlier development of phycology 

in Japan also owed much to Dr. Yulao Yamada， the First Pr巴sidentof 

the Society， Dr. Jun Tolada， the Second President of the Society， and 

Illany other pione巴rphycologists. It can be said that activities of th巴

Japanese Soci巴tyof Phycology have b巴巴nbased on th巴Ir巴arlier

activiti巴sof n巴arly100 years. It is alr巴ady50 Y巴arssince the 

establishll1巴ntof the Soci巴1)人 Itshould b巴III巴ntionedhere only th巴

famous books “NippOli Kaisoshi (Japan巴seAlgae)" (1936) and 

“Nippon Sorui Zufu (Icones of Japan巴s巴Alga巴)，Volト7"(1907-42) 

elaborated by Dr. K. Okalllura and th巴 textbook“Kaisan

Shokubutsugaku (Marin巴Botany)"(1911) by Dr. K. Yendo as 

representative books of phycology written by Japanese phycologists 

In巴arli巴rstages of the d巴V巴lopm巴口tof phycology in Japan 

Therl巴hav巴b巴巴na lot of phycological books wntten by dl巴Society

melllbers， even though to our regr巴tthey wer巴almostall published 

in Japanese. Publications of phycological books in rec巴nty巴arsIII 

Tabl巴6.Anual M巴elingsof JSP 

M巴巴tmgs Venlles (Chainnan 2) 

1 51 (1977) Tokyo Gakugei Univ. (H. Kobayasi) 97 22 

2 nd (1978) Tokyo GaJ叩g巴iUniv. (H. Kobayasi) 110 25 

3 rcl (1979) Tokyo Univ. of Fish巴ries(M. Katada) 127 35 

4 th (1980) Tokyo Univ. of Fisheries (M. Katada) 122 41 

5 lh (1981) Univ. ofTsukuba (K. Nisizawa) 125 49 

6 th (1982) Univ. ofTsllkuba & 30th Ann. L巴Cl.
(T. Yal1lagishi) 125 55 

7 Ih (1983) Muroran Prince HOlel (Y. Sakai) 111 54 

8 th (1984) Tokyo Gakllgei Univ. (H. Kasaki) 133 53 

9 th (1985) Tokyo Gakllgei Univ. (H. Kobayasi) 130 52 

10th (1986) Univ.ofTsulくuba(H. Fukushil1la) 146 58 

11th (1987) Kyolo Univ. RakllYu Kaikan (Y. TSllbo) 120 49 

121h (1988) Mie Univ. (H. Iwasaki) 117 54 

131h (1989) J apan WOl1len' s College of Phys. Educ 153 50 

(H. FlIkushil1la) 

14th (1990) Kobe Univ. (Y. Tsubo) 132 55 

15th (1991) Univ. ofRyukYlls (S. Kal1lura) 133 72 

161h (1992) Tokyo Univ. 01' Fisheries (A. Miura) 133 57 

17th (1993) Tokai Univ. Fac. Mar. Sci. (N. Yal1lacla) 131 60 

18th (1994) Toyal1la Pref. Citizen Hall (1. Hamada) 164 63 

191h (1995) Kochi Casll巴Hall(M. Ohno) 151 72 

20th (1996) Toho Univ. Fac. Sci. (M. Yoshizaki) 250 90 

21st (1997) Hiroshima Univ. Fac. Sci. (T. Nakano) 178 75 

22ncl (1998) Shimocla TokYll Hotel (Y. Yokohama) 222 85 

23rd (1999) Yal1lagata Univ. (E. T泊<ahashi) 191 82 

24th (2000) Nagasaki Univ. BlInkyo Campus (T. Yotsui) 207 95 

25th (2001) Nippon Dental Univ. (S. Komiya) 254 75 

26th (2002) Nat. Insl. Adv. Indllsl. Sci. & Technol. 

(M. Watanab巴)
1 ) No. of participants， 2) No. of p'民entatlOns
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Japan to b巴especiallymentioned h巴I巴加古3volumes of“An I1lustrated 

Atlas ofth巴LifeHistory of Alga巴"(1993-94) edited by Dr. T，巴1・umitsu

Hori， a textbook “Biology of Algal Diversity" (1997)巴ditedby Dr. 

Mitsuo Chihara， and “MarineAlga巴ofJapan" (1998) written by Or 

Tadao Yoshicla which is a complet巴l巴visionof“Nippon Kaisoshi" 

(1936) by Dr. K. Okamura. 

Another important contribution that 1 believe to be m巴ntion巴dis 

th巴pressedalgal c1esigns， th巴so-called“Algal Art" 01“Seawe巴c1Art'¥

c1evelopecl by 01¥Yasutsugu Yokohama， Professor Em巴ritusof 

University of Tsukuba. lt is back to arouncl 1979， mOl・巴than 23 

years ago， when Dr. Y. Yokohama startecl to make artistic pressed 

seaw巴edherbarium specim巴nsincluding framecl sp巴cim巴ns.Sinc巴

then， he has worked togeth巴rwith Ms Michiyo Nocla， an exc巴Ilent

collaborative graphic designer， to c1evelop furth巴rmoreth巴“Pressecl

Algal D巴signs"or algal加t.They appliecl their pressed algal c1esigns 

to th巴phycologicaI，ecological and environm巴ntaleducation fOl 

common people， especially for yOllng p巴opleincluding school 

chilcll叩 inaclclition to publiciz巴enjoymentancl importance of 

seaweeds in increasing the awaren巴ssofs巴aweeclsto general citizens 

to unclerstand the importance of seaw巴巴c1sin environm巴ntalissues. 

During the fifty years (half a century) of the Society， 1 believe 

that we have actually cooperatecl with each other among the Society 

members as well as with phycologists in other parts ofthe world ancl 

learnt much about the progl巴ssof phycology in th巴world.1 would 

say that most of th巴phycologistsactiv巴nowin Japan are 3rcl or 4th 

generations as seen from the time ofDr. Kintaro Okamura. They，or 

you， have activ巴Iy巴xpand巴CIth巴ir/yourres巴創ch日巴Idsin phycology. 

[ beli巴vethat the succession of phycological knowleclge ancl further 

c1evelopment 01' phycology especially by young phycologists are 

strongly expect巴c1.
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The Marine Algal Research in Korea 

-Past， Present and Future in Relation to J apan and Asian Pacific -

In Kyu Lee 

(Prof. Em巴ritus，School of Biological Sciences， S巴olllNational Univ巴rsity，S巴oul15ト742，Korea) 

Abstract 

So far on taxonomy and ecology， the phycological research巴son 

mann巴alga巴ofKoreahave a history over a hundred y巴ars.However， 

actual academic activities by Koreans can be said to have been only 

some thirty y巴arsor so. During the time about 1，200 papers have 

b巴巴npublish巴dby mOI巴than50 Ph.Ds and ca. 300 graduat巴students

and r巴searchfellows. About 820 taxa of marine algae from South 

Korea w巴l巴clllTentlylisted up. Ecological stlldi巴sw巴reb巴gunSIl1C巴

1970. The res巴archtr巴ndsal巴fromsimple floristic stlldies in the 

1970's to broad analyses of community structures adopting various 

advanced ecological t巴chniques.Phylogentic and taxonomic stlldies 

are initiated mostly by Ph.D. theses starting from morphotaxonomy 

and life history to moleClllar phylogen巴tics.Even thOllgh th巴floristic

and distriblltional aspects of KOI巴anmarine algae ar巴mllchsimilal 

to Japan， its species compositions ar巴V巴ryunlqlle， occllrnng many 

巴nd巴mictaxa to study further. Stlldi巴son Korean marine algae al巴

so much ind巴bt巴dto Japanese phycological progress. Th巴brilliant

jllbilee of Japanese Society of Phycology demonstrates llS how the 

pioneer spirit and enthusiasm for acad巴micachi巴V巴mentby so many 

famolls frontier phycologists in the last centllry was frllitflll. Se巴ing

this achievement， we also have a dream for our young巴rphycologists 

to creat巴anew phycological paradigm of Asian-Pacific in this 21th 

century. 

I ntrod uction 

Th巴phycologicalres巴archon marine alga巴ofKorea has the history 

over a hllndred years. However， actual acad巴mlcactl、titiesby Koreans 
can be estimat巴dto start since 1966 when the pap巴r'On the 

g巴ographicdistribution of marin巴alga巴inKorea' was pllblish巴dby 

Prof. Kang， Jae Won and after 20 y巴arson going to organize the 

Korean Phycological Society in 1986. The first pap巴rd巴alingwith 

the Korean marine algae was pllblished in 1892 by Dr. Okamura， 

Kintaro， the fOllnder of Japanese phycology. How巴V巴1・，1.Agardh 

(1889) previously reported a n巴wspecies， S8/苫且sSlImcoreanllm， 

mentioning its locality as 'ad oras Coreaピ.Thus we can pl巴sllm巴

this n巴wspecies wOllld com巴fromth巴Koreancoast， althollgh h巴

did not mention the locality in d巴tail

Th巴paperby Okamura( 1892) was 'Th巴mann巴alga巴ofFllsanho，

Chosen' with 17 species coll巴ctedfrom Pllsan. A gradllate stlld巴nt

of Tokyo Imp巴rialUniversity， Y. Kan巴dacollected th巴sesamples 

on the way of geological fi巴Idtrip from Tokyo to Wonsan， staying 

one day at Pllsan. Th巴reafterllntil 1945 only a few Japanese and 

European phycologists have pllblished papers d巴alingwith th巴

Korean marine algae (Okamura 1913‘1914， 1915a，b，c， 1917; Cotton 

1906; Grllbb 1932; Yamamoto and Kawamoto 1942) 

Especially Dr. Okamura visit巴dKol巴atwic巴in191 I and 1912 to 

see the POlphyra farming on the sOllthern to west巴rncoast， and th巴n

r巴portedth巴characteristics01' KOI巴anflora in 1913， mentioning its 

similarity to the flora of Japan. Ul his masterpiece 'Nippon Kaisoshi 

(1936)' he cit巴dlots of Korean localities in geographic distribution， 

some of which wel巴confiJTn巴dthrollgh these fi巴ldtrips. B巴callseof 

this notice that Korean flora was v巴rysimilar to Japan， many Japan巴s巴

phycologists felt no attraction to stlldy the Kor巴anflora. That was 

one of th巴 i巴asonswhy th巴KOI巴anmann巴alga巴wel巴notop巴ned

earli巴r(Prof. Yalηada， Yukio， p巴rs.comm.). 

The first paper pllblished by Korean was 'A cataloglle ofthe marine 

algae from Pusan' by 1. Rho(1954). H巴(1958)巴xt巴ndedthis work to 

'A preliminary sllrvey of the marine algae of Korea' as a M.S. thesis 

atDlllくeUniversity， listing up 19 forms， 7 varieties and 300 species 

with th巴irgeographical distriblltion. However， his paper inclllded 

many巴rrorsand cOllld not b巴refen巴dfurther. After this， a milestone 

work by Prof. Kang(1966) of Pllsan Fish巴n巴sUniversity was 

pllblishecl as a thesis for Ph.D. at S巴olllNational University (SNU). 

He clescribed all th巴taxareport巴clllntil then as well as his own 

collections for more than 10 years， citing th巴irlocalities， and divid巴d

Kor巴ancoasts into 5 s巴ctionsaccorcling to th巴 hydrographical

characteristics 

On the oth巴rhand， coming back from Hokkaido Univ巴rsityJ. Lee 

and his students began to stlldy taxonomy and ecology of benthic 

marine alga巴，and pllblish巴clmany papers sinc巴1970to support two 

m加nschools of marine algal stuclies， Pllsan Fish巴riesUniversity (= 

Bukyung National University) and Seoul National University. 

Ther巴fore，a real academic history of th巴stlldieson benthic marin巴

algae in Kor巴acan b巴saidso young as to be only some thirty years 

or so. During the tim巴morethan 1，200 pap巴rsw巴republishecl on 

this日巴ldby ca. 50 doctorates and 300 gracluate students and research 

fellows 

Floristic Studies 

In floristic studies， Okamura(1892) firstly list巴clllp17sp巴cies，

I I recls， 3 browns， and 3 gl巴巴ns，and mention巴dthat a few Sargassums 

could not identify clue to fragmenrary collections. The second pap巴r
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was by Cotton( 1906) on 'Marin巴algaefrolll COI巴a'.He list巴d26 

taxa frolll Wonsan and Pusan， including two new species， Ceramium 

hamatum and Dllmontia simplex. The fonner however was identified 

as Campylaephora hypnaeoides. He wrote this pap巴rwilh the 

specilllens coll巴ctedby Wakefield and by Hooker depositecl in Kew 

H巴rbariulll

Okalllura(1913) listecl 102 taxa in total， 8 green， 30 brown， 63 

red， and 1 blue green algae， introclucing a new species Ecklolua 

stolonifel司frolllPusan. He inclucled his pl右viouslist as well as Cotton 

(1906)， ancl all the other collections by K. Killlura in 1900， Y. 

Wakitani In1911 and Y. Seki in 1912. Aft巴rthat Okamura(l915a，b，c， 

1917) enulllerated again 172 taxa ancl reviewecl the characteristic of 

KOI回 nflora that the eastern ancl southern coasts w巴reIlluch silllilm 

in geographic clistribution to Pacific Japan and also the Japan Sea 

coast of Honshu repres巴ntecllllostlyby telllperate and sOllle sub 

boreal but no real boreal taxa in Korea. Grubb( 1932) mentionecl 31 

species of Kor巴analgae， inclucling the list by Cotton(1906)， ancl 

cliviclecl the Korean coasts into the巴astern(Dulllan-river to Wonsan)， 

the巴ast-south巴rn(Wonsan to Pusan)， ancl th巴west巴rn(Pusan to 

Kunsan) coasts 

Okalllura(1936) in 'Nippon Kaisoshi' list巴clKorean localiti巴SfOI

a total 164 taxa of Illarine algae， 12 green， 46 brown， 105 red， ancl I 

blue-green algae. After this only one paper by Yalllallloto ancl 

Kawallloto(1942) listing 158 taxa was publishecl before 1945. 

As Illentioned lhe first paper by the Korean was by J. Rho(1954) 

The salll巴year，1. Kang ancl B.D. Le巴repoはed'A check list ofKorean 

Illarine algae' as an oral presentation at the annuallll巴巴tingof Korean 

Biological Society. Ancl then， J. Kang( 1956， 1958) report巴d

'Unr巴cordecllllarin巴algaein Korea 1 ancl II'， aclcling taxonolllic notes 

on thelll for the first tilll巴.H巴(1960)publishecl SUIllIll巴ralgal f10ra of 

Cheju Islancl， inclucling 13 unrecorcled taxa， ancl in 1962 gave thelll 

th巴KOI巴annallles， listing up 303 taxa. 

Two Japanese phycologisls， Okallloto(l963， 1964) ancl Nocla 

(1966) publishecl a checkJist ancl flora respectiv巴Iy.Th巴forlllerwas 

a list by Azullla's collection cluring 1924-45 to inclucl巴31taxa， while 

lhe latter was clealing with 182 Kor巴antaxa ancl Chines巴flora

collect巴dcluring 1935-43. Nocla clescrib巴cla new species Pelvetia 

minor， forlllerly known as P. wrightii f. japonica. However， it was 

nallled alreacly as P. siliquosa by Tseng ancl Chang(1953). 

J. Kang's Illilestone work (1966) was publishecl uncler such a 

historical backgrouncl. His list includes a total 414 taxa， II blue 

greens， 61 greens， 95 browns， ancl 247 reds. His clivision of KOI巴an

coasts into 5 sections was (1) th巴North-EastCoast， frolll uppel 

eastern down to Wonsan， (2) the South-Ea 

Following this work， J. Kang ancl C. Park(l969) reportecl the 

sUllllller algal flora of Dockdo Islancl with 50 taxa， ancll. Le巴(1973)

publish巴cla flora of Baekryeongclo Islancl on the Illid-western coast， 

aclcling taxonolllic notes on 77 taxa. SOllle relllarkable papers clealing 

with the flora wer巴publishecllateron， e.g.， of K wang-Yang Bay on 

th巴southerncoast (1 し巴巴anclY.H. Killl 1977)， Dockj巴okdoIslancl 

on the w巴sterncoast (1. Le巴1980)，Kyeonggi Bay on the western 

coast (H.B. Lee ancl I. Lee 1981)， etc. Th巴seare the floristic papers 

invesligaled for four seasons lhrough lh巴yearancl acldecl lots 01 

unrecorclecl taxa to Korean waters. Many other floristic works wel巴

how巴verIllostly investigatecl cluring sUllllller season in connection 

to fielcl surv巴ysfor natural conservation activities (1 し巴巴加lclS. Yoo 

1978; S. Yoo and I. Lee 1979; J. Kang ancl C.W. Lee 1979; J. Kang 

巴tal. 1980， 1981; I. Lee and S. Boo 1981， 1982， 1984， 1988; I. Le巴

and H.B. Lee 1982; 1. L巴eet al. 1983， 1986a，b， 1987; H.B. Lee ancl 

Y. Oh 1986; Y.H. Killl et al. 1996，巴tc)，or silllply for flora stuclies 

(S. Boo 1987; B. Oh ancl H.B. Lee 1989， etc.). Through th巴s巴刊onstlc

stuclies lhe first new genus， GloeophycllS koreanllm by 1. L巴eand S 

Yoo(l979)， was founcl frolll Gyeogryeolbi-Islands on the western 

coast of Korea. SOllle intensive floristic stuclies or reviews on the 

flora 01' the east巴rncoast were carriecl out (1. W. L巴巴 anclH.B. L巴巴

1997; I. Lee ancl Y.H. Killl 1999， etc.). T. Cho ancl S. Boo( I 998a，b，c) 

published the f10ra of Oeyonclo Islancl on the western coasts giving 

a clelailecl relllarkabl巴 Illorphologicaldescription of lh巴sp巴cies

On the oth巴rhand， 1. Le巴(1972)reported unrecorcl巴cllllarinealgae 

with description. Such pap巴rson unrecorcled taxa to Korean waters 

have been continuecl (C. Sohn ancl J. Kang 1980; C. Song ancl C. 

Sohn 1983; I. L巴巴巴tal. 1988， 1989; Y.P. Lee ancl 1. Lee 1988， Y.P 

Lee ancl S. Yoon 1996， etc.). By these efforts th巴benthicIllarin巴

algae of South Kor巴awere unclerstoocl sOlllewhat broaclly. 1. L巴巴

and J. Kang( 1986) listeclup all these laxa known up to th巴nas 620 in 

total， 48 blue-gl巴巴ns，81 gre巴ns，135 browns， and 356 recls in the 

first volullle of the Korean Journal of Phycology， giving the revisecl 

Korean nallle to all of thelll. 1n this year Y.P. L巴巴andS. Kang(2002) 

publishecl a catalogue ofKoreaIllllarine alga巴(excluclingblue-greens) 

as a book enulllerating 753 taxa in total， 98 greens， 166 browns， ancl 

489 reds， ancl S. Yoo(2002) listed a total 67 taxa of blue-gl 

Ecological Studies 

The ecological studi巴son benthic Illarine alga巴inKorea were 

first att巴Illptedby S. Song et a1.(1970). They adoptecl quaclrat Illelhocl 

by Saito and Atobe( 1970) 10 analys巴th巴algalvegetation in int巴rtidal

zone and interpretecl the result according to Taniguti( 1961). This 

becalll巴astanclard Illethod for ecological stuclies in Korea later on. 

For instance， K.W. Lee(1973) inv巴stigateclalgal vegetation of 



Dongbaelくsum，Pusan and reported that about 77 species (66%) 

among 116 investigated were luxuriant during September， whiJe all 

these taxa wel巴prosperousduring January and May， showing Hizikia 

filsiformis -Ishige pkamllrae association in shelter巴dplace， ancl 

GJoiopeJtis fllrcata -MyeJophyclls caespitoslls -Hizikia fllsiformis 

-Eisenia bicycJis association in open area facing wave action. C. 

Sohn(l975) analysed th巴vegetationon southern coast by the sal1le 

m巴thodand l1lentioned that th巴ywere MyeJophyclls alliance 

including Gigartina intermedia -Salgassllm sagamianlll17 association. 

Phenological survey through the y巴arwas first investigated in 

K wang-Yang Bay of the southern coast by 1. Lee et al.( 1975). They 

reportecl that the r巴pl巴sentativedOl1linant species was Sargassllm 

tJllInbergii in January， Chondria CI百ssicalllisin March， UJva pertusa 

in May to July， U. pertusa and Gigartina intermedia in Sept巴I1lb巴r，

and GeJidium pllsiJJum in Novel1lber， while the algal vegetation 

estimated by dry weight was most prosperous in May and poorer in 

July. 

Y.P. Lee and 1. Lee( 1976，1982) analys巴dthecov巴rage，frequency， 

clominanc巴andspecies consolation diagram bas巴don chi-square 

value of th巴 vegetationin Cheju Island through the year， and 

l1lention巴dthat th巴ywel巴charact巴rizedby Jshige okamllrae， Hizikia 

fllsiformis， Sargassum thunbel玄ii，and CauJacanthus okamllrae in 

the upper， UJva pertusa， CoralJina piJuJifera and CoJpomenia sinllosa 

in th巴middle，and Salgassum hemiphyllllm in the lower tidal zone， 

resp巴ctively.The algal v巴getationof Cheju Islancl was reinvestigated 

by S. Park( 1992) for Ph.D. thesis， and m巴ntionedthat UJva perwsa， 

CoJpomenia sinuosa， Hizikia fllSiformis， and CoraJJiml piJlIlifera w巴re

the most dominant group i.n int巴rtidalzone through the year. 

S. Yoo and 1. L巴巴(1980)summarized the character of summ巴r

algal v巴getationon the south巴rncoast of Korea， using SOr巴nsen's

similarity index for 14 algal communities reported previously， and 

concluded that it was distinguished by MyeJophycus simpJex alliance， 

which were divided into Ishige okamllrae -1. sinicoJa association on 

the western coast part， and CoJpomenia sinuosa -EckJonia cava 

association on mid-to eastern coast part. S. Yoo( 1982)， the first 

Ph.D. in phycology at SNU， analysed the l1larine ecosystel1l of 
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according to th巴 localiti巴snot by the s巴asonalitybut by the 

environl1lental charact巴risticssuch as light， tel1lperature， etc. This 

was the first act:ual ecological paper dealing with the intertidal benthic 

algae in Korea. 

The subtidal vegetation of b巴nthicl1larine alga巴 wasfirst 

II1vestlgat巴dby C. Sohn et al.( 1982， 1983)， adopting association 

analysis of the speci巴s.According to th巴mat Dolsando Island on the 

south巴rncoast， the int巴rtidalvegetation was characterized by 

Smgassllm dlllnbelgii， UJva peバusa，Hizikia fllsifomlis and Chondria 

CI百ssicauJisin the upper， and S. thunbergii， Leathesia difformis， 

PoJysiphonia urceoJata and Melobesioicleae i.n the low巴rzone， while 

the subtidal zone was charact巴nz巴dby U. perlllsa， Codium fragiJe， 

C. crassicauJis and Gigartina teneJJa in the upper， Myagropsis 

myaglひidesand Sargassum tortile in the middle， and Sargassllm 

sagamianllm， Undaria pinnatiηda， S. thunbergii and Gelidium 

divaricatum in the lower zone. According to cluster analysis by 

similarity indices， the algal vegetation in Korea can be divided into 

inner and outer bay groups， repr巴sentingth巴 at巴aby CoJpomenia 

sinllosa -EckJonia cava association subordinated byル1yeJophyclls

simpJex alliance. C. Sohn( 1987) charact巴rizingKorean benthic algal 

cOl1ll1lunities in his Ph.D. th巴SISm巴ntionedthat al1long 447 species 

encountering cOl1ll1lonly on th巴 Kor巴ancoasts the most popular 

sp巴cieswere Gymnogongrus flabelliformis (97.1 %)， Entelび170rpha

compressa (94.3%)， GJoiopeltis furcata (94.2%)， U1va perlllsa (91.4 

%)， Codium fi"agiJe (91.4 %)， and CarpopeJtis affinis (91.4%)， 

wh巴reasth巴algalcommunities could be classified into GeJidillm 

divaricalllm -CoraJJina piJlIJifera association， GJoiopeJtis fllrcata 

Chondria crassicaulis association， Scytosiphon Jomentaria -

PoJysiphonia morrowii association， and Ishige sinicoJa -Hizikia 

fllsiformis association suborclinated by UJva perlllsa alliance among 

different localities. He introduced the functional group concept for 

the first time in Korea 

Such ecological studi巴swer巴followedby some investigators for 

th巴げPh.D.theses. J.W. Le巴(1991)d巴alt with the community structure 

and th巴geographicdistribution of intertidal zone on th巴巴asterncoast 

by importance value， biol1lass， and Rhodophyta/Phaeophyta ratio 

S. Park( 1992) analys巴dalgal veget 
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Lee et al. 1985). 

C.W. Lee and J. Kang( 1977) first published an aut巴cologicalpap巴l

on Myagropsis 1l7yagroides n巴arPusan， and then C. Koh and N. Sung 

(1983) and C. Koh(1983) dealing with population of Sargass1l1l7 

cOnfllS1l1l7 from Juckdo 1sland of the east巴rncoast. Th巴latters

investigated phenology and productivity of this alga through the y巴ar，

and concludecl that it showecl an annuallife cycle， giving a maximull1 

weight in May， a maximum length and biomass in June， ancl a fertility 

from June to August， so that it began to grow at 15
0

C， becal1le 

maxil1lul1l at 15-18'C， ancl c1ecreasecl at 23-24 'C. C. Koh et al.( 1989) 

巴xt巴ncleclsuch stuclies Illentioning the algal zonation and seasonality 

in subticlal area of Ohori on the巴asterncoast. 

Aclopting COIl巴spondenceanalysis， Y. Park and Y.H. Kim( 1990) 

investigated phytogeographical characteristic of marin巴alga巴onthe 

west巴rncoast， and concluclecl that th巴distributionof marine algae 

was c1ividecl into coastal zone ancl outer islancls， as w巴11as upp巴r，

middle ancllow巴rzones accorcling to the latitucle. K. Nam et al.( 1996) 

investigat巴CIalgal community in Youngil Bay of the east巴rncoast 

by 1 ine trans巴ctmethod ancl concluclecl that the seasonality of the 

vertical distribution was aff巴cteclprilllarily by water temperature and 

ticlal level as well as light intensity. 

Y目H.Kim ancl l. Le巴(1986)，ancl Y.H. Kim(l987) studied algal 

succession for th巴firsttime. Th巴yusecl artificial substrata at intake 

ancl c1ischarge canals of the power plant to examin巴th巴colonization

and succession of Illarine benthic algae for years. This was continued 

at 1nch巴onartificial c10ck on the west巴rncoast to observe 

recolonization of the benthic algal cOl1lmunity after disturbanc巴by

water polllltion (1. Yoo et al. 1991)， ancl on strllctllre and sllccession 

of algal cOlllmllnity at artificial slIbstrata in intertidal zone of Chejll 

1slancl (C.J. Killl 1998). Since 1990 s巴veralpapers dealing with 

succession on perlllanent qllaclral were also publish巴d(Y.H. Kim et 

al. 1992; Y.H. Killl and J. Yoo 1994; Y.H. Kim 1994; Y.H Kim and 

S.Parlく1997).Alllong them Y.H. Kim and 1. Yoo(1994) investigatecl 

algal sllccession for 3 years to plac巴pelmanentqllaclrat at S81gasSU1l7 

thunbelgii dominant area， ancl founcl that th巴algareappearecl in 6 

months at int巴rticlalzone，創lclin 2 years at subticlal zon巴.

Lastly， the veg巴tationanalyses of benthic marine algae neaI 

therlllal effl u巴ntsof large 

of vegetative thallus of Entero1l70lpha sp巴CI巴s.

Recently， J.H. Kim from University of British Colllmbia 

established a phycological fal1lily at SlIngkyllngkwan Univ巴Ilsty

since 1997， ancl vigorollsly opening a new fielcl on communily 

ecology. 

By sllch efforts， the Illain res巴archtr巴nclsin ecology of the b巴nthic

marine algae in Kor巴acan be sUlllmarizecl as ones from sill1ple 

floristic stllclies in th巴 1970'sto broaclen analyses of commllnily 

structure aclopting various advancecl巴cologicaltechniques， so thal 

the temporal and spatial distribution， and qualitativ巴andquantitative 

analyses of the structure of benthic algal cOlllmunities alllong th巴

巴astern，w巴st巴rn，southern， ancl Cheju Islancl coasts are uncleI 

clarification. 

Phylogenetic and Taxonomic Studies 

Aft巴rthe descriptions of new speci巴sby 1. Agarclh( 1889)， Cotton 

(1906) and Okalllllra(1913)， a monographic study on th巴

Prolofloricl巴a巴incluclingthe Korean b巴nthicmarin巴algaewas caITied 

out by Uecla( 1932). He described 9 Porphyra taxa from Korea 

inclucling a new speci巴s，P. crassa froll1 Ky巴onggiBay of the western 

coast ancl a n巴wform P. yezoense f. coreana from K wangwonclo 

Provinc巴ofthe巴ast巴rncoast. These were only publications b巴fore

1945. 

The 1'irst phylogenetic paper by Kor巴answas a ch巴motaxonomic 

stucly by M.J. Lee et al.( 1961) to analyse amino acicls 01' benthic 

brown algae on phylogenetic point of vi巴w.They( 1 962a，b) continued 

this work on 1巴dancl gr巴巴nalgae， and one of t出h巴allt山hoαr‘丸 S.Hong 

(1964) summarizecl the works in his Ph.D. thesis. The 

morphotaxonomic paper was first publishecl by I. Lee( 1969) on a 

phylogen巴tIC1巴lationshipamong male organs of Rhoclym巴niales，

and by J. Kang(1970) on 5 taxa of cultivatecl POlphyra. 

Monographic stucli巴son specitic taxa were carriecl out mostl y fOI 

M.S. or Ph.O. theses at S巴oulNational University and Pusan Fisheri巴S

Univ巴rsity.The first M.S. pap巴rwas on the g巴nusElachista by Y.P 

Lee( 1974)， which was r巴VIS巴CIrec巴ntlyby him(2000)， and then 

Fucales (S. Yoo 1975) revisecl later by 1. Lee ancl S. Yoo( 1992)， 

CodiU1l7 of Ch吋uIslancl (Y. Oh 1983) revis巴CIby Y. Oh et al. (1987)， 

Lallrencia (K. Nam and J. Kang 1984)， SY1l7phyocladia (0. Choi 

1986)， Gloiopeltis (B. Oh 1990)， Hypoglossu1l7 (1. Oak 1992)， 

Chondria of Cheju Island (M.R. Kim， 1992)， Dictyoω(S. Yoon 1994)， 

COl司/Jina(1.H. Kim 1994)， Cha1l7pia (M. Park and 1. Lee 1998)， 

Ishige (E. Lee 1998)， Ge/idiu1l7 of Ch巴:juIslancl (B.S. Kim 2001)， 

etc. 

Th巴 monographicstuclies for Ph.O. weI巴 firstlyon the 

Melobesicloiclea巴(C.Park 1976)， which was however reinvestigated 

inclucling both articulat巴dand non-articulated corallines (J.H. Kim 

2000)， ancl then on the Ceramiaceae (S. Boo 1985; H.-S. Kim 1988; 

G.H. Kim 1990)， ancl Polysiphonia (H. Yoon 1986)， which was also 



「巴vised(M.5. Kim 1995)， Halymeniaceae (H.B. Lee 1987)， Al1lphima 

(0. Choi 1989)， Cladophorales (Y. Oh 1990)， PO/phyra (M. Hwang 

1994)， Oasyaceae (H.-G. Choi 1996)， 5phacelariales (Y. Keum 1997)， 

Sargassul1l (1. Oak 1999)， Alariaceae and Laminariaceae (W. Yoon 

1999)， Ceral1liul1l from northern Pacific (T. Cho 2001)， Gelidiales 

(1.I. Kim 2001)， Elachistaceae (E. Y. L巴巴2001)，and Ulvales (E. Bae 

2001)， so on. 

Besides of th巴s巴works，lots of morphotaxonomic/phylogenetic 

pap巴rsdealing with Korean algae were published by many 

investigators. For instance， I. Lee and his coworkers published papers 

on Rhodochorton (1. Lee and Y.P. Lee 1974)， Anotrichium， 

Griffithsia， Pleonosporium， Monospol1ls， Platythamnion， and 

Ectocarpaceae (H.-5. Kim and I. L巴巴 1986，1987， 1988， 1989a，b， 

1991， 1992aム1994)，Helpochondria (Y. K巴umand 1. Lee 1993)， 

POlphyra including a new species (M. Hwang and 1. Le巴 1994)，

Erythmglossum and Sorella (G.H. Kim et al. 1994)， Polysiphonia 

(M.5. Kim et al. 1994， 1999; M.5. Kim and I. Le巴1996，1997)， 

Sphacelaria (Y. K巴umet al. 1999，2001)， Neosiphonia fhll'imarina 

(n. gen. et sp.， M.5. Kim and 1. Lee 1999)， and Neo/eptonema 

yongpilii (n. gen. et sp.， E.Y. Lee et al. 2001)， so on. 50me 

morphotaxonomic papers dealing with the marine alga巴ofUlrungdo 

Island were on Bryopsis， 5cytosiphonaceae， and Corallinacea巴(W.J.

L巴巴巴tal. 1991，1992，1994)， and the genus Ceramium and 

Dictyotacea巴(W.J.L巴eand 1. Le巴1995，1996). 

5. Boo and his coworkers publish巴dmorphotaxonomic papers on 

Antithamnionella and Spyridia (5. Boo and 1. Lee 1985a，b)， 

Endarachne (K.町lewand 5. Boo 1991)， Aglaothamnion (5. Boo et 

al. 1991)， Hypnea (W. 5hin and 5. Boo 1994)， Campylaephol百(5.

Boo 1992)， Griffithsia (5. Boo and T. Cho 2001)， etc. H.B. Lee and 

his coworkers published morphotaxonomic pap巴rson Gelidium (1.W 

Lee et al. 1992)， Gelidial巴s(H.B. Lee and J.1. Kim 1995)， 

Pachymeniopsis (H.B. L田 and1. Le巴 1993)，Gloiopeltis (1.W. Lee 

et al. 1995， 1996; B. Oh and H.B. Lee 1996)， and a n巴wgenus 

Sinkoraena (H.B. Lee et al. 1997; H.B. Lee 1997)， so on 

Coming back from Hokkaido Univ巴rsity，Y.P. Lee and his 

coworkers publish巴dmany pap巴rsdealing with the alga巴ofCheju 

Island， e.g.， on Rhodochortaceae (Y.P. Le巴1987)，Galaxaura (Y.P 

Le巴and1. L巴巴 1989)，Elachistacea巴(Y.P.L巴巴 1989)，Cladophora 

(Y. Oh et al. 1991)， Chondria (Y.P. Le巴and5. Yoon 1996)， Undaria 

(Y.P. Le巴andJ. Yoon 1998)， a new genus Proselac 
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Caulacantlll1s (H.G. Choi and K. Nam 2001)， so on 

5ince th巴late1970's a laboratory culture was attempt巴din 

biosystematic point of view， especially among stud巴ntsof 5eoul 

National University. Through this cultur巴studymany papers d巴allng

with life history w巴republish巴don specific taxa as w巴11as for 

monographic studies. The first pap巴rwas a life history and mixed-

phases reproduction of Dasysiphonia chりuensis(n. gen.巴tsp.) by 1 

L巴巴 andWest( 1979). They(1980a，b) also reported life histories of 

Antithamnionnipponicum and Lome1ltaria hakodatensis. After thes巴

works， th巴lifehistory and mix巴d-phasesand/or bisexuality in course 

of the typical dioecious lif，巴historyamong memb巴rsof florid巴an

algae wel巴noticedin various Korean taxa， e.g.， on Symphyocladia 

pennata (0. Choi and I. Le巴 1987)，Ca/lithal1lnion callophy/lidicola 

(5. Boo et a卜1989)，Platythal1lnion yezoense， Antithamnion 

secundl/Jη(n. sp.)， and A. sparsum (G.H. Kim and 1. Le巴1989，1992，

2000)， Polysiphonia morrowii (W.J. Lee and I. L巴巴 1991 )， 

Campylaephol百Cl司ssa(5. Boo et al. 1991 a)， Halopteris行licina(Y. 

Keum et al. 1995)， and again on Dasysiphonia chejuensis (H.-G 

Choi and 1. Le巴 1996).l. Lee and G.H. Kim( 1991) published a short 

review on life history and mix巴d-phasesreproduction of the 

C巴ramiales.

5. Boo and 1. Le巴(1983)attempted an interspecific cross b巴tween

AnlitlJamnion spru古umin Korea and A. defectum in the Pacific NOIth 

Am巴rica，and obtained a 1巴sultthat th巴bothspecies w巴repartially 

fertil巴toshow the speciation is on going. ln his Ph.O. th巴sis5. Boo 

(1985) first attempted to adopt biosystematic species conc巴pton his 

monographic study of th巴Ceramialesin laboratory cultul巴 5uch

clllture studies w巴refollowed by H.-5. Kim(1988)， G.H. Kim(1990)事

H.-G. Choi(1996) on the Ceramiales， Rhodophyta for th巴irPh.O. 

theses. Ouring the studies they found many n巴wg巴neraand speci巴s，

especially from subtidal zone of Ch巴:juIsland 

H.-5. Kim( 1984) att巴mptedto clarify the mechanism of sex 

expression through somatic cell fllsion of Griffithsiajaponica using 

th巴wound-healingprocess. H.-5. Kim et al.(1988) obtain巴dsome 

charactenstlc patt巴rnson wound-h巴alingamong filamentous red 

algae， and M. Hwang( 1989) and M. Hwang et al.(1991， 1994) 

investigat巴dnuclear migration and s巴xdifferentiation during the 

wound-h巴alingprocess through somatic c 
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In red alga巴，fertilization is achieved by the union of a non-

F1agellated male gamete， a spermatium， with th巴rec巴ptiv巴C巴11ofth巴

female gametophyte， th巴 trichogyne.Although a complete 

f巴rtilizationinvolv巴sa compl巴xseries of events， it always b巴gllls

with gam巴t巴-gam巴tecontact b巴tweenm巴mbranes01' cell walls (G.H. 

Kim 1997). G.H. Kim and Fritz (1993a，b) first show巴dthat the 

ganl巴t巴recognitionin r巴dalga Antitl】amnionnipponicum was 

mediated by a lectin-carbohydrate compl巴mentarysyst巴m.Such a 

syst巴mhas also been found in som巴othergroup of 1巴dalga巴， such 

as Aglaothamnion oosumiense，巴tc.，substantializing their hypothesis 

(G.H. Kim et al. 1996; G.H. Kim and S.H. Kim 1 999a，b). SimilaI 

signal glycoprotein was involved in wound-healing r巴spons巴of

Antithamnion spp. (G.H. Kim and Fritz 1993c; G.H. Kim et al. 1995). 

Cytosk巴letonsinvolvecl in red algal reproduction have been studied 

in some Korean Aglaothamnion speci巴s(G.H. Kim and S.H. Kim 

1 999b; G.H. Kim et al. 2001 a). 

Such a cytotaxonomic work was ext巴ndeclto th巴巴volutionof c巴11

m巴mbranesusing some coenocytic gI巴enalga. G.H. Kim巴tal. 

(2001b，c) first reported that the initial membran巴surrounclingth巴

regeneratecl protoplast form巴dfrom巴xtrudedcytoplasm of BlYOpsis 

plumosa was composed of polysacchωide-lipid complex. Rec巴ntly，

G.H. Kim et al.(2002) suggest that the protoplast reg巴n巴rationfrom 

巴xtrucl巴dcytoplasm may b巴巴volveclas a dispersal mechanism in 

some coenocytIc gr巴巴nalga巴.Thus， th巴biosystematicstudies in 

KOI巴aencompass from sex determination mechanism to gam巴te

recognition and evolution of c巴11m巴mbranes，using some Kor巴an

alga巴asan excell巴ntexpenm巴ntalsystem. 

Finally， th巴mol巴cularsyst巴maticstucly has rather a shorter history 

in Korea. The first papers by M. Hwang(l994)， and M. Hwang et al. 

(1998) w巴reth巴isoenzymestudies on phylog巴n巴ticrelationship 

among POlphyl百species，ancl by W.J. Lee and King(1996) to compare 

th巴geneticinformation by ITS of Dictyotac巴ae.After thes巴studies，

the molecular phylogeny became mOI巴 popularamong youngeI 

researchers. For instance， on r巴dalga巴H.-G.Choi et al.(2000， 2001) 

p仰u山b凶lis山h巴吋dp凹ap戸巴I凶sonBa剖州Ili凶a剖l巴岱s(付n.oαrdι.ふBa叫alli凶ac印巴ae巴巴(何n.f;向amけ)，Inky戸u巾lたee.ω0 

(いn.genふand Ballia nana (卯n.s叩p.)bヲaωs 巴伎吋d

Yoon ancl S. Boo 1999; S. Boo and W. Yoon 2000). With these data 

W. Yoon巴tal.(200 1) summarized a total 44 sp巴ciesof aclvanced 

Laminariales into 8 families rather than currently adopting 3 families 

of Alariaceae， Laminariacea巴andL巴ssonlac巴ae.Som巴oth巴rs，such 

as Pelvetia and Pe/vetiopsis (W.J. Lee et al. 1998)， Scytosiphonaceae 

(G. Cho et al. 2001)， and Dictyotaceae (W.J. L巴巴 andK. Bae 2002) 

wer巴IIlvestIgat巴da phylogen巴ticpoint of vi巴w.

So far on gre巴nalga巴howeveronly a f，巴wpapers dealing with the 

mol巴cularphylogeny are available， e.g.， E. Bae and 1. L巴巴(2001) 

published three species under a n巴wgenus Umbraulva bas巴CIon SSU 

and ITS data， which w巴rebelong巴dto Ulva previously. 

Conclusion 

The studi巴son b巴nthicmarin巴algaein Korea wer巴somuch 

indebted to Japan. Th巴pioneerphycologists start巴dto study with 

Japanese books and ref，巴rencesto identify ancl analyse the species 

and th巴irdistribution， because th巴rew巴l巴somany common taxa 

創ldsimilarities in distribution between th巴twocountries. Okamura's 

Nippon Kaisoshi and Icones of Japan巴sealgae， Segawa's I1lustration 

Book of Japan巴sealgae， etc. were our text guide-books for beginners 

to study this field. 1. Le巴， Y.P. Le巴anclK. Nam stuclied at Hokkaido 

Univ巴rsityfor th巴irth巴sis，and establish巴dI巴spectiveresearch 

families after coming back to Korea. Our first generation was grown 

under such circumstances. 

The Korean Society of Phycology was organized in 1986 to 

cel巴bratethe 60th anniversary of Prof. Kang， Jae Won， the founder 

of Korean marine phycology. Th巴firstvolume of th巴KoreanJournal 

ofPhycology was dedicat巴dto him for the c巴i巴bration.Through this 

Journal (the nam巴ofthe Journal was changed as Algae since 1996， 

volume 11) lots of papers w巴I巴introducedby younger phycologists 

of th巴2ndand 3rd generations. As results， during th巴s巴 16years 

until 2001 a total papers published through th巴journal(including 

several fresh-water algae ancl phytoplankton) weI巴countedas 423， 

grouping as 31 pap巴rson g巴ographicdistribution， 90 on巴cology

and phenology， 153 on morphology and taxonomy， 26 on culture 

and lif，巴 history，110 on physiology， ultrastructure and molecular 

phylogeny， ancl 13 on oth巴rs巴Ise.Th巴numberof papers incr巴asecl

巴very5 y巴arsas 103 during 1986-1991，135 during 1992-1996， ancl 

185 dUI・ing1997-2001. 

The first acaclemic巴xchang巴was巴xpressedas an official 

II1t巴rnationalsymposium between KOI巴aand Japan， h巴Idin 

November， 1989 at S巴oulby th巴courtesyof Prof. Aruga， Yusho， 

the pr巴sid巴ntof Japanese Soci巴tyof Phycology at th巴time，and the 

s巴condwas in September， 1994 at Tsukuba University. During the 

s巴condsymposium we agI巴edto ext巴ndthe meeting among Asian 

Pacific countries. This wish was fruitful in September， 1993 to 

prepaI巴anint巴rnationalsymposium at S巴oulNational University 

The Asian-Pacific Phycological Association (APPA) was organized 



th巴r巴， and has Prof. Aruga as th巴firstpresident of th巴orgaI1lzatIon.

Thus， the 1 st Asian-Pacific Phycological Forum (APPF) was h巴Idat 

Sidney in 1996， th巴2ndat Hong Kong in 1999， and the 3rd at Tsukuba 

Univ巴rsityin 2002 as a joint Meeting with the 50th anniversary 01' 

Japanese Society 01' Phycology. 

The phycology over the world was organized into regional 

associations among continents， the European， the Am巴rican，and th巴

Asian-Pacific. Most of the Asian countries have still yOllnger histories 

and short of man powers for academic activities compared with the 

others. Japan is th巴onlycountry to stand in front of us， showing a 

leading power for achi巴v巴mentof th巴phycologicalprogress ovel 

the world. However， sllch a young巴1・vitaJityamong the Asian-Pacific 

countries promises us a vision 01' the growth in futUl巴.During th巴

1 st and 2nd symposia w巴couldse巴theAsian dl巴amfor th巴21th

C巴nturyby these younger phycologists. SlIch a vitality and enthusiasm 

continlled to ext巴ndmOI巴inthe 3rd APPF at TSllkuba University. 

Th巴brilliantjubilee of Japanese Society of Phycology d巴monstrates

us how the pioneer spirit and enthusiasm for acad巴micachievement 

by so many famous frontier phycologists in the last century was 

frllirful in this cOllntry 

W巴havea dream for our yOllnger Asian-Pacific phycologists to 

stand at th巴centerof the phycological world to achieve their mission 

for creation of new paradigm op巴ningthe 21 st century. We wish Olll 

dream b巴comestrue 111 n巴arflltllre. God bless the Japanes巴Society

of Phycology and all the Pacific-Asian phycological families! 
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堀 輝三 :藻類学関連書籍出版史

日本藻類学会創立50周年を祝う記念行事のーっとして，

1945年以降に発刊された日本の藻類学に閲する出版物を年代

順にまとめてみました。編者の独断により，割愛した(例え

ば，週間発行物，報告書など)ものもかなりありますが，原

則として単行本として発刊されたものを1=1"心にまとめました。

もし，貴重な出版物でここに収録されていないものがありま

したら，それはひとへに，まとめをした私の浅学故のことで

あり，経11容赦いただきたい。本編が日本の藻類学発展の歴史

の一側面をあぶり 出す資料 ともなれば幸いです。

本遍を作成するに当たり ，以下の方々の多大なる労と助言

の御協力を頂きました。記して感謝の意を表します;石田健

一郎 (金沢大)，本多大!附 (甲南大)，ネ11I谷充伸(神戸大)，石

川依久子(元会長)，有賀祐勝(元会長)，吉田忠生(元会長)， 

川11鳴昭二の各氏。

藻類学関連書籍 (2002年6月現在;出版元の未記入のものは

自家出版など)

昭和20年代 (1946-1955) 

1946青海苔 .新111奇盛敏霞ヶ関書房

1947日本昆布大観.日本昆布大観編纂所.日本昆布大観編

纂所

1948海藻と実験猪野俊平.力書房

コンブ.山田幸男 .北方出版社.

1949海藻と漁村.大島勝太郎著ー目黒書庖

函館湾の海藻.森武寅雄.函館図書館

ノリ ・テングサ 布海苔及び銀何層の増殖に関する

研究.木下虎一郎.北方出版社.

コンブとワカメノ増殖に関する研究.木下虎一郎

北方出版社.

1950富山湾海藻誌.大島勝太郎.大東出版文化協会.

1951日本藻類図譜第1-2巻(再販).岡村金太郎.風間書房.

海藻工業 . 高橋武t.fI~ .産業図書.

日本藻類図譜第3-7巻(再販).岡村金太郎.風間

書房.

1953蝦蟹介諜500種大島泰雄，新崎盛敏.日本農林社

ノリソダ騒動記.杉浦明平.未来社.

昆布・生産から消費まで.中川一雄 北海水産新聞社.

1954日本産]1翁藻類総説.今堀宏三.丸善

1955浮併碓藻類.小久保清治.日本学術振興会.

昭和30年代 (1956-1965) 

1956原色日本海藻図鑑(第2版).岡田喜一 .風間書房.

原色日本海藻図鑑.瀬川宗吉.保育社

海藻と水草(原色図鑑ライブラリ ー30). (志平ら)• 

北陸館

日本海藻誌(第2版).岡村金太郎 .内田老鶴岡 .

1958海そうー九州大学1襲学部水産植物学研究室編.保育社.

海苔養殖読本第2版殖田三郎全国j毎苔員類漁業協

同組合連合会.

海そう図鑑.瀬川宗吉(監修).北陸館

1959藻類学総説.広瀬弘幸 内田老鶴岡

1960浮r前l圭藻類.小久保清治.恒星社厚生閑 .

1963 Chlorella Physiology and Taxonomy of Forty-one Isolates 

“1. Shihira ， R.W. Krauss"“Port City Press， Baltimore， 

USA" 

水産植物学.殖回三郎，岩本康三，三浦昭t.ft.恒星杜厚

生閑.

日本プランクトン図鑑(増補改訂版) (1959初版) • 

山路勇.保育社.

1964原色海藻検索図鑑 新111奇盛敏.北陸館

沖縄諸島の海藻.大城肇.国際大学

ワカメの養殖.斉藤雄之助.日本水産資源保護協会.

1965藻類実験法.田宮|専，渡辺篤南江堂

ワカメの養殖(改訂版) [1964初版) 斉藤雄之助 .

日本水産資源保護協会.

浅海養殖60種 .大島泰雄他 (1，荷修).大成1:1:'，版社

沿岸海藻類の増殖.須藤俊造日本水産資源保護協会.

昭和40年代 (1 966-1975 ) 

1967微細藻類の分離と培養.岩111奇英雄ー日本水産資源保護

協会.

1968ズボ式採苗の手引き.

1970ノリの浮き流し養殖倉掛武t.lt.漁協経営センター出

版部.

海苔の歴史.宮下掌.全国海苔問屋協同組合連合会.

海藻ー海浜植物 :標準原色図鑑 15.千原光雄.保育社.

1971 浅海完全養殖.今井丈夫(蚊修) 恒星社厚生閑

クロレラ.武智芳郎.学習研究社，

海苔の養殖品種 三浦昭雄全国海苔貝類漁業協同組
~、 、 7 ぷ》、A
口Ji色口:z:;;;. 

室内採苗の手引き(追補改訂版)(1964初版).本多

信夫全国海苔貝類漁業協同組合連合会

1972刑廃水深類学.C. M.パーマー [他].産業用水制

査会.

1973のりの病気日本水産学会恒星社厚生閤.

新編 ・海苔養殖読本.殖田三郎.全国海苔貝類漁業協

同組合連合会.

海藻 ・菌類原色学習ワイド図鑑今関六也-千原光

雄印刷ま).学習研究社.

1974海藻 .宮下掌.法政大学出版局.

J京色海藻図譜.高松正彦北里大学水産学音15.

i何苔生態と栽培の科学.木下祝郎，寺本賢一郎 大日
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本図書

海洋プランクトン丸茂隆三編.東京大学出版会.

1975学研中高生図鑑 :海藻.千原光t.!¥i.学習制究社.

健康食若布海苔 (手づくり日本食シ リーズ).奥本

光魚.jR山漁村文化協会.

海洋プランク トン.元田茂編.東海大学出版会

海藻 -べントス .元田茂編東海大学出版会.

Advance of Phyco1ogy in Japan. J. Tokida & H. Hiros巴
(Ed.). VEB Gustav Sish巴rVer1ag Jena 

海藻料理180種主婦の友社.主婦の友社

昭和50年代 (1976-1985) 

1976段藻の生物学巌佐羽|三 東京大学出版会

海藻新IIJ奇11E敏.東海大学出版会.

海藻・ベントス .元田茂編 東海大学出版会

海苔の研究ー岡村一義.大森本場乾海苔問屋組合

健康食昆布 ・鹿尾菜 (手づくり日本食シリーズ)

奥本光然、 .農山漁村文化協会

1977日本が討く謀図鑑.広瀬弘幸，山岸高山内田老偽圃新社.

日本人のための昆布の本.大石圭一，原因武夫かん

き出版

岡山の海藻大森長朗 .日本文教出版

1978海藻のはなし.新崎盛敏，新崎輝子.東海大学1:1:'，版会.

世界の植物藻類、 1-3. 新崎盛敏 ( !ñ~修 ) .朝日新聞社.

1979藻類研究法.西沢一俊，千原光t.!t.共立出版

わが海藻研究研究五 卜年山田幸男 .山田真弓

浮き流し養殖の手引き (増補改訂版)(1970初版)• 

全国海苔員類漁業協同組合連合会

新 ・写真とグラフでみる海苔養殖 (1969初版)

全国海苔貝類漁業協同組合連合会ー

1980原色青森県海藻図鑑.七尾善麿

千葉の海苔養殖.関東農政局千葉統計情報事務所編

千葉農林統計協会.

赤ì~}l-発生機構と対策日本水産学会編恒星社厚生閤.

1981海藻の生物学 :細胞 ・個体 .1固体群 ・群落.A.R.O.
チャプマン著，千原光雄(訳).共立出版.

i来場 ・海r-I"林 日本水産学会恒星社厚生閑

1982海藻の謎.横浜康継.三省堂.

有毒ぷらんくとん発生 ・作用機構 -毒成分.日本水産

学会編.恒星社厚生閑

江戸名物浅草海苔私考.北村正治.IHt風会
1983海藻の生化学と利用日本水産学会恒星社厚生fll'l.

三浦半島の海藻.東禎三教育放送出版部

図鑑北日本の魚、と海i築.尼岡邦夫.北日本海洋セン

タ一

学研生物図鑑 :海藻 .千原光雄 学習研究社

こんぶ効用と療法ー古賀一誠(監11多).日東書院

1984淡水藻類写真集l巻.山岸高旺，秋山優.内田老儒圃.

らせんのキ111秘.中村浩柴田書庖.

1985海の中の森の生態.横浜康継.講談社。

淡水藻類写真集2-4巻.llJ岸高旺，秋山優.内田老鶴圃.

シー ・ベジタブlレ大房剛講談社.

健康食ワカメ ・ヒジキ (再販).奥本光魚.農山漁村

文化協会

昆布料理I!集ジャパンクッキングセンター .

員萄:プランクトン生物学と生態学日本水産学会編

恒星社厚生閣

茨城の海の生き物中庭正人他茨城新聞社。

昭和]60年代一平成7年 (1986-1995) 

1986こんぶ 川端麻記子.主婦の友社

i巣類の生態秋山優他編.内田老鶴圃.

昆布 。1'1"IIH~ lIíli浩 .日 本昆布協会 .

淡水謀類写真集 5巻 山岸高旺，秋山優.内田老鶴圃.

健康食コンブ ・ノリ (再販).奥本光魚炭山漁村文

化協会.

海藻こそ成人病の名薬.安心編集部.マキノ出版.

海藻の横綱ワカメが高血圧も成人病もハネ返す .西

沢一俊主婦の友社

北海道海辺の生き物.稗田一俊，高橋詮.北海道新聞

社.

1987水の華の発生機構とその制御生嶋功.東海大学出版
A
A
一品

昆布の道.大石圭一.第一書房.

海苔養殖の道具.船橋市郷土資料館船橋市郷土資料

館

コンブをとる海べで.いぬいとみこ， さく .まるきと

しこ，え .むぎ書房

藻類の生理生態学 W.M.ダーリー[他].培風館.

i炎水~*類写真集 6-7巻 .山岸高旺， 秋山優 . 内田老鶴岡

海苔健苗育成の基本小林崇.全国海苔員類漁業協同

組合連合会

海藻資源養殖学徳田康，大野正夫，小河久朗 .緑

書房

日本海の海藻.野田光蔵風間書房.

大ilHの沿岸と海謀.山田町教育委員会
1988宍道湖J.中海とアオコ .伊達善夫たたら書房.

淘藻の本.西沢一俊，村杉幸子 .研成社.

沖縄海中生物図鑑第6巻.宇井晋介，屯崎直樹.新星

図書出版.

コンブ.大石圭一.北海道テレビ放送

淡水政鎖写真集8巻山岸高旺，秋山優内田老鶴圃.

柏崎の海藻ー田辺t.!Eー [他].柏崎市立博物館

追分ソーランラインの海藻.藤田大介.

1989海藻学入門西沢一俊講談社.

ラン謀という生きもの藤田善彦，大城香.東京大学

出版会.

ワカメの芽株が「がんjに効く .甲斐良一 講談社
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マリモはなぜ丸い lこ1:1沢信午.仁1:1央公論社.

1>>bJ(i菜類写真集9-10巻，山岸高旺，秋山優.内田老鶴匝1.

浅草海苔盛衰記片回実成山堂書j苫

日本産コンブ類図鑑.)1111(1%昭二 .北日本海洋センター.

1990学研生物図鑑海藻.千原光雄.学習研究社.

根コンブで健康になる.新星出版社

北海道昆布漁業史田沢伸雄 .

海藻はふしぎの国の革や木.検i賓康継.福音館書j苫

1991マリモの科学阪ヂ|ニ与志tlt.北海道大学図書刊行会
山国からやってきた海苔商人.鳥利栄子.郷土出版社.

図鑑海藻の生態と諜礁.徳田広編緑書房.

接合誌の生物学蹟圧l仁

駿河湾西岸と海藻 j幸田威

1992みじかな海藻和歌山県立自然博物館.

ノリ養殖広島市郷土資料館.広島市教育委員会

食用藻類の栽培 . 三 ifIJ昭 1í.fj~ .恒星社厚生関

おいしい海そう料理.全国学校給食協会.

微細lI ì~~類の利用 . 111 口勝己 . 恒星社厚生閤.

のりおもしろ雑学事典大房剛チクマ秀版社.

Plankton AIgae in Taiwan(FOImOSa)(台湾産浮遊性藻類).

T. Yamagishi. Uchida Rokakuho， Tokyo. 

1993水道藻類分類解説 川北四郎.日本水道協会.

大田区海苔物語.大田区立郷土博物館編.大間区立郷

土博物館

海藻の科学 .大石圭一 .朝倉書庖 .

わかめ -ひじき.1:1本政送出版協会 .

海藻を食べる健康法.西沢一俊 .朝日出版社.

海藻と成人病予防.iLEi沢ー俊 .1il1'r&:社

昆布を運んだ北前船塩照夫.北国新聞社

淡水深類写真集 1I巻.山岸高旺，秋山優.内田老儲|苗1.
三重県千代崎およ び香良洲海岸の海藻谷口森俊.

日本産コンブ類図鍛川II(易昭二.北日本海洋センター.

効果あり !fウワサjの海藻化粧品渡辺幸子著，藤本
吾朗(監修).MBC21 (東京経済) • 

魚、 ・貝 ・海藻の栄養機能.吉中雄二 .恒星社厚生隣

太平洋戦争海藻録岩111奇剛二 .光入社.

藻類の生活史集成第2-3巻 .掘指[f三編.内田老鶴匝1.

信州寒天発達史.矢崎孟伯.銀河書房.

日本産コンブ類図鑑 (改訂普及版).川嶋昭二.:1ヒ日
本海洋センター

Seeweed Cultivation and Marin巴Ranching.M. Ohno， 

A.T.Critchley.海外漁業協力財団

1994藻類の生活史集成第 l巻 .堀輝三編 .内田老儒岡 .

富山の藻類藤田大介他編 .富山県水産試験場

西矯麿の海藻赤穂市立海洋科学自ii.

淡水謀類写真集 12-13巻.山岸高I庄，秋山優内田老

鶴岡.

アオコ渡辺真利代他 東京大学出版会

見布採り.木下雪洗.東京凹季I:HJl反.
海産植物学(復刻版).遠藤吉三郎.成山堂書庖

S巴巴we巴dof Japan. H. Tokucla et al.繰書房.

こんぶのすすめ.瀬賀泉.北日本海洋センター .

赤i!ji}Jとびせいぶつ環境にやさしい微生物農薬を求め

て石田祐三郎 ，菅原席編.恒星社厚生協L

1995淡水藻類写真集 14-15巻.LLJ岸高旺，秋山佐内田老

締圃 .

マリンバイオの未来.宮地重遠，力[師事美砂子裳悲房.

平成8年ー 14年 (1996-2002) 

1996 淡水藻類写真集 16-17巻山岸高旺，秋山優.内田老

鶴圃.

海藻おしば横浜康継，野田三千代.梅街ー舎

上水道における藻類障害佐藤敦久， 真柄泰基.技報

堂出版.

21佐紀の海藻資源.大野正夫.緑書房

小さな生命の大きな仕事.竹中裕行史郎出版ー

元宇品の海藻 1 957年~ 1994年.圧l中博，田中貞子，1王|中

潤.

|陸上植物の起源・緑藻から緑色植物へ .L E Graham 

著，渡辺信，期締三訳 .内田老鶴岡

宍道i胡-中海水系の藻類.(代表 :秋山優) 宍道湖J.
中海の藻類研究会

まるいはマリモ ー阿寒il;)Jのマリモのく らしー阿来初l

マリモ自然誌研究会.稿音館書庖 .

藻食民族の文化 .津田威

植物の世界 139-140.千原光雄(監修).朝日新聞社.

1997植物の世界 141千原光雄 (監修).朝日新聞社.

原生生物の世界.丸山晃，丸山雪江.内問老鶴岡，

1>>~水藻類写真集 18-1 9 巻 山岸高旺，秋山優.内 EEI老

鶴圃.

藻類多様性の生物学.千原光雄.内田老僻|置1.

有用海1*のバイオテクノロジー.能登谷正浩.恒星千J
厚生閑.

神奈川の海藻高橋昭善，生出智哉福音館書庖

1998海藻おしばを楽しむ野田三千代，横浜康継日本

ヴォ ーグ杜ー

淡水藻類写真集20巻 山岸高旺，秋山佐.内田老鶴岡

新日本海藻誌.吉田忠生内田老鶴岡

ラン藻で環境がかわる一劇的 !農薬-ダイオキシン

分解も.酒井弥:t支報堂出版

淡水藻類写真集ガイドブック.山岸高|正内|王|老鶴岡.

磯焼けを海中林へ.谷口和也.裳華房.

。|豆の天草漁業伊豆の天草漁業編纂会編.成山堂昔

j占

海苔の驚くべき効用野田宏行，岩田j'ilff昌チクマ秀

版社.

まんが地球を救う海藻エネルギー.EEI "1:1守正成山堂



書庖

Seaweed Resources of the World. A.T.Critchley， 

M.Ohno(Ed.). JlCA 

千葉県の植物1(千葉県の自然史).千原光雄(監修)• 

千葉県.

1999ひろしまの海藻.田中博，田中貞子.

磯焼けの機構と藻場修復谷口和也.恒星社厚生閑

アオサの利用と環境修復.能登谷正法成山堂書庖

淡水藻類入門 .山岸高旺.内田老鶴圃.

潮だまりの海藻に聞く海の自然史.富田昌彦.岩波書

庖.

藻類の多様性と系統.千原光雄.裳華房 .

食べてわかったコンブパワー.館脇正和，星沢和子.

北日本海洋センター

海藻はミネラルの宝庫.東潔 .同文書院

昆布売りでござる .遠藤章弘.こんぶぶんこ .

こんぶのはまべ.岡111奇務福音館書!苫.

2000ケイソウのしらべかた.野尻湖ケイソウグループ

地学団体研究会.

海藻利用の科学.山田信夫成山堂書庖 .

海苔の生物学能登谷正浩.成山堂書庖 .

東京湾沿岸海苔泊、業三百年の顛末.渡辺亀代二.文芸

社.

世界の淡水産紅藻.熊野茂内田老儒圃.

のり<海苔>健康法.自然食品研究会[他] ロング

セラース

食べてわかったコンブパワー館脇正手[1，星沢和子

北日本海洋センター

藻類の多様性:新たな生物の世界が見えてきた井上

勲.匡|立科学博物館

珪藻の世界:ミクロの宝石南雲保，出井雅彦，長田

敬五.国立科学博物館
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ツヅミモ類の世界:セクシャルな単細胞生物.rli村

輝宣.国立科学博物館

ボルボックスとそのなかま :小さな緑の粒に隠され

た秘密野崎久義.国立科学博物館

日本のアオコ :湖沼に生息する太古の住人.渡辺真

之.国立科学博物館.

藻類学ー実験 ・実習.有賀祐勝他編講談社

楠井のシダと海藻福井県植物研究会.福井県ー

日本産サンゴモ類の種類と形態馬場将輔海洋生物

環境研究所.

2001図説海苔産業の現状と将来 .大房剛.成山堂書j苫

f1ij:藻利用の科学(改訂版) 山田信夫.成山堂書j苫.

わかめ吉田晋.文芸社

海の森の物語.横浜康継.新潮社

オゴノリの利用と展望ー寺田竜太，能登谷正i告，大野

正夫編恒星杜厚生I品1.

和11戸の海藻 :村l戸・淡路地域の海藻.川井浩史財団

法人材l戸体育協会.

加工海苔入門日本食糧新聞社.

海の森からのメッセージ 川嶋昭二他栃木県立博物

館

2002人も環境もi菜類から(ポピュラー・サイエンス240). 

石川依久子.裳華房.

日本の海藻 (フィールドベスト図鑑).千原光雄.学

習研究社

Freshwater R巴dAlgae of the World. S.Kumano. Biopress. 

弓削ノ海藻 -磯の生物.田中博他.弓削町

飲料水に忍びよる有毒シアノバクテリア .彼谷邦光.

裳華房
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藻類学会，次の50年のために

岩本浩二

次の 10年さらに50年の日本藻類学会の発展を期待します。

そのためには学会員の更なる増加が必須であり，学会として

何らかの方策を採る必要があるのではないかと考えます。

藻類学会に所属して感じることは，学会自体は大きいにも拘

わらず，学会の個々の分野に対して参加|人数が少ないと言う

ことです。それは. )~g民自体が生物学のキーワードの一つで

ある「多様性」を具現化するほどに多様であり，さらに捌究

分野の多様性を重ねると，学会全体の多様性は他の学会に比

べてもハイレベルであると思われることから，研究材料 と研

究分野が重なる一つ一つの交点における研究者密度は恐ろし

く希薄なものとならざるを得ないことに起因しているものと

考えられます。筆者は生理・生化学をキーワードとして藻類

学会に参加しておりますが，同じ座標に位置する人はあまり

多くなく ，さらに炭素代謝や酵素というようにキーワードを

絞り込むと周りにはほとんど誰もいなくなってしまいます。

そのため，自分がこの研究を行わないと.10年単位で解明が

遅くなるとの気概をも って研究に臨んで、おり，同様のことが，

程度の大小はあるものの，この稿を読んで、いる人に思い当た

る節があるのではないかと推察いたします。それにしても，

やはり藻類学会における学問的多様性を維持するにためには

どうしても参加者数の増加が望まれ，さらに研究者が増える

ことで健全な競争と議論を通して良い研究が数多くもたらさ

れると期待できます。また，バイオは栄えているけれど生物

学はしぼんでいると言われるように，近年の基礎研究を囲む

状況は楽観視出来るものではなく ，このままでは藻類学もこ

の状況の中で沈んでゆく可能性も考えられます。したがって，

学会の底上げによる学問の発展及び維持は学会全体の問題と

して本j肢を入れて取り組む必要があるのではないでしょうか。

では，どのような対策を講じれば良いのか?残念ながら，明

確な回答を知りません。ただ，現状の分析に基づいた適切な

対応が必要であり，今後の学会の舵取りは重要なものとなる

と考えられます。一方，個々の学会構成員を考えた場合，出

番や役割が分かりにくいことから，どうしても大局的な活動

は学会まかせになり，イ可かあった場合にのみ参加するという

のがほとんどと思われます。しかし，問題がいかに大きくと

も個人のレベルでも学会の向かうべき方向を考えアピールす

ることは可能であり ，それが改善の力となるのではないかと，

反省を込めて考えています。

ところで筆者は上にも書いたとおり，藻類を対象として生

理・生化学的研究を行っ ています。 当初は1~類について.7k

の中で生きているマイナーな植物くらいの認識しかありませ

んでした。しかし，藻類学会を通してそこに非常に広がりと

奥行きのある世界が広がっていることを知り ，またそれぞれ

の生物が持つ代謝経路やそれに関連する調節機構には陸上植

物では考えられない多様性が見られたことで，藻類の持つ研

究の可能性に魅了されました。そしてその延長線上に現在の

研究があることから，藻類学会には大きな感謝と愛着を感じ

ています。今後，ますます多くの人達が藻類に接しその深遠

さに感動してもらうために，また藻類の研究が次の50il~ で、 も

盛んに行われるためにも，これからの日本藻類学会が大いに

発展するよう切望します。

(筑波大学生物科学系)

藻類を材料としての細胞生物学について

長里 千香子

私は大学院時代から 7王|三/1，11.褐藻植物を材料 として，受精，
中心体，紡錘体，細胞質分裂をキーワードに， 主に電子顕微

鏡を通して細胞内で起こっている現象を観察してきました。

生命の基本単位である細胞を研究対象として，よりミクロな

世界に興味を持って，電子顕微鏡を覗き続けています。最近，

私は従来からのアルデヒドなどによる化学固定ではなく，液

化プロパンで|瞬時に細胞を固定する急速凍結置換法という方

法で細胞を観察しています。化学固定は細胞内に国定液が浸

透するのに|時間がかかるため，その問に人工造物(アーテイ

ファクト)が11~成されるといいます。 その点，瞬時に訓u胞を

凍らせる急速凍結置換は人工造物の形成が軽減されると言わ

れています(すべての材料で上手くいくとは|浪りませんが)。

勿論，私が観察している電子顕微鏡像も細胞がどんな方法で

あれ死んでしまったものであるため，生きていたそのものの



様子とは違うかもしれません。しかしながら，固定法をかえ

たことにより ，膜系の保存が極めて良好になり ，褐藻植物で

はこれまで不明だったk:1H胞質分裂の様子やピレノイ ドが新し

く形成される様子などを詳細に明らかにすることができまし

た。今さらながら固定法の重要さと電子顕微鏡の情報量の威

力に驚かされています。

とはいいながら，生物学の様々な分野で分子レベルでの解

析が要求されつつある ことを論文を読んだり ，学会へ参加す

る度にひしひしと実感させられています。10年前， l渠類学会

40周年にあたり私の先生が寄稿した文章によると， r藻類に
おける形態学的，特に電子顕微鏡による研究の多くは系統，

分類学的観点から進められてきたJということです。電子顕
微鏡により対象物の持つ特有の形態を見比べ，その構造の相

違や機能の推察を行なう段階から，現在ではその構造を構築

しているタンパク質の単自tさらにはそのタンパク質をコー
ドしている遺伝子の単離というように分子機構を解析する段

階への移行が，どのような生物を扱っているかには関わらず

「普通にj要求されるようになってきているようです。

一言に「藻類」と言えども，多種多機な分類1洋が含まれて

おり ，その形態が多種多様な分，細胞生物学上のトピックに

事欠きません。しかしながらそれらのトピックを有する藻類

が，クラミ ドモナスのように遺伝学的解析が可能， あるいは

生化学的な解析に |ー分応えうる大量培養可能な諜類(モデル

生物)であるとは限り ません。私自身，褐諜植物語111)]包を扱っ

てきましたが，大型藻を実験材料と した時には， 1)均ーな細

胞，あるいは組織を大量に得る ことが困難である，2)生活環

が長い，というように実験系の構築には不利な点があると考

えています。しかし大型i菜類には，1)複雑な世代交代の制御，

2)世代特有の形態形成，といった魅力が存在することも確か

です。せっかくの興味深いト ピyクを材料の不利な点で諦め

ず，果敢に挑戦していくこと，そして時には藻類学の範囲を

超えて，より豊富な知識や技術面での情報収集が必要とされ

ている ような気がしてなりません。

「藻類jとひとくくり にされる生物群は非常に多種多様で

あり ，その複雑な分類学や系統学を十分に理解していない私

にとっては混乱してしまうことが多々あります。藻類を材料

として細胞生物学的観点から研究をすすめていく上で，私は

どの程度，様々な藻類について理解していればいいかなと大

学院時代から幾度となく思い悩んで、きたかわかりません。そ

して「何故，藻類(もしくは褐藻植物)を材料としているの

ですか。何がおもしろいのですか。」と経験車かな先輩方や先

生方に言われる度に言葉につまって しまいます。生物学的な

意味や進化的な意味といった難しい問題はさておき，一音1)の

藻類の特異的な現象ではおさ まりきれない， 他の生物群にも

十分アピールできる細胞内のJレーJレがまだまだあるはずです。

使い馴らされた藻類にこだわらず，どのような藻類を用いて

でも，先行する形態的な解析に分子レベルの解析を上乗せさ

せていくともっと ì~~~if;íを材料としての細胞生物学の魅力や可

153 

能性が広がると思っています。そして，具体的な研究結果が

得られる過程で生物学的な意味や進化的な意味についてより

真実味を帝びた考察ができるようになるのではと思います。

最後になりますが，私個人としましては，今後，日本藻類

学会にさらに藻類の細胞に興味をもたれる方が増えることを

期待し，そして，1陸上植物や動物を含めて他の生物を材料と

してる方々や，分類学，あるいは水産学といった他分野の

方々にも興味をもっていただける研究をしていきたいと思い

ます。

(北海道大学北方~I'物閤フィールド科学センタ一室蘭臨海実験所)

私の藻類生態学的研究と藻類学会への提言

芹樺 如比古

最近の生態学分野でのホッ トな話題の中に，地球規模での

一酸化炭素固定について，かなり の量のCO2がどこで吸収さ

れているか説明できない “missingsink"問題があり ，陸上の

生態学者らは海洋でのC0
2
1吸収が過小評価されている可能性

を示唆している。海域における生産量推定の再検討のために

は，ある程度長い期間を過 して，沿岸域においては海流や河

川流入及び沿岸湧昇の影響を反映した海藻群落および植物プ

ランク トンの動態を，外洋域においては局地的湧昇流の影響

を反映した植物プランク トンの動態を再評価する必要がある。

私は，本州中南音1¥から四匡1， 九州、|にかけての沿岸部に大きな

群落を作り，熱帯雨林にも匹敵する生産力を持つ，海中林構

成極のカジメ(褐藻，コンブ科)の研究を通して，藻類学の

生態学分野における発展に貢献していきたいと考えている。

海藻類の生態学的研究は私がこれまでに行なってきた分野

である。卒業研究と修士謀程研究では土佐湾の内湾域と外海

域の潮下帯(水深7m)に人工礁を設置し，着生する海藻類の

選移について 1y~ らかにした。同:士課程研究で、は土佐湾手絡地
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先と伊豆下団地先に生育するカジメについて，手続産のもの

は茎部が30cm程度と小型で、あるが，下回産では 1m程度と大

型であるのは何故かを確かめるため，両地のカジメについて

形態，生長，生態，光合成及び|呼吸に閲する生理生態学的な

比i肢を行った。博士課程を修了後も，引 き続きカジメに関す

る生態学的研究を続け，その謀程で、重大な現象を確認した。

それは土佐湾手結地先に存在した 180ヘクタールのカジメ鮮

落(県内最大)が2000年に完全に消失し，変わって造礁サン

ゴなどの|援淘性と考えられる群体動物が繁茂し初めた株子を

観察したことである。土佐湾における過去2MIミの水i毘の変動

を調べてみると，199ト2000の 10年間の平均水温がそれ以前

の水温に比べて高くなっていることが分かった。土佐湾では

左旋還itrEが優勢であり，カジメ群落も次々と湾西部より消滅

していたことから，7J(il~'t上昇がカジメ群落衰退の主要因であ

る可能性を感じた。手結地先ではカジメ群落の衰退に伴って

それを餌としているアワビの漁獲量も減少し，2000年には皆

無となった。陸上で例えるなら，一つの山で木が全く無くな

り，はげ山になった現象であり ，そこを住み処としていた多

様な生物への影響は計り知れない。現在，私は高知!大学海洋

生物教育研究センターや高知県水産試験場とともに，土佐湾

て、唯一残っている回ノ浦地先のカジメ群落から種苗を移植し，

カジメ場の造成試験を行なっている。また，私のメインの研

第17回国|深海藻シンポジウム (2001年，南アフリカ)でのエクスカー
ション，喜望iI硲にて。展望台の絶景を見るH寺/1¥]を節約して，注を駆け

|峰りて採集した EckJollu，m以 i/JJa(南アのカジメ)とそれを首に巻く
私。もし今度行く機会があったら，展望台には是非行きたい ・ -。

究としては千葉県安房郡内浦湾内のカジメ群落を対象に，そ

の規模(群落面積)，生育限界水深，生産力，現存量，葉面積

とそれらに影響を与えていると考えられる栄養櫛と水温の季

節変動，そして栄養塩と水慌に密接な関わりがある沿岸湧昇

の接岸時期と頻度などを調査中である。

借越ながら日本藻類学会へ提言をさせていただくな らば，

点について学会員の方々に考えていただきたい。それは1)

タイプ標本の一括管理， 2)それぞれの地方でのエキシカータ

の作成， 3)和文誌の論文数の向上である。1)タイプ標本の

括管理に|刻しては，例えば日本にある全てのタイプ標本を

国立科学博物館が一括で管理するというものである。これに

より ，タイプ標本の公共性が高まるとともに国内外での利便

性は向上し，また標本が紛失する危険性も低下することが期

待される。2)それぞれの地方でのエキシカータの作成は， 1:1 

本をいくつかのブロックに分け，その地域の海藻標本を日本

藻類学会のプロジェク 卜として作成し，でき上がったものを

各研究機関に配分するというものである。これにより海藻種

の共通的認識を高め，また誤同定を避けられることが期待さ

れる。3)和文誌内の論文数の向上の件に関しては，まず背玖

として，藻類を英文誌と和文誌に分けてから英文誌の掲載論

文数は常に 7 ~ 10報前後であるのに対し，和文誌の掲載論文

数は多くても 3 ~ 4 幸Rであり ， 少ないときには l 報という非

常に寂しい状態が続いている現況を指摘したい。私は“i菜類"

の名を残した和文誌の役割は， f1'寺代の趨勢もあるだろうが，

日水誌と問機に多くの価値ある論文が掲載されていてこそだ

と考える。また，後で読み返したときにあまり立|床のないよ

うな情報は，例えばホームページ上に掲載するなどの伝達手

段に置き換えられでもよいのではないかとも思う 。 藻~j1{和文

誌発展への寄与ととも に若手への教育と して，大学やその他

の研究機関などで、長年liJI 究に携わった全ての謀~J'j l刻係の研究

者には， I~I 身の研究成巣やその概略を“総説"として和文誌

へ投稿していただきたいと，切に願って本稿を終了する。

(ニf築大学海洋バイオシステム研究センター)

南西諸島における海藻研究と展望

寺田 竜太

南西諸島は，奄美大島や種子島，屋久島などから構成され

る薩南諸島と， 沖縄本島と宮古 ・先島諸島からなる琉球諸島

で構成される南北に長い島旗域である。南西諸島の海藻につ

いては，多くの研究者が採集に訪れる地域であることから改

めて述べるまでもないが，イワズタ類やサボテングサ類など

の緑藻を中心とした群落や，オゴノリ属やイバラノ リ属など

の紅藻の群落，亜熱帯性のホンダワラ属群落など，温帯域と

は全く異なった藻場が各地に形成されている。夜、もこの地域

を研究の中心地としているが， 本稿では研究を通して感じた



ことと南西諸島の海藻研究の展望について述べたい。

種子島や奄美大島，沖縄本島など，行く先々で聞くのが「海

藻が採れなくなったJや 「藻場がなくなった」という言葉で
ある。確かにそういわれる場所で潜水調査すると，大型海藻

がほとんど見られない「磯焼けJのような海底が続いている。
消えたのか，元々生育していなかったのかは慎重に判断すべ

きだが，研究機関が定期的に観察している幾つかの場所にお

いても，ホンダワラ属の群落が消失しており， i:架場が減少傾

向にあるのは事実と思われる。磯焼けについては，北海道や

本州太平洋沿岸において発生 -持続要因について報告されて

いる。また九州、|でも磯焼けが報告されており ，!14fに魚類の食

害が指摘されている。南西諸島では海中林を構成するような

コンブ目は生育しておらずガラモ場を梢成するホンダワラ

属が中心になるが，分類や季節消長等の基礎的知見も充分で

ないのが現状である。南西諸島の磯焼けの発生 ・持続要因の

解明は，当地域の藻場の再生と保全に必要不可欠な知見であ

り，大学や国公設試験研究機関による今後の研究が期待され

る。個人的には，磯焼けした海域や石灰謀を研究対象とする

よりも，安定して藻場が残されている海域でのホンダワラ属

群落の季節消長と再生産機構について取り組んでいきたいと

考えている。

南西諸島産の食用海藻といえば，全国で販売されているモ

スクを第一に挙げることができ，この地域の水産研究の最大

の成果のひとつと言えよう。また，沖縄の市場ではイワズタ

類やヒジキ，ヒトエグサ (アーサー)，キリンサイ類が食用と

して売られていたり，駆虫剤としてマク リなども売られてお

り，南西諸島では海藻の利用が生活の中に傑く浸透している

ことがわかる。それ以外でも，イバラノ リ属(モーイ)やオ

ゴノリ属 (スーナあるいはシルナ)などが島唄域各地で採取

されており，それらは各地域内でほぼ消費されている。例え

ば沖縄本島や先島諸島で、は，クビレオゴノ リやナンカイオゴ

ノリ，フシクレノリが採取されていたり，奄美大島でもクピ

レオゴノリが採取されている。このような地域利用極はそれ

ぞれの地域食文化に欠かせない貴重な水産物だが，島外に流

通することも少ないため どのような種がどこでどれくらい

利用されているかなど，利用の実態や資源量などについて十

分には把握されていない。これは，日本の水産分野の海藻研

究が産業規模の大きな有用種を中心に発展した歴史的経緯も

影響しており，北海道や本州，凹匡1，九州地域で、も同様のこ

とが言えると考える。地域利用種の採取の現状や資源量にI!liJ

する研究は決して大規模な研究とは言えないが， 地域の伝統

的水産業と食文化を維持継承する点で、貴重であり，今後力を

入れていくべき分野と言えよう。

南西諸島の海藻群落の多様性は今さ ら述べるまでもない

が，潜水して観察してみると実に様々な海誌が生育している。

南西諸島は，リュウキュウオゴノリなどの東南アジアに広く

分布する熱帯性海藻にと っては北限に位置し，一部の温帯性

海藻の南限にもあたる 。 また，黄緑~Þi~のクビレミドロなどの
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固有種で絶滅が危倶される種類も生育する。特に沖縄本島で

は，サンゴ礁J東や干潟が埋め立てにより急速に失われつつあ

り，赤土の沿岸海域への流出など，人的要因による生育環境

の悪化も深刻な問題となっている。今後は，i:築士卦を含めた沿

岸生態系の保全を見据えた基礎 ・応用研究が主主々重視されて

いくと考える。

以上， 南西諸島の海藻研究の現状と展望について簡単に述

べた。i諜場の減少は南西諸島に|浪らず日本各地で指摘されて

おり，沿岸域における謀場の機能は，藻類学会員の啓発活動

により 一般社会にもその重要性が浸透しつつある。今後も こ

のような啓発活動が更に必要であり ，学会としても力を入れ

ていくべき分野であろう。yql純や奄美には年間に多くの観光

客が訪れるが，人工的に造成した海浜で海水浴をする人も少

なくなく，ダイパーもサンゴ礁や魚類の観察が主な目的であ

り，藻場や海藻群落に興味を抱く人は少ない。私も，藻;場の

多様性と保全に理解を深めた学生を社会に送り出すとともに，

干潟や岩礁域において一般向けの海J楽観察会や研究成果公表

の場を広く設け，微力ながら貢献していきたいと考えている。

啓発活動が浸透した結果，この多様性に富んだi足場が地元の

人々によ って保全され，それを見るために人々が南西諸烏を

訪れる日を目指して。

私と藻類学会

松山和代

(鹿児島大学水産学部)

私が初めて学会でi業績学会員の方々とお会いしたのは修士

課程 l年の植物学会の時でした。それまで、は先鋭に連れられ

て生態学会などに顔を出し，初めて会った人とも熱くデイス

カッションできる，そんな学会の雰囲気を楽しんでいました。

しかし初めて藻類学会の方々とお会いした時は，藻類につい

て勉強不足だったせいか，なかなか打ち解けられず少し寂し

い思いをしました。その後はE菜類学会への参加を重ね仲間も



156 

でき，学会への参加は今では日頃離れている仲間や先生方と

会うことができる楽しみなものとなりました。こうしていつ

の|間にかすっかり藻類学会に馴染んだ今は，過去の私のよう

に心細い思いで学会に参加する若い学生さんが打ち解けやす

いよう ，何かお役に立てればと思っています。

私にと って今の藻類学会の規模は全体を見波すには適当な

大きさのように感じられ，所属している他の学会に比べて安

心して身を置ける，そんな印象があります。それは規模の大

きさからだけでなく ，所属している方々の学会に対する，藻

類の研究に対する思いによるところも大きいと思います。少

しでも早く ，少しでも多く，より優れた研究が求められてい

る現代には，ともすると他人を蹴落とし，自分だけが先へ進

もうとする気速さえあります。勿論研究の場ではいつでもみ

んな仲良く手を繋いでという訳には行きませんが，自分の

持っている知識やテクニックをこれから藻類を研究しようと

している人達に惜しみなく提供し，各人がそれぞれより質の

高い研究を進めることができるようにと願いご尽力下さる

方々がこの諜類学会に多くおられることを心から感謝してい

ます。

はじめに書き ましたよう に，私のi菜類とのつき合いは修士

課程からで，卒論では陸上植物の生態学を研究している研究

室に在籍していたため， その時の私にはどこの大学へ行った

らi菜類の研究ができるのかという情報さえありませんでした。

そこで藻類の研究をしている研究室を傑し訪ね，全く何もわ

からない状態のままお話を伺うということが第一歩でしたが，

どの先生方も大変親切に対応して下さり，その時のことは今

でも感謝しています。しばらく研究から削れた後， 1Hj士課程

に戻った時も，所属する研究室の先生方だけでなく ，諜類学

会で主催された春の学校や訪ねた他大学の先生方からも多く

のことを学び，私の博士{日|究を進める上でその組にもなりま

した。この様な，所属を越えて藻類を研究する若者を育てよ

うとする姿勢はとても素H青らしいものだと思います。そして

私達も受け継いで行けたらと思います。

今後は，より多くの人がi菜類に関心を持ち，さ らに藻類学

会員がj首え，藻類の研究が益々発展し，学会の活動や引先が

社会にも何らかの形で貢献し続けられることを願っています。

学会員同士もより交流して互いによい刺激となり，時には厳

しく批判し合いながらも，励まし合いつつ一人一人がよりよ

い研究を進めて行くことができるよう願っています。また，

お世話になるばかりでなくそろそろ私も何かお役に立たなけ

ればいけないと思っていますが， 春の学校や採集会のような

ものがまた開催されるといいなと思います。そして学会員に

とって一番身近である藻類の和文誌への論文の掲載が以前の

ように増えることを願っています。

私は今現在，仕事では ij{~類以外の材料とつき合うことにな

り，平日は藻類を扱っていません。藻類以外の生物を研究す

ることも ，JI寺には視野が広がりプラスになることもあると思

います。藻類とばかりは言ってはいられない場合もあるかも

知れません。けれども私は，今後研究の現場からVJ!Eれること

があっても，末永く藻類を愛し，~築類に思いを寄せ，何 ら かの

71~で藻類の研究に携わっ て行くことができ ら と思っ ています。

藻類学会50周年を心からお祝いし，益々の学会および学会

自の研究の発展を祈っています。

(海洋科学技術センター)

水産植物学としての海藻研究

水田浩之

日本藻類学会の創立50周年を迎えるにあたり， 心よりお喜

び申し上げます。私はコ ンブ類やアマノ リ類など有!羽海藻を

研究対象と して，その栄養生理や繁殖生JAに関する研究に携
わっています。研究対象とする海藻種が産業上重要種である

ことから，主に水産科学の分野で活動しています。水産科学

は水産生物の生産と利用に関する学問であり，古くから海藻

類もまたその対象となってきました。そのため，水産組物学

という言葉も広く使われる ようになり，教科書:のタイ トルに

もなっています。応用藻類学の根底が一般藻類学にあること

は言うまでもあり ませんし，特に藻類学の知識を基礎とする

ことから，日本藻類学会から受ける恩恵、も計り知れません。

この度，藻類学会節目の年に筆を取らせて頂く機会を与えて

]頁きましたことは，今一度自分の研究を振り返る意味で大変



貴重な機会となり ，感謝いたしております。

水産植物学は，水産業を資することを目的とする応用藻類

学です。私は海藻研究に携わって 10余年になりますが，研究

を始めた頃には， 既に伝統的な栽培技術や加工技術が確立し

ており ，それを生かしながら新しい知識や技術を模索するH寺

J切にあったと認識しています。加えて，近年では地球規模で
の環境変化が深刻な問題になってきており ，日本のみならず

世界の沿岸環境も大きく変わってきています。このような状

況の中，私たちは，古くからある養殖や増殖の概念に加え，新

しい水産植物学の目指す方向性と理論を見出さなければなら

ない時期に来ている こと痛切に感じます。私のったない経験

から，次に上げる 2つの大きな謀題が私達に謀せられている

と思います。

第lの課題は，有用海藻の発掘とその遺伝資源の保存と改

良であり ，その研究分野は生物学，水産学，生化学，化学な

ど広い分野にまたがっています。また，海藻に含まれる抽出

物の中には栄養学，医学的に効用の高い成分が認められるよ

うになっています。この諜題の克服には，資源の保存法，目

的に合った培養系や実験系の確立，生活環の制1;t11，造伝情報

の検索，生理活性物質の単南Itなど多くの技術の雌立が必要で
あり ，研究者間あるいは産業界との癒接な情報交換の必要性

を強く感じます。第2の謀題は，沿岸生態系における有用海

藻の維持，管理，さらにはその量や質の予測であり，沿岸の

生態系の中で、海藻の機能や役割を把握した上で進めていく必

要があります。そのためには，海藻を取り巻く環境，水圏の

みならず陸圏との関係などから広く 地球規模で行われる研究
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の連携が求められます。その際，海藻の多様性を無視すること

なく ，群集，個体群，個体それぞれの更なる研究データの蓄

積が必要となってき ます。フィールドでの海藻研究に携わる研

究者も年々少なくなったという寂しい話題も聞かれますが，

海洋生物資源の持続的利用が国策として推進されることに

なったと聞いていますので，それも改普に向かう ことと期待

しています。

これらの諜題の克服には専門性を越えた議論が必要であ

り，藻類学会会員の皆様の協力が不可欠です。その意味でも

藻類学会の今後の展開が重要であり ，更なる発展を期待して

います。同H寺に海藻に研究するものとして，発想力や行動力

に富んだ多くの後輩達が育っていく環境を整えていく必要を

強く感じます。藻類学会にはそのしっかりとした土台としての

役割を今後とも担っていかれることを心から希望しています。

(北海道大学大学院水産科学研究科)

海藻屋にとっては， 厳 しい時代?!

江端弘樹

私の海藻屋人生のスター ト

大学3年生の室蘭での臨海実習で海藻という生き物を肌で

感じた。そこで初めて，吉田忠生先生と川井浩史先生から海

藻と触れ合う ことの楽しさを教わった。あの時に感じた「海

の中にはこんな生き物がいるんだワ!Jという感動が，私の海

藻屋人生の始まりだったと，ELっている。

その年度末，初めて清水での藻類学会に出席した。4年に

なる春のことで，右も左もわからなかった。 それ以降，私に

とって「学会J= r日本i菜類学会」となり今に至る。当時は，
書籍や論文で名前を見る先生方ばかりで，敷居が高いと感じ

た。今では，学会は「藻類に日々触れているイrjl聞の集まりJと
の気持ちが加わり， 一層，私の海藻屋としてのパックボーン

を担っている。

私は大学で海藻の系統進化をベースに3年間，様々なこと

を学んだ(つもりである)。そして， 1996年に就職し，現在7年
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目を迎える。入社以来海藻等の生物調査，種々の謀場造成，環

境修復等の企画 ・実行等，海藻に関する調査とコンサルテイ

ングを担当してきた。我々は，自らが担当する業務から 「ベ

ントス屋Jr測量屋」と自称することがある。これに習い，私
は「海藻屋」と名乗っている。

海藻にとって厳しい時代?!

海藻にと って日本の海は住みやすいだろうか。海藻屋の視

点で，彼らの住みやすさに関してマイナス条例ニを考えると，

悲しいことにいくつも容易に思い浮かぶ。「水質悪化等による

生育場消失H磯焼けH生態系バランスの崩壊Hキラー海藻
の脅威」等。一方，プラス条件としては，rl~自発者のー音1\が，

海藻群落を含めた沿岸生態系に関心、を持ってきていることj

が挙げられる。しかし，泊、場である藻場を埋め立てと直立護

岸等で消滅させても，補償金で、解決すれば良いとの発想は依

然根強い。

今，海藻にとって受難の時代であることは間違いないだろ

う。彼らのIUI.び声が聞こえないだろうかつ「こんなしんどいと

こには住んでられへんリと。

藻類研究者にとって厳しいH寺代?!

海藻屋が共に語るべき仲間である研究者にとっても厳しい

時代の様である。

「金にならないJと言われる自然科学の中でも，藻類学の多
くは基礎研究であり，近年の国立の大学 ・研究所での独立法

人化の流れの中では，研究予算獲得に一層の困苦が想像され

る。さらに，各種研究機関における藻類ポス トの不足も厳し

い現実である。l時限の短期ポス トでは，腰を据えて研究すべ

きスケールの大きな研究が敬遠されているのではないか。

一方で，藻類学会会員の多くは，公的研究機関に在籍し公

務員 ・準公務員として税金で研究している。社会から 「税金

の無駄遣いリ等様々な批判を浴びないように，広く社会に認

知lされる成果を出して欲しい。そして，私の海藻屋心をくす

ぐるような研究を今以上に進展させて欲しい。

今， i毎藻屋として思うこと，あれこれ

海藻屋にも気持ちゃ生活面でj厳しい時代であるが，暗い中

にも楽しさを見出しがんばっている。海藻屋と して，日々感

じていることを雑感的に記す。

(1)最近，環境配慮型事業という言葉を目にする。「環境配慮」

の名の下に環境に優しくない新たな開発工事(破壊行為)が行

われている。私は適切なコンサルテイングを続け，その方向

を修正したい。

(2)私は，農ー水省や経産省、関連等の各種公募予算に海藻を核に

据えた企画等で数多くチャレンジしている。しかし，生態系

を利用した研究企画は予算獲得が一般的に非常に難しい。私

の企画力の未熟さもあるが，行政や外郭団体職員の海諜を含

めた生物への認知|度の低さ，企画審査員に生物学に見識のあ

る先生が少ないことが主因であろう。一方，生態系・生物環

境等に関し理解の少ない外郭団体や財団法人等が官庁予算を

持っており，時に「何だこれは?Jという突飛な事業に予算が
付く 。一納税者としても もっと効果的な税金の使い方を望

みたい。

(3)生物調査業務を行う我々は，海藻の調査(採取サンプル分

析，目視観察調査)を様々な水域で行い，海藻分布と場の環

境に関するデータを膨大に有している。いずれは，これらの

有用データを集約し藻類研究に寄与したい。

(4)貴重な研究データ・成果を学会 ・論文等で公表してくれな

い研究者や，サンプル採集者を11珪視しがちな研究者(サンプル

上納?)等の存在も問題だ。

(5)仕事や組l床で様々な磯を歩き，様々な海にi替っていると，

その海にすむ生き物たちの「がんばり度」みたいなものを自

然に感じる。海水の|床そのものが違う絶望的な海や，磯焼け

状態の海でも，がんばり度が高かったり…。今後も，全身で

彼らの生き様を感じ，声を聞き続けていきたい。

(6)公私において，私は時にサンゴ屋になり南の海に行く 。水

中・陸の生物，空気等も含めた全てがおもしろい(一部，藻類

採集地案内「八重山諸島石垣島周辺」に記述)。サンゴと淘誌

の|略取り合戦や開発行為による自然へのダメージを!日Lで感じ

ている。赤土やオニヒ トデ等の影響を受けた荒涼とした海は

何とも淋しい光景だ。

最後に~海藻屋のつぶやき

時間を忘れて，磯を歩き，海にi替り，海藻達と触れ合うこ

とは非常に楽しいものである。学会の仲間の皆さん!ラボにこ

もらず，あのワクワクするようなフィールドで， EI頃実験材

料として付き合っている海藻たちの生の声を聞きに行きませ

んか?

私の夢は，年をとったら近所の子供述に海藻のことを教え

るような，まちの海藻オジイになることである。つい先日， 5 

歳の息子が水族館で展示のオオパモク を見て，rあっ!かいそ
うだ~J と 叫 んだ時にはうれしかった。 海藻オジイへの初め

のl歩であろうか。

(英容海洋開発株式会社)

「海の緑藻と配偶子の異型性の進化に関する

研究J-これまでの流れと将来への展望一
富樫辰也

私は北海道大学大学|完理学研究科博士課程に進学して以

来，海産の緑藻類を材料にして配偶子の異型性の進化に|却す

る研究を行っています。なぜutff:1i.ftの配偶子に異型性が進化す



左が著者。右は米国人共同研究者の P.A. Cox教授。USNational 

Tropical BOlanical Garden (Hawaii j.lj， Kauai烏)にて。

るのかという問題に関する研究の歴史は古く ，1 9 0 0年代

初めころからドイツの生物学者へルトヴイツヒらによってそ

の議論が始められ，進化とゲーム理論の研究で知られるイギ

リスのメイナードスミスらによっておもに理論的研究が盛ん

に行われてきました。それらの研究では，効率的にパー ト

ナーを見つける必要性と接合子の発生に必要な十分な量の資

源を供給する という配偶子に課せられた二つの役割に基づい

て配偶子異型性の進化を説明 しています。前者には，高速で

i永ぎ回ることが出来る “精子"のような小型の配偶子が有利

であると思われ，後者には， 大型で多くの資源を蓄える こと

が出来る“卵"のような配偶子が有利で、あろうと思われます。

このような相反するこつの謀題を同H寺に解決するために動物

をはじめとして多くの生物群において配偶子の異型性が進化

したと考えられています。

しかし， 私はこれらの理論的研究が本当に実際の生物に当

てはめられるのかどうかに関しては十分な検証が必要だと考

えています。たとえば，私が研究している海産の緑藻に関し

て言えば，配偶子に極端な異型性が進化しているものは少な

く，多くの種において雌雄の配偶子は同型かもしくはわず、か

な異型です。多くの理論に基づいて考えれば， 卵配偶のよ う

な極端な呉型配偶子接合を行なう極が多く存在していてもよ

いように思われます。そこで私が着目したのは多くの海産緑

藻の配偶子が示す正の走光性でした。私は，これはutlH1tの配

偶子が出会う場所を 3次元空聞から海面直下の2次元平面に

限定することによ って接合子の形成率を高めるための適応的

な形質ではないか，また，接合子が形成されると走光性が直

ちに負に切り替わるのは接合子が発生に不利な深場に流され

るのを防いで、いるのかもしれないと考えました。この仮説は

実験によって確かめることができました。従って，i毎産緑藻

の配偶子が極端な異型配偶に進化しないのは，雄性配偶子が

小型化する ことによって眼点をは じめとする走光性器官を

失ってしまうと，走光'性を使った有利な接合子形成システム
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が維持できなくなるからではないかと考えられます。我々は

このような極には走光性を有効に用いることが出来る昼間に

配114~子の放出を同調的に行なえる ような仕組みがあることも

見つけました。

しかしながら，この壁を乗り越えて異型性を進化させた緑

藻がいます。それは，Blyopsis plul110saをはじめとするハネモ

の仲間です。ハネモの雌性配偶子は一般に大型で・眼点を有し

ており正の走光性を示します。ところが，雄性配偶子は小型

で限点を持たず走光性も示すことが出来ませんでした。私は，

「正の走光性を示して海面に向かう雌|生配偶子と走光性を示さ

ない雄性配偶子が効率的に出会うことが出来るのだろうか?J
という点に疑問を持って実験を行ない，これらの雌性配偶子

にはtit性配偶子を誘引する性フェロモンが存在することを発
見しました。すなわち， これまでの理論的な研究では全く考

えられてきませんでしたが，海産の緑藻では，広大な海の中

で極めて小さい雌雄の配偶子が効率よく出会える ような仕組

みが発達しており，配偶子に極端な異型性が進化するために

は走光性と走化性の組み合わせが重要な意味を持ってくるら

しいことが明らかになってきました。さらに，我々の近年の

研究からは，これらの事柄は配偶体が生息している環境や株

の分布線式とも密接な関係があるのではないかということも

j阿ってきました。

私は現在，千葉大学j海毎桁i洋羊パイオオ-システム石初研j河f究セン夕一でお

もにこれらのアイデデFアをよりキ布将桁j'行BYj密な方法で

開しています。それはいくつかの重要な柱から成りますが，

そのひとつが電子計算機を用いたシュミレーションシステム

の開発です。これによ って条件を変えながら様々 な種に閲し

て繰り返し行なうことが難しい接合子形成実験を再現するこ

とが出来るようになりました。この仕事は民間のシステムエ

ンジニアとの共同作業で行ないましたが，生命現象を機械の

言葉で表現することはなかなか困難で、， エンジニアともずい

ぶん議論を闘わせました。このシュミレーションと数学的手

法を組み合わせることによ って，海産緑藻における配偶子異

型性進化のメカニズムを解析しています。もうひとつの柱は，

理論的に考えられる配偶子異型性の進化プロセスを分子系統

学のデータに基づいた種間形質の比較法を用いて検証してい

くことです。このような系統関係を考慮した種間比較は，近

年急速に発達した分野ですが，この手法を取り入れることに

よって，これまで藻類学会誌などを中心に多くの日本人研究

者によって蓄積された様々な種における配偶子の大きさや行

動などのデータを正しく解析しながら進化の道筋を確かめる

ことができ ると思います。さらに，共同研究としての性フェ

ロモンの化学構造解析も重要な研究テーマとして位置付けて

います。

私は藻類のユニークで多様性の高い生命活動に魅力を感じ

て研究を始めましたが，期待は裏切られることはありません

でした。これからもこのすばらしい研究材料に軸を置くこと

によ って，新しい生命現象を見っけながら，その意味を解析
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していくような研究を行なっていきたいと考えています。そ

のための情報の交換，人的交流の場所としての藻類学会の重

要性は極めて大きいと思います。

(千葉大学淘洋ハイオシステム研究センター)

研究， 学会について思うこと

平岡雅規

アオサの研究

卒論に単子葉植物の光形態形成をテーマに取り組んでいた

が，海藻類のより単純な形態の方が生理学的な解析が楽なの

ではと考えて諜類学に飛び込んだ。以来，今日に至るまでア

オサ研究に挑わって 10年が過ぎる。当時，まわりの先生方に

は，多核緑藻はよいが単核緑藻であるアオサをやっても意味

ないよと言われながらも，私にとっては魅力があったのでこ

の材料で砂f究を続けた。アオサがおもしろいのは，(1)体制胞
が数日のうちに細胞質を分割して生殖細胞を造る。(2)生殖細

胞が光に強く反応して泳ぎ回る。(3)雌t.H配偶子にほとんど性

差がない。(4)雌雄配偶子は単為発生する。(5)雌雄配f肉体と胞子

体は形態的，生理的にほとんど同じ。(6)休のっくりが単純。(7)

多加|胞にしては藻体の生長がかなり速い。 .• .といった点

など，他にもまだまだ挙げられる。研究テーマはいく らでも

考えられるが， その ~I:Iで私の最大の研究テーマは ， 単為発生

できるのになんで有性生殖するの?という疑問である。有性

生殖過程では，わざわざ減数分裂を経て， utif1r:R配偶体を作り ，
さらに雌UH配偶子を合体させて胞子体を作る。有性生殖には
いろんなコスト(性のコスト)がかさむ。単為生殖できるなら

そんな手の込んだことをせずとも胞子を放出して新しい個体

を作る単純な系で，子孫はたくさん作れる。めんどうな有性

生殖はどのように維持されるのだろうか?最近，単為発生ば

かり繰り返した挙げ、句 ， 有性~U倍能力を失ってしまったと思

われる無性生殖種をいくつか見つけた(ただ今投稿中)。これ

ら無性生殖粧の核相は単相(11)もしくは複相(2吋であった。シ

ダやコケを含む陸上植物の無性生殖種の進化はたいてい核相

の倍数化が伴う。そのため，陸上植物で無性生殖の進化を考

えるには，核相の倍数化とりJりI)J!fしては考えられない。アオ

サ類で、の1!11;性生殖の進化は核1、目の倍数化を伴わないので， W: 
性生殖の進化と核柱l倍数化を切り自If~して考えることができる 。

アオサ類のこの特徴を生かして無性生殖と有性生殖の問題を

あぶり出したいと思っている。

f涯を食うために
上述のような研究はお金にならない。つまり飯が食えな

い。海藻で飯が食えないか?や11戸を追い出されてそう考えて

いたら，1止の中広いもので助けてくれるいろんな人達が次々

現れた。そうして高知lに移り， ?~~府 7)(に巡り合わせてもら っ

た。この海水を上手に使うと爆発的に海藻をI首殖させること

ができる。工夫を重ね，スジアオノリ，ハパノリ，アマノリ

などは l週間で l旧01倍音以-'上lヒ二に:T:垢t目即目

ワカメやコンフブやでで、は51倍音以上。単官lfiの高いものを選んで、深層

水養殖にチャレンジしている。たまたま，狂牛病や環境ホル

モン， j良薬残留問題など，食の安全性についての世間の目は

厳しくなっている。このH寺流はこちらにと って都合がよい。

水深200m以深より汲み上げられる海洋深層水は養殖水とし

て利用できる最も汚染の少ない海水で、ある。この海水で養殖

された海藻は最も清j争だろう。現在，高知県室戸市の採用水

j汲み上げ施設で、は漁協がr.1:I心となって，周年安定生産，ij'j f，fl 

製品を売りにした深層水による高級海藻養殖事業を準備して

いる 。 おそらく， 2 ~ 3年以内にま っ たく新しい海藻養殖事業

が開始されるだろう。これがうま く展開できれは¥私も飯を

食うことができるようになる。目下，この事業に賭けている。

藻類学会について

若手会員としてこのメッセージを書いている私達の世代よ

りも，先輩世代のほうが活発に研究活動を行っていたのでは

ないかと感じる。他の若手研究者ーからも韓国にそのうち追い

抜かれるという意見が間かれるから，学会内の研究活力の低

下を感じているのは私だけではないだろう。学会を引っ張っ

てゆける若手研究者って誰?という話になると数人の名前し

か挙がらない。なんでそうなっているのかは，人材育成と人

事に問題があったからだと思う。特に人事は，なんでそうな

るの?と首をかしげたくなるものがある。 納税者として許せ

ない気持ちだ。そもそも藻類関係のポストそれ自体が少ない

のであるから，も っと将来のことを考えて決めてほしい。こ

れからも独立法人化の波で、ポストは削られてゆくだろう。そ

れに教授，助教授，助手がそろう従来型研究室は解体される

何l向にあるから，より個々の能力カ{fl=月われることになる。若

手はボスに付き従うだけではダメ になってきている。世の中，

術造改革が叫ばれて吸収合併今が踏んだ。10年， 20年後に来た

して日本J菜類学会はその形をとどめているのだろうかつ若手

のみなさん，特に大学の教官のl般にある人達がんばって下さ

い。失業者5%，年I'M'J自殺者3万人突破のH寺代に山税を使い

生活を保障されて研究に打ち込めるのだから。

(高知県海洋深J~1水研究所 NEDOフエロー)



藻類が地球を救う ってホント?

罵田 智

日本藻類学会創立50周年，おめでとう ございます。私が藻

類に出会ったのは山形大学理学部3年生の夏でした。福島県

裏磐梯にある桧原湖や五色沼でL植物プランク トンを採集し顕

微鏡で覗いた時の驚きは今でも忘れられません。色彩豊かで、

様々な形をした小さな生き物がタルクルしてたりジッとして

たり ・ 。新しい世界を発見した喜びでなんだかワクワク

したのを覚えています。あれから 10年，何の因果か今でも

とごっぷりi菜類の世界に浸かっています。渦鞭毛藻，淡路島の

海藻相，紅藻テングサ類，緑藻アオサ -アオノリ類，緑藻ミ

ル類と心の趣くままにi築学に親しんできました。特に分類 ・

系統・進化にはまり，フィールドワーク，形態観察，微細構

造，核相，生活史，色素分析，分子系統などの調査 ・解析を

通して問題点を採り出し lつlつ解決してきました。いま目

の前にある藻類達がどのような種類で，どのような形や特徴

を持っていて，それらがどのような類縁関係にあるのか，ど

ういう順番で進化してきたのかという疑問を解決することは

私にとって興味深いことであり，今後もそれらの研究を続け

ていきたいと思っています。

分類 ・系統・進化に関する研究で，いま最も知|りたい事は，

種や属を認識する分類形質(色素粧|成，形態，雌tH性，化学
物質など)がどうやって進化してきたのかということです。

例えばアオサ類にみられる深所性シホナキサンチン保有種は

どのようにして浅瀬性ルテイン保有種から (に?)進化した

のでしょうか。また，無分校のウスパアオノ リから分校する

スジアオノリが種分化した時，スジアオノリに何が起こ った

のでしょうか。さらに，雌雄異株のオパクサ属から雌tlt同株
のユイ キリ属へと進化したとき，遺伝子レベルでどのような

ことが起こったのでしょうか。さっそく着手しようと思って

いるのは高知県四万十川に生育するスジアオノ リの問題です。
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四万十川では河l二lから8km 仁流までスジアオノ リが両岸に

びっしり生育しています。ところがその形態は，上流のもの

は校が剥11く何度も分枝するのに対し河口のものは幅広く分校

していません。中間地点では中間的な形態持ったアオノリが

生育しています。ITS領域の塩基配列をみてみると，これら

のサンプル問に変異は見られません。この興味深い現象の解

明を通して，生態 ・形態 ・種分化に関するおもしろい知見が

得られればと期待しています。

藻類のうりは多様性だけではありません。遺伝子組み換え

により高い光合成能を持った微細藻類は地球温暖化をくい止

める救世主に成り得るでしょう 。また，どんな環境でも生育

している藻類は地球環境の現状を理解させ環境破壊の程度を

教えてくれる使者と成り得るでしょう。さらに J ?:菜類のカル

チヤーコレクシヨン化が進みマリンバイオテクノロジーが発

展する ことで様々な分野の研究者が藻類を使って普遍的な生

命現象を理解するでしょう。そして，海中林とよばれる陸上

の森に相当する大規模な生態系は， 今後も魚をは じめ様々な

海の生物の生活 ・繁殖の;場を与えるだけでなく，水質浄化に

も大きな役割を果たしていくでしょう 。

しかし，なんといって も今注目度Noo 1で今後最も発展し

ていくのは藻類に含まれる有用物質の探索 ・ 単PJl~ .利用に閲

する研究ではないでしょうか。コンブに含まれるフコイダン

がガン細胞のアポトーシスを誘導するとか，ソゾノハナに含

まれるブロムインドール系化合物が院内感染で問題となって

いる MRSAに有効だとか。これまでにも様々な生理活性物質

が藻類から単離されてきましたが，まだまだ多くの新規有効

物質が藻類の中でHft!.っているのではないでしょうか。藻類の

多方面にわたる応用化が実現できれば，食用以外での海藻類

の増殖 ・養勉産業といった水産業の発展，ひいては地域産業

の活性化に貢献できるかもしれません。

私自身の反省なのですが，藻類が多機な故に?これまで自

分の専門分野だけに固執してきた懸念があります。今後は

n架jとついた研究は言うに及ばす，様々な生物の分類学，生
態学，水産学，生化学，分子生物学などにアンテナを張り巡

らせ幅広い視野に立って面白く てためになる研究をしてい

けたらなぁと思っています。また，私を含む若手分類学者が

切礎琢磨し，近い将来，分子系統に次ぐ新たな風を分類学に

吹き込むことができればと思っています。

ri.築類のどこが面白いの ?Jと他分町・の友達は不思議がり
ます。今，彼らの問いに答えるなら.r系統的 ・形態的に多様
だから，進化のrl"rMl段階だから，何に付けてもへンテコリン
だから好きなのかな.JfJlf.らないことだらけだから面白いのか

も。でも一番ワクワクするのは藻類が地球を救っちゃうかも

しれないって事。自分のjiJI究が自分の知的欲求を満足させる

だけじゃなくて， 社会や人に貢献できたり 地球さえも救え

ちゃう，そんなすごいことができるかもって期待させてくれ

る藻類が臼慢でもあるし面白いんだよ。J
(北海道大学先端科学技術共同研究センター)
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藻類学会に入って 14年目

峯一朗

海藻分類学の教室に所属していた大学院2年のときに入会

して以来，論文を投稿したり学会で発表させて頂くようにな

り，また，多くの藻類研究者と知り合うことができました。後

に幸いにも諜類の研究を続けられる環境で臓を得る一方，学

会事務局のお手伝いもさせて頂くようになり，藻類学:会は自

分を育ててくれた学会， r入っているのが当たり前Jというべ
き存在になっています。そこで本企画を機会に，ひとりの研

究者として「藻類学会に所属している意義」というものを少

し考えてみました。

現在の研究テーマは， r巨大細胞性藻類における形態形成
機構Jというものです。細胞の分裂や成長といった形態形成
の現象は原核/真核，1ItlJ/植物を問わず株々な生物で研究さ

れていますが，菌類や藻類を含む植物の形態形成では，細胞

壁の形態変化を伴った不可逆的な細胞形態の変化が起こると

いう特徴があります。その中でも体構造の単純な藻類では，

形態形成を行う個々の細胞を直接観察することが可能になり

ます。また，私が使っているハネモ，パロニア，カサノリ，フ

シナシミドロといった巨大細胞性藻類では，その種に独特な

形態形成が大きな規模(細胞の大きさは数ミ リから数センチ

に達します)で行われるので， 細胞のいろいろな領域につい

ての実験が可能になります。つまり，これらの巨大細胞性諜

類は細胞自体の形態形成過程の観察と解析に有利な材料とい

うことができます。例えば，先端成長という細胞の局所的成

長様式は， 花粉管や根毛，菌糸をはじめ様々な植物に見られ

ますが， 細胞の成長に大きな要因である細胞壁の伸展性を調

べるとなると，マイクロマニピュレーションが可能な巨大五111

胞性藻類で初めて可能となります。更に一般的な例として，

古くから電気生理学の材料に用いられてきた車i!QI!藻類や「緑

の酵母JChlamydomollasを始めとする単細胞性藻類を用いた
創11胞レベルの微出111形態学，生理-生化学，遺伝分子生物学

的研究は，Arabidopsis全盛の今なお盛んに行われており，こ

れらの藻類を用いてこそ得られる大きな成果を上げています。

研究方法の「セン トラルドグマ」に続いて研究材料の共通化

が進んでいる現在，現象の本質を見据えて様々な生物の1:1"か

ら実験に最も適した材料を求める研究者から見れば， ~~~~，兵は

魅力ある生物といえるでしょう。

このように「ある現象を研究するのに有利だから諜類を使

うjという考え方があります。現象を研究するためには材料

を選ばないが，その -つが偶然謀類であった，という研究者

もいるでしょう 。i築類を用いて優れた研究業績を上けられた

方でも，藻類学会に所属されていない場合が少なからずある

ようです。細胞生物学の分野は，藻類学会でγ犬してメジャー

な研究領域ではありません。例えば藻類学会の会誌に偶載さ

れた論文や学会発表の内容を見ても系統分類学分野の研究が

かなりの部分を占めています。他の生物界につながる多械な

系統からなる「藻類jが系統分類学の対象として抜きん出て

興味深いグループであり，学会の名称自体が「藻類」という

分類群の名を冠しているからにはこの状況は当然とも言え

ます。

一方，前述のような研究材料の意義付けは私にと ってある

意味キレイ事の部分もあります。正直なところ藻類に対する

愛着のような意識，また，今更よく匁lらない他の材料に手を

出すのはwl~ しいという技術的な制約などから i菜類の研究を続

けている面もあります。「自分の研究材料を白紙の状態から本

当に吟味したのかJと言われれば「身近に藻類があって，そ
こにメリットを見出したから使っているjと答えるしかあり

ません。外国では，かなりの業績を上げた研究者も藻類の研

究から退かなければならない，という現実を度々耳にします。

現に私がi持在したカサノ リで有名なドイツの研究者が主宰す

る研究室も今では Arabidopsisが主な研究材料となっていま

す。自分がこのまま藻類の研究を続けるべきかどうか，はい

ずれ自分で考えるとして，続けて行くことができるのかを考

えると，それは藻類学の将来にかかっていて， i;五類学会の今

後のあり方と無縁ではありません。

n築学の進歩普及を図」ることが藻類学会の目的であると
して，学会の存続 ・発展にとって現在さまざまな謀題がある

と思います。「諜学の進歩Jつまり学術的な研究の而では
Phycological R巴searchの更なる充実が不可欠で、しょうし，シン

ポジウムや集会の開催から個別の発表における質疑応答に至

るまで，他の大きな学会でも藻類学会員の存在をアピールす

ることも重要です。ri築学の普及」について言えば， .1止問一般
で「分からないことは藻類学会に聞けJといわれるような情
報供給源になることも目標となるでしょう。教手ltjjーから藻類



の名前が消えようとしている現在J青少年のための藻類学入
門jも後々効いてくる啓蒙活動になると思います。これらの

中で私自身が実行しているものは残念ながらほとんどありま

せんが，自分が藻類を使って仕事を続けていくために，微力

ながら何かのお役に立てればと考えています。

「外jも向いて歩こう
石田健一郎

(高知大学理学部)

先日J[i臨場の同僚の一人 (深類学会会員ではない)に，藻類

学会を「外」から見てどう 思うかを1111いてみたところ， r藻類
(学)という枠を世代意識し，マイノリティーであることを自

ら認識して一致団結して頑張っているが，それが同時に近寄

りがたい雰囲気を醸し出している」という答えが返ってきた。

もしかしたら藻類学会の「内Jと「外」の聞の垣根は思って
いたよ りも高いのかも知れない。少なくとも一部の人にはそ

う映るのは確かなのであろう 。

藻類を研究する動機には2つあるように思う 。一つは藻類

そのものを知りたくて研究する場合，もう 一つはある普遍的

な現象や機能を知るための扱いやすい材料として研究する場

合である。よく藻類学会は， r藻類jという材料を基軸として
様々な分野の研究者が集う学会である，と言われる。つまり，

両方の研究者がバランスよく集う学会であるという ことであ

ろうが，これまで藻類学会はどちらかというと，藻類そのも

のを知る研究を志向する人が中心の学会で、あったと言ってよ
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いと思う。この「偏り」は以前から指摘されてきたことであ

り，藻類を材料として研究している人全てが集える学会にし

ようという声は 10年も前からある。しかし今になってもその

「偏り」に変化がないのは先にのべた垣根の高さに一因があ

るのかも知れない。この垣根を低くするにはどうしたらよい

だろうか?それは，藻類学会の「内jにいる人がもっと「外j

を向くことではないかと私は思う。ここで言う「外 (本当は

外とは11手びたくないが)Jとは 生物群としての rI菜類の外J
であり，分野としての「藻類学の外jであり， r日本の外」で
ある。

まず 「藻類の外Jであるが， 10年前に行なわれた本企画と
同様の企画で，現在は北海道大学の堀口健雄氏が寄せたメ ッ

セージの書き出しは次のように始まる。「真核細胞の葉緑体

は，細胞内共生という過程を経て獲得されたものであるとい

う仮説は，今日では広く受け入れられつつあるん この10年

でこの一文はどう変わったであろうか?今日では，葉緑体が

細胞内共生を経て獲得されたことは疑いようのない事実とし

て知られている。さらに， 全ての葉緑体の起源はおそらく

たった一つのラン藻であったこと 二次共生という過程を経

てその葉緑体が様々な原生生物の系統に水平伝播し，新たな

光合成生物のグループが誕生してきたことなどが明かとなっ

ている。従って，先の一文は今日では「葉緑体は細胞内共生

という過程を経て獲得されさらに二次共生によって他の生

物群へと伝播することで，今日の多械な真核光合成生物のグ

ループが生まれたことは進化上の事実として広く認識されて

いるJとでもなるのであろうか。この学問上の進展は，r藻類J
に対する我々の認識を大きく変化させることになった。「藻

類」は異なる系統の生物群からなる多系統群であり ，各藻類

1洋がそれぞれ特定の原生動物と近縁であって， r藻類Jが明ら
かにj京生生物に含まれることや原生動物とされてきた生物

群の中にも「藻類(だった)群」として認識できるものがあ

ることが，厳然、たる事実として我々の目の前に提示されてし

まったのである。このことは「藻類」をもっとよく知るため

には原生生物の中の 「藻類J以外のもの (藻類の外)にも目
を向けていかなければならないことを意味する。これからの

藻類学は，r藻類jが原生生物界という海に散在する島々であ
ることをしっかりと意識しつつ発展していくことが必要である。

次に「現在の藻類学の外」だが，たとえばゲノム生物学を

例にと ってみたい。ゲノム生物学の進展は，最近の生物学に

おける最も大きな変化の一つである。動物はもちろん陸上植

物やラン藻の生物学の多くは既にゲノム情報を中心に動いて

いると言ってよい。ゲノム情報をベースに新しい研究手法が

次々に生まれ，新しい知見がどんどん蓄積している。さて，藻

類学はこれまで培養や顕微鏡観察，分子系統解析などを中心

に発展してきた。特に微細構造)ff!t析では独自の世界を築き上

げてきた部分もある。しかし残念ながら，ゲノム生物学に関

してはかなり遅れをと ってしま ったと言わざるを得ないので
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はないだろうか。ゲノム情報は生物学全体の共通言語である

から，それを身につければ他の生物の研究領域と同じ言葉で

コミュニケーションできるようになる。そして，それがこれ

までの伝統的なi菜類学と融合すれば藻類学の新しい方向性が

出てくる可能性もあるはずである。ここで述べたゲノム生物

学は一例であるが，これからは今までの伝統的な藻類学を継

続する一方で、，その「外」の様々な分野にも積極的にアプロー

チしていくことが大切で、はないだろうか。

最後に「日本の外Jであるが，藻類学会にとって「国際化j
は近年の大きな変化のーっと言える。学会誌が英文誌と和文

誌にわかれ，英文誌は本格的な国際誌として歩み始めた。ま

た，アジア・大平洋J菜類学協会が本絡的に稼動しはじめ，日

本藻類学会はその主要な構成員として他をリードしていくこ

とが期待されている。この流れは大変良いことだと思うし，

これをさらに継続-発展させていかなければならないと思う。

が同H寺に，本当に日本?菜類学会はこの重役を担っていけるの

か， 一抹の不安ーもある。私は，もっと多くの人，特に大学院

生やポス ドクぐらいの人たちが積極的に外国に出て活躍する

ようになることが大切だと思う。そうすることで， 言葉や文

化の垣根が低くなるであろうし，それ以外に真の国際化への

近道はないとも思う 。

ここまで「外」を強調して書いてきたが，最終的には，我々

一人一人が上に述べてきたような姿勢でいることで「外」と

の垣根が低くなり，やがて「外」だ、ったものが「外」でなく

なるのではないだろうか。学会は結局のところ所属している

人が何をするかにかかっているのだと思う01内」にいる人が
「外」のようなことをすれば，それは「内」になるのだと思う。

(金沢大学理学音[1生物学科)

藻類 -環境研究・カルチャーコレクション

河地正伸

フィールドに出たときに思うこと。この水にはどんな微細

藻がいるのだろう ?色づいた水だが一体何者だろう?見た目

は透明だがプランクトンネットをヲ|くと何かしらおもしろい

種がいるのではなかろうかつこのようなことを考えながらの

採集は楽しい。単細胞とはいえ，複雑な細胞構造を観察でき

るし，細胞の動き，泳ぎ方などを見ているとH寺の経つのを忘

れてしまう 。中には異種・同種間で何やら干渉しあってい

る・・・， 一体こいつら何をやっているのだろうと想像をた

くましくして，怪しげな仮説を立ててみるのも楽しい。思え

ばこうしたことに楽しさを感じていたのが，この道に入る

きっかけとなったのだろう 。最近めっきり楽しむH寺間が減っ

てしまったのが悩みの種である。

私が所属する国立環境研究所は， 1974年に国立公害研究所

として発足して以来， 日本における環境研究の中心的役割を

担ってきた。環境問題は，かつての公害のように特定地域で

発生する問題から，有害物質と廃棄物の問題，生物多様性の

問題， 更に地球温暖化など全地球的規模で幾世紀にもわたる

複雑化，多様化した問題としてクローズアップされている。

本音を言わせてもらうと，あまりにも多岐に渡るプロジェク

トが進められていて，こんなプロジェク トカfあったのかと思

うことすらある O

i菜類と環境問題との関わりは様々である。赤j帆アオコと

いった藻類の大量繁殖，中には毒，オゾン層破壊物質などの

有害物質を生産する種や病原性をもっ種もいる。これらは生

態系，人聞社会に直接・間接的に有害な影響を及ぼすいわゆ

る環境問題の原因生物である。微細i菜類など微生物は非常に

多様性の高い生物群であり，生態機能も多岐に渡る。我々の

想像を超える環境問題が微生物によってもたらされること

がftt:'1其されており，環境と微生物に関わる現象解明とその対
策が将来に渡り求められている。J菜類の多様性と分類に関す

る知識は，これに対応する重要な拠り所である。環境に関わ

る様々な問題と向き合う機会の多い職場に身を置いているが，

今後も積極的に職場で藻類を宣伝していきたいと思う 。藻類

学会からいろいろなアイディアを得ることもあるだろうし，

逆に職場で得た環境研究と藻類に関するアイデイアを深類学

会に提起していくつもりである。

現在私が関わっているカルチャーコレクションは，匡|立環

境研究所の環境生物保存棟内にあり，微生物系統保存施設と

いう名称で少;[1られる。本施設は赤潮lやアオコなど環境問題と

関連する微細藻が多数保存されている点に特色がある。分類

群によ ってばらつきはあるが 10門18綱に及ぶ多械な微細|諜

も維持されている O 保存株リストを定期的に刊行し，株の分

譲と寄託受付を随時行っている。最近ではホームページ

(http://www.nies.go・jp/biology/mcc/home.j.htm)から，保存株情

報が閲覧できるし，分譲や寄託手続きを電子メールで行える

ようになっている。なお施設の詳細は日本微生物資源学会誌



2001年第 17巻l号37頁で「微生物保存機関巡り (2)Jとして

取り上げられているし，保存業務に閲しては「遺伝2001年5

月号 (55巻3号 102-104頁)Jにも詳しい。ここで、は別の視点

から少しカ lレチャーコレクションの宣伝をしておきたい。

現在，培養株を用いた多岐に渡る研究が，多数の学術雑誌

に掲載されている。昨今の分子系統に関する研究の進展は目

覚ましいが，これも培養株が必須の研究である。こうした研

究に使われた株はコレクション由来のものもあれば，そうで

ない株もある。研究の終了と同時に株を廃菜ーする研究者もい

れば，ありがたいことにコレクションに寄託される方もいる。

培養株を自分で確立したことのある方ならお分かりと思うが，

株の維持には，多大な労力とI時間とお金が必要とされる。多

くの場合，何かのきっかけ(ヲ|退，研究終了情養庫の故障

等々)で処分されてしまう 。株を研究に使い続ける;場合，愛

着を感じている場合，二度とお目にかかれぬレアものの種と

いった場合でも， 10年20年と保存し続けるには特別な思い入
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れが必要である。ここで是非とも理解していただきたいこと

は， 一人の研究者が培養株を利用する場合，その用途は限ら

れるが，カルチャーコレク シヨ ンを通じて公開されたと き，

保存株は1!!f，I恨の可能性をもつようになることである。カル
チャーとは微生物株を意味するが無限の可能性を秘めた人

類共有の「文化j的財産と読み替えることを提唱する人もい

る。こうしたカルチヤーコレクションの役割への理解が，長

期に渡り保存株を維持し続ける原動力になるのだと思う。カ

ルチャーコレクショ ンが健全に堅実に運営されている こと，

すなわち様々な研究者から多種多様な保存株が寄託され，保

存株が施設で大切に維持され，そして多数の研究者に保存株

が分譲されている こと，これはすなわちその分野の研究が高

いアクティピティを維対二していることに{也ならないのではな

かろうか。匡l立環境liJI究所微生物系統保存施設と日本藻類学

会の更なる発展に力を尽くしたいと考えている。

(匡l立環境研究所)
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Algae2002高校生ポスタ ー発表参加記

北海道ノド樽市忍路産の紅藻ペニスナゴについて

STUDIES ON A RED ALGA， SCHIZYMENTA DUBYI FROM 

OSHORO， OTARU， HOKKAIDO， JAPAN 

北海道札幌清田高等学校佐藤大輔(理科音1¥2年).藤原

佑車ili(同3年)・佐藤輝夫 (指導教員)

百百ヒニ，
17.ご巨l

北海道小郷市忍路産の紅藻ペニスナゴの生殖季節(フェノ

ロジー)について， 2000 年 4 月 ~ 2002年6月まで月 l回以上

の採集部l査と，生活史を知る目的で室内培養を行った。

その結果， 配偶体である葉状休 ( utH:tH 同株)は 2 ~ 9 月ま

で確認され，造精器の精子は 2 ~ 8 月，造果昔話の受精毛等は

5 ~ 7 月， 護果は 6 ~ 9 月 (成熟率 ， 最大 7 月で 85.7 %)，殻

状凹分)j包子体は(成熟は9月~翌年2月で最大 11月で 100%，

四分胞子嚢は環状)は通年採集された。水稲上昇と日長が長

くなる夏季に配{肉体が成熟し，受精後に果胞子を放出する。

水温下降と日長が短くなる秋~冬季に放出された'*胞子が

発芽，生長して殻状四分胞子体が成熟する。護果から放出さ

れた果胞子及び四分胞子体から放出された四分胞子をPES培

地で培養した。その結果，果胞子からの培養では発芽，生長

し盤状体から殻状体となり， 1m分胞子からも総状体から殻状

体となり，その上に直立体を生じた。

Algae 2002 Tsukubaに参加して

北海道札幌清田高校理科部で、は紅?~~ペニスナゴについて 2

年程前より研究しており，今回の学会に発表させてIeiきまし

た。学会発表は初めての経験でこのような機会を与えて下さ

り有難うございました。学会では多くの先生方の研究を見る

機会もあり ，様々な諜類があることや研究方法等もまnること
ができ，勉強になりました。発表の|僚は多くの先生に前評し

て頂き今後の研究の励みとなりました。海外から来られた多

くの先生からも質問等も受けましたが，言葉を理解すること

ができず苦労しました。懇親会でも多くの先生方に声をかけ

て頂き，また大変興味深いお話しを伺うことができました。

このような出会いからオースト ラリアのウエスト先生からは

メールやペニスナゴに|羽する論文を送って頂いたり，また千

栄県にある];1U1¥大学の吉IIi奇先生を 8月に訪1I.ljし，多くのベニ

スナゴの標本を拝見させて]買く等の機会にも恵まれました。

今回の学会参加，発表は貴重な経験となりました。(佐藤大)

筑波の1=1:オ可決類学会に参加して

200211三の筑波での藻類学会に参加させて頂きました。その

日は僕にと ってとても心に残る日となりました。学会に参加

する 2ヶ月前に迎科部の先生から知らされました。そして学

会には外語人の方も来られるので，自分たちの研究を英語で

説明できるようにしなければならないことも知らされ，英語

のポスターをワープロでイ乍ったり，放課後に練習をしたりし

ながら当日を迎えました。その日は予想を超える外国人の方，

藻類はもちろん生物学に精通した先生方を目の前にして，不

安が募りました。しかし，この学会の目的は自分たちの発表

だけではありませんでした。会場には自分たちの研究を含め

たたくさんの研究がポスター発表されており， I~I 分たちの研

究している分野から全く別のものまで様々でした。それらか

ら学ぶことも多くありました。しかしそれ以上に勉強になっ

たのは発表のH寺でした。発表の後，様々な先生が自分たちの

わからなかった点，疑問，そしてこれからの研究発展へのア

ドーパイスをして下さりました。

また，その日の夜の懇親会はとても楽しいものでした。

様々な研究をされている先生方から，たくさんのお話しを伺

うことができました。この懇親会はとても印象深いものでも

ありました。高校生の1I守にこのような貴重な体験ができたこ

とを大変うれしく思っています。これらの経験は残り少ない

高校生活の良い宝物となりました。有難うございました。

(藤原)

AIgae2002に参加しての感想

7月のつくばでの AIgae2002に参加させていただき有鋭う

ございました。このような機会を与えて下さ った日本藻類学

会に感謝致しており ます。生徒にとっては良い経験になった

ことと思われます。高校の理科や生物関係の部(クラブ)活

動で、は以前は研究や調査の成果を発表する機会が少なかった

のですが，最近では高校生も学会や研究会で発表できる機会

が地えてきております。生徒たちは7月のつくばAIgae2002を

終えた後，8 月 2 ~ 4 日まで 1::1 本生物教育会 ・ 日本生物教育学

会全国大会 (i略農学園大学 ・札幌大会にてポスタ一発表)， 8 



月 7 ~ 10日まで全国高等学校文化連盟神奈川県大会(横浜市

立大学にて口頭発表)に参加し 忙しいけれど充実した夏休

みを送りました。現在は2学期が始まり ，また新たな気持ち

で学校での勉強と藻類の勉強を続けております。生徒の感想

ではつくばAIgae2002が一番良かったと 申しております。多

くの藻類が専門の先生に多く のア ドバイ スを頂き， 感動した

とのことです。本当に多くの国内外の藻類学者と交流でき，

例えばW巴st先生からはメールをもらったり ，論文を送っても

らったり ，Yarish先生やWynn巴先生にも芦をかけていただい

たりと，また，千原先生，吉田先生，堀先生，白岩先生，原

先生等からは様々なお話しを伺うことができ，楽しかったよ

うです。懇親会に出席できたこと 表彰式まであったりして

感激したようですし，今後の勉強にかなりの励みになった

AIgae2002であったと思われます。(佐藤輝)

海藻ホソジュズモの環境に対する生理的特性

RELATlONSHIPS BETWEEN PHYSIOLOGICAL 

PROPERTIES OF CHAETOMORPHA CRASSA 

(CLADOPHORALES， CHLOROPHYTA) AND 

ENVIRONMENTAL CONDITIONS OF ITS NATURAL 

HABITAT 

宮城県気仙沼西高等学校尾形晃子，森谷 祐美

宮城県気仙沼高等学校高橋誠子(指導教員)

"，， 1:::. 
J;<日

気仙沼西高自然科学部は地元の素材を実験材料として，地

域に根ざした研究を継続しようと薄日したのが，気仙沼湾に

自生する海藻でした。プロダクトメータ ーを使いアナアオサ

やピリヒパなとrの海藻の光合成を中心とした生活!生態、を継続

的に調べてきました。

緑藻の食べられないホソジュズモという海藻は，養殖用筏

に付着して養殖物の成長を阻害したり ，船の係留ロープに付

着して船の発着を妨げたりするため，海の厄介者として姉わ

れていました。ちょうどそのころ私は，長年趣味としていた

植物を使った染色や草から作る紙の材料を海の中から探して

いました。ホソジュズモは採していたがEからの紙にふさわし

い材料だったのです。しかも，紙を作る行程の中の廃液は緑

を染める染料だったのです。養殖関係者の嫌われものの海藻

が染色の材料や紙の材料になるとあり，地域の人たちが大変

興味を示し ， この海藻で:'I:l:BIミる淘藻染や海藻紙を地:l~産品と

して，その製作に取り組むようになったのです。さらに地元

の美術館では，ホソジュズモで作った紙をテーマにファイ

パーアー ト展まで開催されました。生徒達はプロダク トメー

ターを使い，あまり知られていないホソジュズモの生育環境

と生理的な特性を調べてみる ことにしました。jl町の人たちは

地場産品作り ，高校生たちは実験材料と，海藻を使った二人

=脚の取り組みが展開されました。今回のポスタ 一発表は，
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ホソジュズモの環境に対する生理的特性を調べた次のような

内容でした。

水深0，5mのものを水深6mに移椛し約 1ヶ月Jm応させた
後，生育するj深!立が異なると光合成と温度や光の強さとの関

係はどのように変化するのか，酸素発生量の増減をプロダク

トメーターで測定して比l肢してみました。また，5 "cから 3

5"Cの各7段階の温度で一週間通気培養しながら，生長量を

調べました。その結果，水深0，5mから水深6mへ移植したも

のは補償点や光飽和点が低く変化 した。また，光合成のため

の最適温度は，25
0

Cから20"Cへと変化 しました。生長量と温

度の関係を調べた結果からは，生育のための最適温度と光合

成のための最適温度が25
0

Cと一致しました。また，塩分濃度

を0，6%から 5，6%に調整した人工海水中での光合成は，海水

の濃度に近い 3，3%が高いことがわかりました。

AIgae2002に参加 して

会場に入った|瞬間，雰囲気に飲み込まれただ呆然としてい

たのを覚えています。先生方の発表を聞いてもすべて英語

だったので，正直なと ころとんでもないところに来たとも思

いました。パネル発表の|侍flJJになり大勢の人たちが集まって

きました。その中で外国人の方を見つけたときは，私の緊張

感は最高潮に達しました。いきなり英語で話しかけられたと

きは最初理解出来ず戸惑ってしまい悔しい思いをしました。

パネルの前で身振り手振りの説明を聞いていただいた時は大

変うれしかったです。私達のクラフザ活動は海藻を実験材料に

P177 
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先輩から後輩へと継続してきました。AIgae2002に参加出来

たのは「継続は力なりjをモットーにクラブ活動を続けてき

たからと思います。いつもim'dJ、く 見守ってくださった志津川

11り環境活用センターの横浜先生そして，長年私達を支えてく

ださった高橋誠子先生にこの場より深く感謝し、たします。

(尾形)

日本藻類学会，ましてや国際的学会に招待されるなんて

思ってもみなかったので，初めはこの話を聞いたときは

ひ、っくりしました。ポスタ一発表ではi菜類を研究している

先生方や学生の方々に自分たちの研究を直接聞いていただ

いたり，海外のみなさんの発表を聞いたりお話したり ，大

変貴重な体験をしました。「頑張って」と親しく声をかけて

いただいたこと時は，とても心強かったです。英語をもっ

と勉強しようと思います。高校生活の最高の思い出となり

ました。ありがとうございました。(森谷)

私はこの春，長年勤務した気仙沼西高から隣の学校へ転勤

しました。一番辛かったのは自然科学部員連とのお別れでし

た。しかし，新たな気持ちで一人でも多くの高校生達と身近

な海藻を通して，生き物の不思議を科学する心を大切しなが

らふるさとの海の環境を考えていきたいと思います。

あらためまして，普段高校生には体験することの出来な

い，アカデミックな雰囲気を体験をさせていただき，生徒達

に大きな自信と勇気を与えて貰いました。学会関係者の皆材z

のお心配りに心から感謝いたしております。ありがとうござ

いました。(高橋)

浮布池の淡水藻類の季節変動について

PHYTOPLANKTON FROM UKINUNO LAKE， WESTERN 

PART OF JAPAN 

島根県立大田高等学校環境生物部 大島里花，尾111奇麻美，

石橋聡美，須谷昌之(指導教員)

ilEi t二二J
3:< Iヨ

浮布池は、島根県中国山地にある三瓶山の中腹に存在す

る。水面にはヒシもあり、富栄養化 していることが羽friJ!リされ

るので、本校環境生物音1¥はその季節変動を調査することとし

た。

1月から6月まで、水而の水を採取し、ミリポアフ ィル

ターでろ過し、微分干渉顕微鏡で観察した。その結果、非常

に多くの緑藻類が出現し、優占することもあった。水質聞か

ら見ると、貧富水性から戸中j潟水性に出現する種類数と、戸

中腐水性から。中腐水性に出現する種類数の出現が中心と

なっていた。このことから浮布池はほぼsI:I:I)寓水性の水質で、

あると推定された。また、 1:1本ではあまり研究が進んでいな

い黄緑藻類の出現数も多く 、Vischeria属を"1"心に早春に見ら
れた。今後はこれらを中心に定期的に制査、培養によるライ
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フサイクルの確認を進めていきたいと考えている。

AIgae2002に参加して

日本藻類学会には5@1自の参加ですが、学会の先生方はい

つもやさしく、質問も解答を導き出すような、あるいはより

よい方法を示唆していただくようなものばかりで、 心iJ'l1'Lまる

気がします。また、お忙しいにもかかわらず、発表内容を高

校生にも理解しやすいように心配りをして、丁寧に説明して

いただきました。今回も高校生を連れてまいりましたが、そ

ういう学会のやさしさにすがらせていただいております。高

校生の段階で、学会の高度な発表に触れさせることは、将来

の生徒の進路等に重大な影響を与え、内容を理解しきれない

としても、大きなインパクトを与えて くれる大切なことだと

考えております。今後とも、学会に呼んでいただき、さまざ

まな指導ーをしていていただきますようお願いいたします。

(須谷)

会場いっぱいに難しい研究成果が展示しであり感動しまし

た。 親切に説明 していただいた内容も、彩、には~\IÊしすぎて主rr

fij干し切れませんでした。英語で書いてあり、学術用語は、全

くわかりませんでした。

知しい発表がたくさんあった。ミカズキモの発表を説明し

てもらったのに、難しくてわからなくて残念でした。発表が

|務だった高校生の人と話せて楽しかったです。(生徒一同)
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本村泰三 ・堀口健雄 :

子どもゆめ寄金 「海の森のふしぎをさぐる 夏休み海藻生態体験活動20 0 2 J 

平成14年度子どもゆめ寄金の助成を受け、日本藻類学会50

周年記念事業の一環と して「海の森のふしぎをさぐる、夏休

み海藻生態体験活動2002J(日本藻類学会主催、指導者:堀

口健雄、本村泰三、四ツ倉典滋)を、 北海道大学北方生物園

フィールド科学センタ一室蘭臨海実験所において、平成14年

8月10日 (土)から 12日 (月)の3日間行いました。この3

日間を通して、 室1如、登別、 札幌在住の小学4年生から中学

l年生までの生徒児童 13名が参加しました。初日は子ども速

に堀口 -本村で作った簡単なテキス トを配り、藻類について

簡単な説明をした後に、実験所前浜のチャラツナイ浜で海藻

採集を、実験室に戻り 、押 し葉標本，しお りなどを作製しま

した。2日目はプランクトンネットを実際に引き、光学顕微

鏡で観察 -スケ ッチした後に、こちらで用意しておいた試料

を走査型電子顕微鏡観察で観察 ・写真撮影をしました(予想

できたことではありますが、電子顕微鏡観察で好評だったの

はプランク トンではなく 、ハエやダニでした)。 最終日は、撮

影フィルムの印画紙への焼きつけ、作製した海藻押し葉標本

の整理、パウチにかけてのしおり作りなどを楽しみ、感想文

を書かせた後に反省、会を行いました。前もって新聞等に案内

をだしたにも関わらず、意外に参加希望者が少なかったです

が、子ども達には、夏休みの自由研究の宿題もりっぱに完成

し、電子顕微鏡で実際に渦鞭毛藻や珪藻を観察できたことで

満足いく 3日間であったことは感想文からも伺えました。最

後に、今回の勉強会を行うにあたってお手伝いしていただい

た室蘭臨海実験所のスタッフ ・学生諸氏に感謝し、たします。

(北大-北方生物園フ ィールド科学センター ・北大|淀・型D

子どもゆめE基金

海の森のふしぎをさぐ~

夏休み悔頭隼躍体蹟活動2002
なつやすみかいそう せいたいたいけんかつどう 2002

2002.8.10 -2002.812 

北海道大学北方生物園フィーJ~ ド科学センター

室蘭臨海実験所

日本藻類学会

使用テキスト

参加曜i集合写真
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オンライン海藻図鑑を作りませんか?

~海藻写真の募集~

50周年記念行事実行委員会では，会員の皆さんのご協力の

もとにインターネッ トで利用可能なオ ンライン海藻図鑑(藻

類学会編)の編纂を企画しました。以下の要領で海藻の写真

を募集します。ふるってご応募ください。

-藻類学会インターネット海藻図鑑のための写真をご提供く

ださい。

*日本産の海藻 (吉田ら2000藻類48・113-166に掲載の種な

らなんでも)の生態写真，または，標本写真。

*同じ種類について複数の応募があった場合もそれぞれ掲

載します。

*各写真には提供者の名前を明記します。

*写真の版権は個人に属します。

*同定してからお送りください。

*ある程度集まり次第公開しますので， 写真のない海藻の

写真を織ってさらにご応募ください。

海藻写真(l7 5頁のつづき): 

-写真の送り方，送り先

*可能ならば，デジタルファイル (200dpi程度， TIFFまた

はJPEG形式)でお送りください。

*プリントをお送りくださ って も構いませんが，人的資

源，費用節約の観点から写真の返却はご容赦ください。複製

を取った上でお送りください。この点に関する，ご理解とご

協力をお願いいたします。

*写真の送 り先 ・Il，fjい合わせ先 :

〒060-0810 札幌市北区北 10条西8丁目

北海道大学先端科学技術共同研究センター

属国智 (sshi mada@sci.hokudai.ac.jp) 

*この企画に対するご意見 ・ご要望 :

日本藻類学会 50周年記念事業実行委員会 堀口健雄

(TEL: 011-706-2738，巴-mail:horig@sci.hokudai.ac.jp)まで。

採集地 :千葉県館山市坂田 (ばんだ)，東京水産大学坂田実験実習場前の沖合

水深 10m付近にて 採集 :松本里子(東水大) 撮影 :田中 次郎(東水大)

左上より右下へ}II買に，シマオオギ (左上)，ミjレ(左下)，マクサ (中)，カニ

ノテ(右上)，ナガキントキ (右下)。

， 
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[ 書評・新刊紹介

西津一俊著 「海藻 :SeaweedJ 

一健康に役立つ海からの豊かな贈り物一

日本海藻協会発行 :英文B5版 106頁

ソフトカバー 1，500円，ハードカバー 2，000円 (送料別)

著者の西淳一俊先生は， 90歳の術l高齢にも関わらず，健康

に関係する海藻の化学的成分の働きについて， 一般向けにわ

かりやすい英文でまとめられた。先生は， 東京教育大学で，長

年，海藻の多糖類の生化学の研究をされ，停年後は日本大学

の水産食品分野の研究室で、海藻利用の研究に携わり ，海藻と

健康に関する多くの本を出版された。その集大成として，世

界中の人々に，海藻が健康に如何に役だっているかを知ら

せたいと， この本の執筆を思いたったという 。

はじめの章で，食用や寒天，アルギン酸，カラギナンの原

料に使われている海藻を，国内外から 30種を図で示して和

名，英名，学名がついており ，分布や生態を簡略に書かれ，有

用海藻として文献などの出てくる海藻を調べる糸口を与えて

くれる。

次にダイ エットや血圧降下の効用を持つ海藻にふれてい

る。体内のコレストロールの働きを詳細に記述し，これに関

係する成分が海藻にどのくらい含まれているかを表に示して

いる。多くの健康講座で，どろどろな血液という表現が使わ

れているが，これをさらさらにすることをAnticoagulentsとい

藻類教育普及会編 藻類の立体写真集

l.珪藻の世界 2.微細藻の世界

藻類教育普及会ハガキ版各8枚 lセット

各シリーズ 900円 (送料込み)

日本藻類学会50周年の企画の一端として有志によ って作ら

れた 3D写真集です。走査電子顕微鏡によって得られた微細!

な藻類の神秘で造形美あふれる世界が立体的に堪能で、きます。

申し込みは下記に郵送かE-mailで行うことができる。

藻類教育普及会

干 102-8159千代田区富士見 1-9-20

日本歯科大学生物学教室内

T巴103-3261-8599E-mail : t-nagumo@tky.ndu.ac.jp 

うことを，この本で知ることができ，この作用をするフコイ

ダンがコンブやワカメに多いことなどを述べ，紅藻に含まれ

るカラギナンや緑藻に含まれる多糖類にもその作用があるこ

と記述している。

最近，EPAやIPAなどの用語に戸惑うが，これらは脂肪酸

の一種で，ノリ，コンブ，ワカメ，ヒジキに多いことが述べ

られている。抗ガン成分や抗腫蕩成が海藻に含まれているこ

となど，最近の研究状況を知る ことができる。海藻に含まれ

るミネラルやビタミンに関しては，他の章より多くの頁をさ

いて詳しく書かれている。

この本のもう一つの利用法は，用語集があり，健康に関す

る外来用語で一般の辞書に記述されいないものを，この本で

理解できる。ごく 平易な文章で書かれており， 洋書という感

覚でなく手軽に読める審である。新しい情報が，海外からど

んどん入ってグローパル化してる時代であり，この本は専門

書ではないが，海藻の研究に関わっている研究者や大学院生

には，座右に置くべき必読の書である。

この本は，一般の書庖では売られていず，日本海藻協会で、

配本している。申し込みは下記にFAXかEmailで行うことが

できる。

日本海藻協会事務局 (事務局長 :大野正夫)

Fax:088-856-0462 email: mohno@cc.kochi-u.ac.jp 

(高知大学海洋生物教育研究センタ一 大野正夫)
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学会・シンポジウム情報 I 

第10回国際サンゴ礁シンポジウムの開催

日本サンコ"li焦学会は， 2004年に沖縄において第 10回国際

サンゴ礁シンポジウムを開催します。現在フ ァース トサー

キュラーを配布，ホームページを公開して，セ ッションの提

案を受け付けています (提案受け付け〆切は2003年 l月30

日)。ご関心をお持ちの方は下記ホームページにて詳細をご

覧になるか，問合せ先にファーストサーキュラーをご請求下

さい。

テーマ サンコ"'1¥(長生態系の恒常性と崩壊

日時 2004 年 6 月 28 日 ~ 7 月 2 日

場所 沖縄コ ンペンションセンター (沖純県宜貯湾市)

ホームページ http://www.plando.co.jp/lcrs2004/ 

主倦 日本サンコ'"{II:主学会

問合せ先 プランドゥ ・ジャパン

e-mail: Icrs@plando.cp.jp fax: 03-5470-4410 

国際サンゴ礁シンポジウムは，サンゴ11焦に関わる株々な分

野の研究者・管理担当者が，多数のセッションにおいてサン

ゴ礁の科学，管理，環境などについて誠E演・議論を行う，国

際的 ・学際的なシンポジウムで， 4年に l度開催されます。日

本での開催ははじめてです。参加者は80から90ヶ国から1，000

名以上と予想しています(前回パリで開催されたシンポジウ

ムには， 90ヶ国から 1，700名が参加しました)。

日本サンゴ礁学会は第10回シンポジウムの鋳致に成功し，

開倦の準備を進めています。メインテーマを「サンゴ礁生態

系の恒常性と崩壊」とし 4つのサブテーマ「サンゴ礁生態

系の進化JIサンゴ礁生態系が成立するための条件JI物質循
環からみたサンコ"'1lft生態系の恒常性JI人間 サンコ何似た存系
の過去-現在，そして未来に向けての提言」を定め，セッショ

ンの提案を受け付けています。

組織委員会

会長 山里清(名桜大)

委員長 土屋誠(琉球大)

事務局長茅根創(東京大，

e-mail: ka勾ya加nn問1巴@ 巴pS.s.Uト卜-拍-

企直困|運営委員会 :汗:1=1司13森亨(東北大)λ，鈴木款(静岡大)λ，ij灘j折雑1唯i 
岡手相和日]夫 (東工大)λ，波干刑利|リJ*l升佐紀(東工大)λ，菅 j浩告何伸lべ(岡山大)λ， 
山町野;t叫込卑L裁 (国立環境初研「η)，工藤 君明(グローパルオーシャン

デイベロ ップメン卜)，立回緩(電中研)，中:):1ニ達郎 (自然保

穣協会)，新垣裕治(名桜大)，山城秀之 (名桜大)ほか

自然史学会連合ニュース

自然史学会連合第 8回シンポジウム「極域の生物学一

フィール ドサイエンスの最前線-Jが開催されます。藻類学
会会員の皆様も奮ってご参加下さい。

日 時 :12月7日 (土)午後 l時より 5時半まで

場所 :国立科学博物館新宿分館講堂

(東京都新宿区百人町3-23-1) 

(JR大久保駅北へ徒歩5分， JR新大久保駅北西へ徒歩8分)

講演題目と講演者

「南極の陸上生態系 極限環境に生きるj

伊村 智(匡|立極地研)

「氷河生態系と地球環境一雪と氷の世界の生物たち」

幸鳥司郎(東工大)

「深海底の化学合成生物群集j 橋本 惇(長崎大)

「地下に広がる生物園j 北里 洋(静岡大)

さまざまな極域(極地，高山， 深海ならびに地底に適応し

た生物群集の研究にまつわる最新情報や成果を通じてフィー

ルドサイエンスの最前線の現状や重要性を一般の方々に深く

知っても らう目的で企画されたシンポジウムです。

参加費や事前申込みは必要ありません

間合先

169-0073新宿区百人町3-23-1

国立科学博物館 動物第 2研究室

自然史学会連合事務局 篠原現人

電話 ・03-3364-7125，2311

FAX: 03-3364-7104 

E-mail : s-gento@kahaku.go・jp

ホームページ:http://www.shizen.info 

(田中次郎東京水産大)
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金綱善恭 :アジア産の新しい種や興昧ある鼓藻類(緑藻綱

ホシミド口目)

Yoshiyasu Kan巴tsuna:New and int巴restingd巴smids(Zygn巴matales，

Chlorophyceae) collected from Asia 

アジア(日本，カンボジア，マレーシア，タイ)の採集標

本から， 5属 (Closterium，ElIastrum， Cosmarillm， Xanthidillm， 

Staurastrum)に含まれる21の新分類群と 2つの新組み合わせ，

および'Xanthidiumに属する l種の希産の興味ある種について

述べた。新分類群と新組み合わせ ClosteriumnasutllIl1 

Nordstedt v創 kazukoaeKanetsuna var. nov.， C10sterillm nematodes 

Joshua var. nematodes f. kriegeri Kan巴tsunaf. nov.， ElIastrll/JJ binale 

(Turpin) Ehr巴nbergex Ralfs var. protllbel百nsKanetslIna var. nov.， 

EuastruIl1 borgeanuJ7J Scott et Prescott var. cambodiense Kanetsllna 

var. nov.， Euastrum dubillJ7J Nageli var. protubercms Kanetsuna var. 

nov.， ElIastruJ7J fisSllJ7J W. et G. S. West var. yasukoae Kanetsuna 

var. nov.， ElIastruJ7J gemmatum Brebisson var. tenllius Krieger f 

pOIひSllJ7J(Fりrster)Kanetsuna comb. nov.， EuastruJ7J pselldoj巴nnen

Scott et Prescott var. glabrum Kanetsllna var. nov.， CosJ7JarillJ7J 

denticulatum Borge var. mulrispinum (Hirano) Kanetsllna comb 

nov.， CosJ7Jarium fIlrcatospermllm W. et G. S. West var. fallax 

Kanetsuna var. nov.， CosmariuJ7J pileatuJ7J Borge var. cambodiense 

lくanetsllnavar. nov.， Cosmarillm retusiforJ7Je (Wille) GlItwinski var. 

incrassatum Gutwinski f. retusum Kan巴tSllnaf. nov.， CosJ7Jarillm 

trapezoideuJ7J Kanetsuna sp. nov.， CosJ7Jariu/JJ zonatum Lundell val¥ 

zonaWIl1 f. majus Kanetsuna f. nov.，χanthidillm cristatum Brebisson 

var. delpontei Roy et Bisset f. mizoroensis Kanetsuna f. nov.， 

Xanthidium fasciculatum Ehrenb巴rgex Ralfs var. siamense 。
lくan巴tsunavar. nov.， Xanthidium pseudofi"eemanii Kanetsuna sp 

nov.， Xanthidium subtriJobum W.巴tG. S. West var. inomatllm Skuja 

f. depressum Kanetsuna f. nov.， Xanthjdillm sllbtrilobllm W. et G. 

S. West var. inol・natumSkuja f. singlllare Kan巴tSllnaf. nov.， 

StallrastrllJ7J boergesenii Raciborski var. verrucosllm Kanetsuna var 

nov.， SlauraSlfllIl1 dickieiRalfs var. poJypyrenoideum K加letsunaval 

nov.， StaurastruJ7J neglectum G. S. West var. fuseense Kan巴tsuna

var. nov.， Staurastrum trissacanthllm Scott et Prescott var. 

dissacantlwm Scott et Prescott f. longispinllJ7J Kan巴tsunaf. nov.，希

産種:Xanrhidium sllperburηElfving var. centricomis Prowseo (京

都府北区)

鳥海 三郎吉松定昭2，Dodge司 J.3:日本産底生渦鞭毛藻

の二新種 ，Amphidiniopsis uroensisとA.pectinaria 

Saburo Torillmi， Sadaaki Yoshimatsll and John Dodge: 

Amphidiniopsis lIroensis sp. nov. and Amphidiniopsis pectinaria sp. 

nov. (Dinophycea巴)・ Twonew b巴nthicdinoflag巴lIatesfrom Japan 

有殻，従属栄養の砂生渦鞭毛藻の二新種 ，Amph凶iniopsis

lIroenslSとA.pectinariaを香川県の宇目と大浜の二地点から採

集した。前者は細胞の大きさ 28-31μm，幅 23-28μmで鎧板

構成は P0，3'， 3a， 6"， 3c， 4s， (+ 1 acc.)，5"ユ2川'。鎧板の表面は2a

を除いて，小突起，小孔と小刺で、覆われている。上殻の l'と3'

の問に部1Iい翼片が延びている。また，鎧板 1"とSd，Sdaが隣

接しているために，横溝は完全に細胞を一周していない。後

者は細胞の大きさ 33-40μm，幅 29-35μm。鎧板構成は P0，4'， 

3a，7'¥3c， 4s， (+ 1 acc.)， 5'" .2""。また，鎧板 1"とSd，Sdaが隣

接しているために，前種と同様に横溝は完全に細胞を一周し

ていない。上殻の 1'，4'と7"の聞に紺|い翼片が延びている。鎧

板の表面は，小突起，小孔と小刺で、複われている。特に底板の

表面の模様は特徴的で， 10本の小突起の列がほぼ直線的に下

方に延びていて，その先端に一本ずつ小刺をも っている。ま

た， これとは別に sp.は一本の鋭い刺を備えている。c横浜市
本郷台香川県水試， 3Univ. London，日く)

Simon-Colin， C.1・Kervarec，N.2・Pichon，R.2・Bessi色res，

M-A.1・Deslandes，E.1 :紅藻 GrateloupiadoryphoraのN

メチルーしメチオニンスルホキシドおよびイセチオン酸の特

位:について

Christelle Simon-Colin， Nelly Kervarec， Roger Pichon， Marie-Anne 

Bessi色resand Eric Deslandes: Characterization of N-methyl-L-

m巴thionineslllfoxid巴andisethionic acid from the I巴dalga 

Grate/ollpia dOlyphora 

Brittany (フラ ンス)で採集した紅藻 Grate/ollpiadOlyphora 

(カクレイト目)から，イセチオニン酸 (2-ヒドロキシエタン

スルホン酸)およびNメチルーしメチオニンスルホキシド (4-

メタンスルフィニルエメチルアミノ酪酸)を単離した。これ

らはフロリドシド (a-D-ガラクトピラノシルー(ト2)ーグリセ

ロール)とともに主要な有機溶質であった。紅藻にイセチオ

ニン酸が存在することは近年報告されていたが， Nメチlレーし

メチオニンスルホキシドは未だに非常に稀である。本研究で

は，イセチオニン酸およびNメチル L メチオニンスルホキ

シドを G.dOlyphoraから初めて単離し，さらにNMRによ って

それらの特性を調べた。CUniv. Bretagne Occidentale-IUEM， 
Franc巴， 2Univ. Br巴tagneOccidentale， Franc巴)

Karsten， U. 底生シアノハ クテリア Microcoleus

chthonoplastesの様々な培養株におけるマイコスポリン様

アミノ酸濃度への塩濃度および紫外線放射の影響

Ulf Karsten: Effects of salinity and ultraviol巴tradiation on the 

conc巴ntrationof mycosporine-like amino acids in various isolates 

of th巴b巴nthiccyanobact巴riumMicroco/ells chthonoplastes 

パlレ卜淘 (WIS)，スペイン (EBD)およびオーストラリア

(TOW)の底生シアノバクテリアMicrocoJeuschthonoplastes培
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養株において，細胞内のマイコスポリン様アミノ酸 (MAA)

の濃度が塩濃度や紫外線B(UV-B)処理によってどのような

影響を受けるか比較した。すべての培養株はシノリンを含ん

でおり，加えてEBDとTOWは未知のMAA・332を， WISは

未知のMAA・346を示した。塩濃度の処理では， TOWとWIS

ではMAAの蓄積がみられたが， EBDではみられなかった。

UV-Bを照射した場合， EBDとTOWではMAAが大幅に増加

したが， WISはUV-B処理によって死滅した。これらのデー

タから，異なる環境条件下でのMAAの蓄積パターンは培養

株によって特異性があり，生態型として分化していると解釈

可能である。MAAは有機的な浸透圧調整物質および光防護物

質としての2つの役割があると考えることができる。 (Univ.

Rostock， Gennany) 

増田道夫1・川口栄男2・阿部剛史3・河本公威4・鈴木

稔4:日本産紅藻ソゾ属(フジマツモ科)の化学的多様性の

追加解析

Michio Masuda， Shigeo Kawaguchi， Tsuyoshi Abe， Tomotake 

Kawamoto and Minoru Suzuki: Additional analysis of chemical 

diversity of the red algal genus Laurencia (Rhodomelaceae) from 

Japan 

南日本産紅藻ソゾ属Laurencia(フジマツモ科)4種の含ハ

ロゲン二次代謝産物組成を報告する。種子島(鹿児島県)産

のキクソゾL.conposita Yamadaは， 5種類のセスキテルペノ

イド(本種の別個体群から知られているプレパシフェノール

エポキシド，ジョンストノール及びパシフェノールに加え，

2，10-ジプロモ・3・クロロー a-カミグレン及び2，10-ジブロモ.

3-クロロ-9-ヒドロキシ-a ・カミグレン)を生成する。鎮西

町(佐賀県)産ならびに大村湾(長崎県)産のモツレソゾL.

in加・cataLamourouxは， C15アセトゲニンのオカムラレンを生

成する。種子島産のアカソゾL.m司juscula(Harvey) Lucasは，

3種類のセスキテルペノイド，(Z)-1O，15・ジプロモ・9-ヒドロキ

シ.カミグラ-1，3(15)，7(14)ートリエン， 10-ジプロモ・7・ヒドロ

キシローレン及び10，11-ジプロモ・7・ヒドロキシローレンを生

成し，本種のケミカルレースの一つに相当する。種子島産の

ヒメソゾL.venusta Yamadaは，従来アメフラシAplysia

dactylomela Rangからのみ報告されていた2種類のセスキテル

ペノイド，クパローレノールならびにシクロローレノールを

生成する。このことはアメブラシがヒメソゾを摂取し，これ

らの含ハロゲン化合物を濃縮していることを示している。(1北

大院・理 2九大院・農北大・博 4北大院・地球環境)

Ji， Y.・田中次郎:日本の本州沿岸における潮間帯海藻の

光合成への乾燥の影響

YanJi佃 dJiroTan紘a:Effect of desiccation on the photosynthesis 

of seaweeds from the intertidal zone in Honshu， Japan 

潮間帯に生育する海藻は干潮時に乾燥し，生育する高さに

応じて乾燥の程度は異なる。また種により水損失の経時変化

も異なる。そして乾燥の程度に応じて光合成や呼吸の活性は

大きく変化するものと思われる。そこで本州太平洋沿岸産の

以下の12種，順に潮間帯上部から低潮線に生育する，スサピ

ノリ，フクロフノリ，イシゲ，イワヒゲ，スギノリ，アナア

オサ，オパクサ，ウミトラノオ，ツノマタ，ハリガネ，ヒジ

キ，マクサを用いて，赤外線二酸化炭素測定装置により乾燥

時の光合成，呼吸活性を測定した。

その結果，水損失の経時変化や乾燥の程度は種により様々

であり，それは生育する高さとは相闘が低いことがわかった。

いずれの種でも，乾燥初期には初期上昇といわれる光合成活

性の増大が見られたが，呼吸においては潮間帯上部のスサピ

ノリ，アナアオサ，中部のイワヒゲでは初期上昇が見られな

かった。一方，乾燥過程における光合成活性の経時変化は種

により様々であり，生育する高さと相闘が低く，水損失速度

と相闘が高いことが明らかとなった。つまり，潮間帯のどの

高さに生育していようとも，水損失が遅い種ほど光合成およ

び、呼吸活性はゆっくりと低下した。(東京水産大・資源育成)

Hall， M. M. • Vis， M. L. : intersimple sequence repeat分子

マーカーを用いた唱河川間および河川内のアオカワモズク

の遺伝的多様性

Melissa M. Hall and Morgan L. Vis: Genetic variation in 

Batrachospennum helmin的osum(Batrachospennales， Rhodophyta) 

amongand wi由instr芭amreaches using intersimple sequence repeat 

molecular markers 

泊tersimplesequence repeat分子マーカーを用いて，河川間お

よび河川内の淡水産紅藻アオカワモズク (Batrachospermum

helminthosum)配偶体の遺伝的関係を調査した。東部北アメ

リカにおける既知の分布域，オハイオ (3地点)，インデイア

ナ，ミシガン，ノースカロライナ，テネシー，ルイジアナ，ロー

ドアイランド，マサチューセッツおよびコネテイカットの計

11の河川から， 15個体ずつサンプリングした。 pairwiseFST解

析において，すべての河川間で有意な遺伝的差異 (P<O.05)が

みられた。遺伝的多様性のパーティションは河川内 (45%)と

河川間 (55%)でほぼ等しかった。集団聞の遺伝的多様性は

地理的な距離と相闘がみられなかったことから，本藻の分布

にとって長距離分散が重要である可能性が示唆された。オハ

イオのFiveMile Creekにおいて，同じ河川の明瞭な3区域(上

流，中流，下流)から58個体を採集し， 1つの河川内におけ

る小規模な遺伝的多様性について調べた。 3つの区域間

(21%)よりも区域内 (79%)の方がはるかに高い遺伝的多様

性が観察された。区域間での各個体の関係は入り乱れており，

遺伝的類似性と地理的な距離との相聞はみられなかった。他

の河川でも同様な結果が得られたことから，河川内における

遺伝構造は，近接した個体聞で行われる繁殖よりもさらに複

雑である可能性が示された。 (OhioUniversity， USA) 

Zuccarello， G. C.1・West，J. A.2・Rueness，J.3 :紅藻のコ

スモポリタン種イソダンツウ(スギノリ目イソダンツウ科)

の系統地理

Giuseppe C. Zuccarello， John West， Jan Rueness: Phylogeography 

of the cosmopolitan red alga Caulacanthus ustulatus 



(Caulacanthacea巴，Gigartinales) 

イソダンツウ Caulacanthusllstulatlls (Turner) Klitzingにおい

て， ミトコンドリアの cox2-3スペーサーおよび葉緑体の

RubiscoスペーサーのDNA塩基配列を解析したところ， ~I二l 国 ，

韓国，オーストラリア，フィリピン，アメリカ合衆国の太平

洋集団と Roscoff(フランス)の外来集団を含んだ系統と，ス

ペインおよびポルトガルの大西洋系統に分かれた。イソダン

ツウに2つの系統群があることは明らかになったが，太平洋

系統内の熱帯域集団の位置は2つのデータセットで一致しな

かったため，不明瞭のままである。いくつかの樹形テストで

は2つのデータセ ット問で有意差がみられたが， partition 

homogen巴itytestではデータセッ ト問での不一致はみられな

かった。2つのデータセ ットを組み合わせて得られた系統樹

表紙写真説明

種名 :トサカノ リMeristothecapaplllosa (Mont.) J.Ag. 

採集日 :2002年 10月 10日
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において一部の枝で解像度が減少したことから，片親由来の

オルガネラDNAにおいでさえ組み合わせるデータセ ットの

適正を綿密にチェックする必要性が示唆された。Call1acanthlls

oka111urae Yamadaは藻体の直径が異なることでC.llstulatusか

ら区別されていたが，イソダンツウ属の記載では藻体の直径

は変異III~が広い。 C. llstulatusの培養条件を変化 (光強度や水

の動きの増加)すると，培養株の肥大化， 成熟，表皮の剥再It

および毛状細胞の形成が促進された。この形態可塑性，記載

の混乱，およびC.Okamllraeと思われる培養株の分子解析の結

果，現時点ではイソダンツウ属には l種のみを認めるべきで

あるとの結論に至った。(IUniv.New South Wales， Australia， 

2Univ. Melbourne， Australia， 3Univ. Oslo， Norway) 

採集地 :千葉県館山市坂田 (ばんだ) 東京水産大学坂田実験実習場前の沖合水深 10m付近にて

潜水採集 :松本里子 (東京水産大学 資源育成学科 博士前期謀程1年)

撮影 :田中次郎

この日同じ場所で採集された他の海藻をいくつか紹介します。

左上より右下へ順に， ユカリ，キントキ， タマミル，ジョ ロモク，クロメ，シワヤハス
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尚子

1. AIgae2002 (日本藻類学会創立50周年記念事業・第26回

日本誌類学会大会・アジア太平洋藻類学フォーラム(APPF)合

同会議)報告

¥)第26回日本藻類学会大会

第26回日本藻類学会大会を表記の大会の中で 2002年7月

1 9 日 ~ 24 EI，産業技術総合研究所共)fJ講堂(茨城県つく ば

市)において開催した。大会会長は渡辺民之氏(国立科学博

物館)で， 参加者366名，基調講演3題，シンポジウムは69

題，ポスタ一発表は 150題に及んだ‘。

大会 1EI目は午前に会場の設営と受付をおこない，午後は

50周年記念公開シンポジウムを同共用講堂で、 I~P.I催した。 大会

2日日は午前にオープニングセレモニー，午後に JSP記念講

演， JSP50周年功労者表彰がおこなわれ、ポスタ一発表に続

き会場AにてJSP総会を開催した。そして夕刻から筑波大学

第二学群食堂で50周年記念パーティーを行った。広い会場の

中で，アジア各国からの出席者をはじめ，多 くの海外からの

出席者を交え，大変和やかに行われた。記念パーティーの参

加者は約300名であった。また 3日目以降は， 3題の基調講演

や16セク ションにおよぶシンポジウム等の講演があり活発な

討議がなされ，24日午後のAPPA評議員 ・運営委員合同会議

に続くクロージングセレモニーを最後に無事，本大会を終え

た。

AIgae2002の開催に共同してあたられた，独立行政法人国

立環境研究所，独立語2人産業技術初|究所，アジア太平洋藻類

学連合 (APPA)の各団体，そして援助をいただいた日本楠物

学会、財団法人井上手|学振興財団、つくば市の各賛助団体に

厚く御礼申し上げる。また大会の運営に当たっては，渡辺莫

之大会会長， 50周年実行委員長の堀口健雄氏， AIgae2002実

行委員会委員長井上勲氏，庶務幹事河地正伸氏の他，

AIgae2002実行委員会のメンバ一等，多数の方々にご尽力い

ただいた。ここに記して厚く稲11礼申し上げる。

2)日本藻類学会創立50周年記念行事

上記の AIgae2002の中で記念行事が実施された。

(1 )公開シンポジウム「海の植物を守る・知る一今，なぜ藻類

か」が2002年7月19日に開催された。一般の方たちの諜類

に閲する啓蒙を目的としたもので，日本藻類学会，アジア太

平洋藻類学迎合の主催， 産総1i)fの共催で実施した。原会長の

挨拶につづき，1王|中次郎会員の司会のもと， rマラリア原虫は
昔，藻類だった! 藻類の多様性と進化一J(堀口健雄会員)， 
「地球環境を変える藻類一原始地球の酸素生成から酸性雨まで

-J(白岩善博会員)，r日本の海岸と海の森一藻場の回復のた
めに-J(寺脇利信会員)，r海の森からのメッセージー私たち
の海を守るために:海に目を向けた環境教育の実践J(検出康
継会員)の4講演がおこなわれた。

(2)海藻押し葉教室が公開シンポジウムに先立つ7月19日の

午前中に一般市民対象として開催された。講r，mは検i負康継，

メ〉、
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野田三千代両会員で，参加者には AIgae2002に参加の外国人

夫妻なども含まれ，海藻絵はがき，しおりなどの作製を楽 し

んだ。

(3)海藻展示は AIgae2002の参加者へのピ一アールと ともに，

一般市民への啓蒙の意味も込めて，産総研の会場で開催した

(7月19EI ~ 25日)。展示された作品は，渡辺勇氏(札幌市在

住)の海藻絵画，野田三千代会員の海藻アート，川嶋昭二会

員のボタニカルアートおよびコンブ類の大型標本，高橋誠子

会員の海藻紙 ・海藻染めなど。また，特別展示として香淳皇

后のお作りになった海藻標本が国立科学博物館の北山太樹会

員により展示された。この展示の実施に関しては上記の方々

の他に栃木県立博物館の福田蹟一氏にご尽力いただいた。ま

た，川嶋昭二会員はその場でボタニカルアートの実演も実施

してく ださった。

(4) 50周年記念特別講演は 2002年7月20日に開催された。

AIgae2002の会員外の参加者にも日本の藻学の歴史を知|って

いただく目的で，演者の先生方には英語でのご講i寅をお願い

した。i寅題は r50 years of the Japanese Society of Phycology J 
(有賀祐勝会員)，rTh巴MarineAlgal Research in Korea: Past， 
Present and Future in R巴lationto Japan and Asian PacificJ (Lee 1n 

Kyu会員)。

(5)功労者表彰 (50年会員の方の表彰)は特別講演に引き続

き行われた。表彰対象となられた会員(敬称略):岩本康三，

千原光雄，西浮一俊，舟橋説往，入来義彦，加崎英男，川嶋

昭二，喜田和四郎， 三浦昭li.ft，辻 寧昭， 111岸高旺，吉田忠

生，福島 博で，出席の会員には学会長より記念11111(ガラス

楯)と感謝状が贈呈された。また，欠席の会員には後日郵送

された。(50周年記念事業実行委員会より:50年会員の調査

には全力をあげましたが，当時の記録が散逸していることな

どもあり， 50年会員であられながら今回表彰されなかった会

員の方がおられるかもしれません。その場合には，北大・堀

口 (011-706-2738)まで是非ともお知らせください。)

(6)高校生ポスター発表は藻類学会では初めての試みとして藻

類の研究を行っている高校生のグループを AIgae2002に招待

し，英語でポスタ一発表をおこなった。北海道札幌清田高校

島根県大回高校および宮城県気仙沼西高校の参加を得た。囲

内外の参加者に大変好評であり，参加高校生の感想などは本

号の参加記をご覧いただきたい。

(7)記念パーティーは 50周年記念と AIgae2002の歓迎会を兼

ねて 2002年7月20日筑波大学にて開催した。上記の高校生

への表彰も この場で行った。

(8) i築類グッズ作製 ・販売はAIgae2002の合同企画として，作

製と販売とを行った。南雲保，福田瞭一 憤泊康継，町任|三

千代の各会員ならびに筑波大学， 山形大学の学生会員の方々

のおかけ.で多彩なグッズを揃えるこ とができた。

(9)記念出版事業の r21世紀初頭の藻学の現況」ほぽ編集が

終了しており ，近々ネ ット上で公開できる予定である。!nt子



体については詳細が決まり次第，お知らせする。

(10)藻類学啓蒙活動は独立行政法人国立オリンピック記念青

少年総合センターの子どもゆめ基金の助成を受け，北海道大

学北方生物圏フィールド科学センタ一室蘭臨海実験所にて小

中学生を対象として「海の森の不思議を探る一夏休み海藻生

態体験活動2∞2ー」を8月10・12日に実施した(担当:本村
泰三会員，堀口健雄会員)。

なお，以上の50周年記念事業に関しては， Algae2002準備

委員会の方々に大変なお世話になった。また，上記の講演

会，展示企画，押し葉教室，啓蒙活動などの開催に関しでも

会員各位の献身的なご協力をいただいた。記してお礼申し上

げる。(日本藻類学会創立50周年記念事業実行委員会堀口

健雄)

3)A1gae2002参加者名簿

Abe，M油iko;Abe，Shin-ichiro; Ahn，Jung Kwan; Ajisaka，Tetsuro; 

Akatsuka，Satoko; Akiyama，Machiko; Aminina，Natalia; 

Andersen，Robert A.; Ang，Put Jr.; Aoki，Masakazu; Arai，Shogo; 

Aruga，Yusho; Beardall，John; Blackbum，Susan Irene; Boo，Sung 

M泊;Broom，Judy; Car官lona，Raquel;Chah，Ok-Kyong; Chang，F.H.; 

Chean，Hyo Jin; Cheang，Chi Chiu; Chiba，Hideki; Chihara，Mitsuo; 

Chirapart，Anong; Chirapart，Sirichart; Cho，Soo-Yeon; Cho，Ga 

Youn; Choa，Jong-Hun; Choi，Chang Geun; Choi，Yong Woo; 

Chou，Gai; Chu，Chun-Yao; Chu，Wan-Loy; Chung，Ik Kyo; 

Cohen，Ephraim; Critchley，Alan; Dadheech，Pawan K; Dan，Akinori; 

Day，John; Denboh，Takashi; Ebata，Hiroki; Einarsson，Arni; 

Erata，Mayumi; Erata，Tomoki; Fan，King Wai; Friedl，Thomas; 

Fujii，Rica; Fujii，Tadashi; Fujita，Daisuke; Fukaya，Sachiko; 

Fukuda，Hiroichi; Fukumoto，Ryo・hei;Fukuzawa，Hideya; Ganzon-

Fortes，Edna T.; Golユdin，Evgeny;Goto，Takanori; Gupta，Rajan 

Kumar; Hamada，Jin; Han，Myung-Soo; Hanaoka，Hideo; 

Hanawa，Yutaka; Handa，Shinji; Hanyuda，Take紘i;H祖国wa，Naoto;

Hara， Yoshiaki; Haraguchi，Etsuko; Hasegawa，Kazukiyo; 

Hashimoto，Naoko; Hashioka， Takashi; Hatano，Kyoko; 

Hatano，Yumi; Hayashi，Masahiro; Hendrayanti，Dian; Higa，Atsushi; 

Hiraoka，Masanori; Hiroishi，Shingo; Hishinuma， Yuu; 

Hommersand，Max H.; Honda，Daiske; Honda，Masaki; 

Honoki，Hideharu; Hori，Terumitsu; Horiguchi，Takeo; Hoshina，Ryo; 

Hu，Son伊ian;Hu，Xiao・Yan;Ichimura，Terunobu; Idei，Masahiko; 

Iijima，Noriko; Iima，Masafumi; Imai，lchiro; Imai，Masae; 

Imamura，Masahiro; Inoue，Ryoji; Inouye，Isao; Inthom，Duangrat; 

Ishida，Ken・ichiro;Ishida，Tatsuya; Ishikawa，Ikuko; Ishimoto，Kayo; 

Ishimoto，Miwa; ltakura，Shigeru; Itou，Yusai; Iwaki，Hiroyuki; 

Iwamoto，Koji; Iwataki，Mitsunori; JO，Beom・Ho;Joo，Hyoung Min; 

Jung，seung Won; Junshum，Pongsarun; Kakita，Hirotaka; 

Kamiya，Mitsunobu; Kanaizuka， Yasuhiro; Kang，Hyun Suk; 

Kang，Yung Hee; K創立渇wa，Kouhei;Kasai，Fumie; Kataoka，Hironao; 

Katayama，Nobuyasu; Kato，Aki; Kato，Misako; Kawachi，Masanobu; 

Kawaguchi，Shigeo; Kawai，Hiroshi; Kawashima，Shoji; 

Kaya，Kunimitsu Kendrick，Gary; Khemdaeng， Vamit; 
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Khu佃戸t，Anchalee;Kikuchi，Norio; Kim，; Kim，Dong-oun; Kim.Eun 

J泊;Kim，Hyung-Geun; Kim)ee-Hwan; Kim，Jeong Ha; Kim)ung Mo; 

Kim，Keun-Yong; Kim，Nam Gil; Kim，Nan Hee; Kim，Sang Hun; 

Kim，Sang il; Kim，Sung-Ho; Kim，Young Hwan; Kim，Young Taek; 

Kim， Young-Soo; Kim，Chang-Hoon; Kim，Gwang Hoon; 

Kitade， Yukihiro; Kitayama， Taiji; Klanbut，Khanungkan; 

Klochkova，Tatiana A.; Klotchkova.Nina G. ; Ko，Young Wook; 

Kobayashi，Atsushi; Kobayashi，Masami; Kobayashi， Yoshie; 

Kobori， Yoko; Kogame，Kazuhiro; Kondo，Atsunobu; 

Kondou.Kimihiko; Krupnova，Tatyana; Kudo，Hajime; 

Kumano，Masanobu; Kumano，Shigeru; Kumar，Manoj; 

Kunpradid，Tatpom; Kuntanawat，Panwong; Kurashima，Akira; 

Kuwano.Kazuyoshi; Lee，ln Kyu; Lee，Jin Ae; Lee，Jin Hwan; 

Lee.Joon-Baek; Lee，Sang-Hee; Lewmanomont，Khanjanapaj; 

Li，Dapeng; Lim，Phaik Eem; Lim，Wol・Ae;Lin，Liang-ping; 

Lindstrom，Sandra; Lobban，Christopher S.; Maegawa，Miyuki; 

Mahakhant，Aparat; Maruyama， Tadashi; Matsuda， Yoshihiro; 

Matsumoto，Satoko; Matsumura， Tomoaki; Matsumura， Wataru; 

Matsuo， Yoshihide; Matsuyama，Kazuyo; Matsuzaki，Motomichi; 

Mayama，Shigeki; Millar，Alan; Mine，lchiro; Misonou，Taku; 

Miya，Taijin; Miyaji.Kazuyuki; Miyakawa，Akihisa; 

Miyamura，Shinichi; Miyashita，Hideaki; Miyata，Masahiko; 

Mizuno，Makoto; Monotilla，Wilberto D.; Mori，Fumi; Morita，Eiko; 

Morita，Teruo; Moriya，Mayumi; Moromizato Satoshi; 

Morozova， Tatiana; Motomura， Taizo; Muraoka，Daisuke; 

Nagasato，Chikako; Nagashima，Hideyuki; Nagashima，Mikako; 

Nagumo，Tamotsu; Nakahara，Miho; Nakahara， Toro; 

Na同jima，Yasushi;Nakayama，Takeshi; Nakazawa，Atsushi; Nam，You 

Jin; Nanba，Nobuyoshi; Nelson，Wendy; Ngearnpat，Neti; 

Niiyama， Yuko; Ninomiya，Sayuko; Nishitani，Goh; 

Nishizawa，Kazutoshi; Niwa，Kazuki; Niwasabutra，Shamapom; Noel 

Kawachi，Mary-Helene; Noro， Tadahide; Notoya，Masahiro; 

Nozaki，Hisayoshi; Obata，Toshihiro; Obitsu，Naohiko; Ochi，Akihiko; 

Ogawa，Shunsuke; Ogorodnikov， Vyacheslav; Ohba，Hideo; 

Ohki，Kaori; Ohmori，Masayuki; Ohmura， Yoshihito; Ohno，Masao; 

Ohtani，Shuji; Oka，Naohiro; Okamoto，Noriko; Okamura，Tomomi; 

Okuda，Kazuo; Okuda，Shun・ichi; Otsuka，Shigeto; 

Panuvanitchakom，Nopparat; Park，Jisun; Park，Joong-Goo; Park.So・

Hyun; Pavlyuchkov，Vladimir; Pe-Montebon，Maria Johanna; 

Peerapornpisal， Yuwadee; Phang，Siew・Moi;Phillips，Julie; 

Phooprong，Sukanya; Pickett-H 
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Hyun; Son，Moon Ho; Song，Ji Ho; Song，Lirong 

Stirawatku1，Chatraporn; Suda，Shoichiro; Sugawara，Daisuke; 

Supan，Sutthawan; Suto，itsuki; Suzawa，Ken; Suzawa，Tamie; 

Suzuki，Hidekazu; Suzuki，Masae; Suzuki，Masahiro; Tabata，Satoshi; 

Taino，Seiya; Taira，Masahiro; Takahashi，Akiyoshi; 

Takano， Yoshihito; Takao， Yoshitake; Takeshita，Shunji; 

Takio，Susumu; Takishita，Kiyotaka; Tanabe，Yuuhiko; 

Tanaka，Atsuko; Tanaka，Hiroshi; Tanaka，Jiro; Tanaka，Sadako; 

Tanifuj i，Goro; Terada，Ryuta; Tera waki， Toshinobu; 

Toyoda，Kensuke; Tsuchikane，Yuki; Tsuji，Akihiro; 

Tsujimura，Shigeo; Tsuno，Masatoshi; Uchimura，Masayuki; 

Wakana，Isamu; Wang，Gaoge; Watanabe，Makoto M.; 

Watanabe，Masayuki; Watanabe，Shin; West，John; Wilson，Sarah; 

Wynne，Michae1 J.; Yamada，Iemasa; Yamaguchi，Takashi; 

Yamashita，N aoyuki; Yamauchi，lchiro; Yamazaki，N atsuko; 

Yan，Xing-Hong; Yang，Eunchan; Yano，Tomomi; Yarish，Charles; 

Yashiro，Kotaro; Yermak，Irina; Yokohama， Yasutsugu; 

Yokoyama，Akiko; Yokoyama，Rinka; Yokozuka，Masami; Yoo，Jong 

Su; Yoo，Kyong Dong; Yoshida，Goro; Yoshida，Masaki; 

Yoshida，Tadao; Yoshii，Yukie; Yoshikawa，Shinya; 

Yoshimi，Keiichirou; Yoshizaki，Makoto; Yotsukura，Norishige; 

Yumoto，Kosei; Yun，Hee Young; Yunoki，Shunji; Zhu，W巴町ong;

4)編集委員会・評議員会

7月18日の午後3時からに国立科学博物館植物研究部会議

室において，英文誌編集委貝会および和文誌編集委員会の合

同編集委員会を開催した。和文誌について田中編集委員長よ

り第49，50巻「藻類jの編集状況に関する報告などがあった。

今年度よりA4版化されたが，投稿論文が減ってきており，会

員の意見等もとりいれながら掲載内容をより充実していくこ

との方策などが話し合われた。英文誌については本村編集長

が公務で欠席のため，同じく田中編集委員長から

IPhyco1ogical ResearchJの編集状況および年間投稿状況に関

する報告などがあった。さらに同誌に対する科学研究費補助

金を今後も維持するためには，より国際情報発信としての役

割を高めて外国人購読者数を増やしていく必要があることな

どが議論された。

評議員会は編集委員会終了後，同会議室にて午後5時より

開催され， 2002年度総会に提出する報告事項・審議事項など

に関して審議した。その内容に関しては総会の項を参照され

たい。

合同編集委貝会・評議員会開催にあたっては渡辺虞之氏，

辻彰洋氏をはじめ，国立科学博物館植物研究部の関係諸氏に

大変便宜を払っていただいた。記してお礼申し上げる。

5) 2002年度総会

2002年7月20日のポスター発表終了後，午後4時より産業

技術総合研究所共用講堂会場Aにて総会を開催した。原会長

の挨拶の後，吉崎誠氏を議長に選出して総会の議事に入った。

[報告事項1
.庶務関係

(1)会員状況(2001年 12月31日現在):名誉会員3名，普通会員

618名，学生会員75名，団体会員57名，賛助会員 14名，外

国会員 128名(33カ国)，圏内購読34件。(2)2001年度文部省科

学研究費刊行助成金「研究公開促進費」交付額は1，900，000円

であった。(3) 第 25 回大会を 3 月 27 日 ~29 日に日本歯科大学

歯学部で開催した。 (4)評議員会を2001年3月27日に，総会

を翌28日にそれぞれ日本歯科大学歯学部にて開催した。 (5)公

開シンポジウム「生物はいかにして硬くなったかーバイオミ

ネラリゼーション研究の最前線J(3月27日，日本歯科大学歯

学部)を開催した。 (6)秋季シンポジウム「藻類由来の機能性

成分の研究と利用の展望J(11月16日，ロイヤル・パークホ
テル)を共催した(詳細は「藻類J49巻3号， 49巻l号を参

照のこと)0 (7)第4回日本藻類学会論文賞を授与(Xing-Hong

Yan氏，有賀祐勝氏)した。 (8)第5回マリンパイオテクノロ

ジー学会(マリンバイオ静岡2001，5月25~ 26日，静岡コ

ンペンションアーツセンター)に協賛した。 (9)アジア太平洋

藻類学連合国際シンポジウム 121世紀の藻類学にむけてJ(6 
月 22 日 ~25 日，山形大学・理学部)を共催した。(10) 日本植

物学会第65回大会で藻類関係のシンポジウム「ゲノム時代の

細胞外皮研究の方向性を探るJ(責任者，奥田氏)を開催した。
(11)日本植物学会第65回大会で「海外学術調査一第5回植物

分類学関連学会連絡会シンポジウムー」に参画した。

.会計関係

(1) 2002年3月8日現在の 2001年度会費納入率は，一般会員

92%，学生会員 75%，賛助会員 86%，団体会員72%，外国会

員94%であった。 (2)その他の事項に関しては審議事項参照の

こと。

.編集関係

(1) 2001 年度に発行した和文誌「藻類」第49巻 1~3号は，総

頁数271頁，内訳は原著論文・短報6編，総説l編，研究技

術紹介4編，その他であった。 (2)2001年度に発行した英文誌

1 Phyco 1 ogica 1 ResearchJ 第 49巻 1~4号は，総頁数 301 ，掲
載論文36編であった。

[審議事項1
.庶務関係

(1)以下の2002年事業計画が承認された:1. A1gae2002 (第26

回大会・評議員会・総会， JSP50周年記念行事，第3回アジ

ア太平洋藻類学フォーラム合同会議(APPF):独立法人産業技

術総合研究所・共用講堂)の開催， 2.第5回日本藻類学会論

文賞の授与と第6回論文賞の選考， 3.和文誌「藻類J50巻 l
~3 号の発行， 4.英文誌 IPhyco1ogica1R巴searchJ50巻 1~ 4 

号の発行， 5.秋季シンポジウム「新しい海藻由来の製品の科

学的検討」の開催(世話人大野正夫氏)， 6.第6回マリンパイ

オテクノロジ一学会大会(東京農工大学・工学部)の協賛， 7.日

本植物学会66回大会(京都)時の植物分類学関連学会連絡会主

催のシンポジウム「集める・貯める・使う:時空を越える生

物多様性の情報Jへの参画(植物分類関連学会連絡会，芝池



氏と神田氏が世話人)， 8. 会長・評議員選挙， 9. 次期

Phycological Researchの編集長・「藻類j編集委員長の選出(編

集委員会内規)， 10.日本学術会議第19期学術研究団体登録と

会員候補者の推挙， 11. Algae2002のプロシーデイングの発行。

(2) 2003年以降の rphycologicalResearchJの出版契約は，編

集および英文校閲の質の高さから，大幅な契約内容の変更が

なければBlackwell杜との継続契約を事務局一任することが

承認された。

(3) 2004年の日本藻類学会大会は北海道地区(代表:本村泰

三氏)にお願いし，開催時期等については同代表に一任する

ことが承認された。

(4)平成 14年度秋季シンポジウムはすでに「藻類J50巻2号

に掲載されているように，大野正夫氏のご尽力により本年12

月6日に東京・ロイヤルパークホテルで開催されることが承

認された。

(5)昨年度の総会で提案された決議機関としての総会の位置づ

けについて審議され，日本藻類学会会則第10条に， rなお，会
務に議決を要する場合は総会がそれを行う。Jの文言を付記す
ることが承認された。

(6) r日本分類学会連合J設立の経緯等の説明後，加盟につい
て審議され，承認された。

(7)その他として， 1. Intemational Association of Plant Taxonomy 

(IAPT)の日本開催会議への参加・協力依頼， 2.本学会員の野

田三千代氏の海藻おしば展の後援依頼， 3.2004年，世界微生

物株保存連盟による 10thInternational Congress of Culture 

Collections (つくば市)の後援依頼， 4.マリンバイオテクノロ

ジ一国際会議2003への協賛と「藻類」への開催通知掲載依頼

の4件について審議し，いずれも承認された。

-会計関係

(1) 2000年度一般会計決算報告および同監査報告は表 1・1，1・2

の通り承認された。

(2) 2000年度山田幸男博士記念事業特別会計の決算報告およ

び同監査報告は表2・1，2-2の通り承認された。

(3) 2001年度一般会計および山田幸男博士記念事業特別会計

の予算は表3および表4の通り承認された。

[日本藻類学会論文賞授与】第5回日本藻類学会論文賞受賞者

の発表がおこなわれた。これは2001年度に出版された「藻類」

および rPhyco 1 ogica 1 ResearchJの中から，規定により審査員

の投票によって選ばれ，総会の前々日に開催された編集委員

会および評議員会で了承を受けたものである。今回の投票で

は，最高得票数を得た以下の論文の著者にそれぞれ賞状が授

与された。

Development of th巴cellcovering in the dinoflagellate Scrippsiella 

hexapraecngula (Peridiniales， Dinophyceae). Phycological Research 

49(3): 163-176 (2001) 受賞者:関田諭子氏，堀口健雄氏，奥

田一雄氏

2. 2003・2004年度日本藻類学会会長・評議員選挙の投票結
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果について

2003年 1月1日から 2004年 12月31日を任期とする会長・

評議員選挙が平成 14年 7月1日から 7月31日の期間おこな

われた。平成 14年8月5日午後1時より，山形大学理学部生

物学科会議室において，日野修次氏(山形大)の立ち会いの

もとで開票をおこなった。結果は以下のとおりである。

[会長選挙]

原慶明(当選);増田道夫(次点)

[評議員選挙]

北海道地区(定員2名)本村泰三(当選)，嵯峨直恒(当選); 

市村輝宣(次点)

東北地区(定員 2名)横浜康継(当選)，片岡博尚(当選); 

小河久朗(次点)

関東地区(定員3名)井上勲(当選)，吉崎誠(当選)， 

渡辺信(当選);宮田雅彦(次点)

東京地区(定員2名)田中次郎(当選)，真山茂樹(当選); 

南雲保(次点)

中部地区(定員3名)藤田大介(当選)，前川行幸(当選)， 

天野秀臣(当選);御園生拓(次点)

近畿地区(定員 2名)中原紘之(当選)，今井一郎(当選); 

川井浩史(次点)

中国四園地区(定員 2名)寺脇利信(当選)，奥田一雄(当選); 

大谷修司(次点)

九州地区(定員2名)藤田雄二(当選)， J11口栄男(当選); 

野呂忠秀(次点)

3.その他の報告

(1)第 l回持ち回り評議員会(平成 14年5月31日開催)報告

後援・協賛依頼と次期会長候補者の推薦について審議した。

後援・協賛依頼は以下の3件について審議し，いずれも了承

された。1.本学会員の野田三千代氏より一野田三千代海藻お

しぱ展「美しい海の植物j一(平成 14年8月17日-29日，

新宿パークタワー・ギャラリー3)の後援依頼。 2.本学会員

の渡辺信氏(国立環境研)からの世界微生物株保存連盟

(WFCC)による10thIntemational Congress of Culture Collections 

(2004年，つくば市開催)の後援依頼。 3.マリンパイオテク

ノロジ一国際会議2003組織委員会委員長松永是氏からの，同

国際会議(平成 15年9月21日-29日，千葉県木更津市にて

開催)への協賛団体としての参加と学会誌への開催通知掲載

の要請。

また次期会長候補の推薦については，各評議員の投票によ

り，同票を含め6名の方が選出され，平成 13年4月20日開

催の持ち回り評議員会で審議した会長選挙における評議員会

の候補者推薦に関する申し合わせ事項に則り(藻類49巻2号

P168参照)，各候補者に推薦許諾の問い合わせを行った。そ

の結果，評議員会は川井浩史氏，原慶明氏，増田道夫氏，渡

辺信氏(国立環境研)の4名を次期会長候補者として推薦し

た。

(2)平成 14年度科学研究費補助金研究成果公開促進費「学術

定期刊行物jのPhyco1ogica1Researchへの交付内定について
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昨年申請した上記促進費に対し，日本学術振興会から

2，100，000円の内定通知があった。

(3)第2回持ち回り評議員会(平成 14年8月10日開催)報告

以下の2件について審議した。1.Chlamy2004の後援依頼に

ついて:学会員の松田吉弘氏より 2004年5月11・15日，神戸

国際会議場(神戸ポートアイランド)で開催される 11th

Intemational conference on the Cell and Molecular Biology of 

Chlamydomonas (Chlamy2004)への本学会の講演依頼があり，

了承された。 2.第9回国際藻類学会 (2009年開催)の立候補

について:国立環境研究所に滞在中のAndersen氏(国際藻類

学会・庶務幹事)より本学会員の河地正伸氏(国立環境研究

所)を通じて，第9回大会開催地として立候補について，内々

の間合わせがあった。これを受け，過去には藻類学会が態度

表明を遅らせたために，国際藻類学会の開催を逸した経緯も

あることから，早急に学会としての態度を決める必要があり，

各評議員の意見聴取をおこなった。基本的には立候補に賛同

する意向が寄せられた。

(4)第3固持ち回り評議員会(平成 14年8月24日開催)報告

第2回持ち回り評議員会で意見聴取した第9回国際藻類学

会 (IPC9)に関連して， IPC9への立候補のためには9月16日

までに， IPC事務局のガイドラインに沿って申請書作成しな

ければならないため， I)IPC9立候補について， 2)IPC9立候補

表明までの手続きは学会事務局および事務局から依頼した若

干名の会員によるワーキンググループに一任するの2件の議

案について審議した。その結果， 2件とも了承された。なお

IPC9についての基本計画等については，開催が認められ次

編集後記

第，本誌や藻類学会ホームページへ掲載する予定である。

(5)日本学術会議第 19期学術研究団体の登録について

日本学術会議第19期会員の選出に係る学術団体の登録申請

を平成14年5月に行った。その結果，日本学術会議会員推薦

管理会から9月13日付で第19期の学術研究団体に登録され

た旨の連絡があった。また関連研究連絡委員会名は「植物科

学」関連研究連絡委員会で，会員名簿に基づく学術研究従事

者数は741名である旨の通知があった。

(6)植物分類学関連学会連絡会第 15回会議報告

表記の第15回会識が2∞2年9月23日に京都大学理学部2
号館で開催された。藻類学会からは菱泊佑庶務幹事が出席し

た。代表が出席した他の学会は地衣類研究会，種生物学会，植

物地理分類学会，日本シダ学会，日本植物分類学会，日本辞

苔類学会であった。

会議では，1.例年通り来年秋の植物学会大会でも連絡会企

画のシンポジウムを開催することを確認し，同シンポジウム

の内容について検討を行った。その結果，連絡会企画のシン

ポジウムを「共進化」あるいは IEvo-Devo(evolutionary 

development) J関係の課題で企画することになり，シンポジ
ウムの代表担当者は木下氏(地理分類)とし，綿野氏(植物

分類)がサポートすることとなった。具体的なタイトル等に

ついては次回の連絡会議で検討することになった。2.2004年

に日本で開催される国際植物分類学会議 (IAPT)についての

準備状況が報告され，詳細については後日，各関連学会へ連

絡することになった。3.最後に次回会議を来春の日本植物分

類学会大会(神戸大学)の期間中に持つことが合意された。

区切りのいい50巻をもって私どもの編集を終える。まさに一巻の終わり。 51巻以降3年聞は三重大学前川新編集

長，倉島副編集長という強力打線での編集となる。これまで3年間編集実行委員の方々には大変にお世話になり，心よ

り御礼申し上げたい。今後は本誌に投稿する側で心おきなく利用させていただく。(JT) 
3年間の編集作業は大変ではありましたが，割付作業などいろいろな技術も身に付きそれなりに良い経験ができたと

思っています。今後も一層充実した会誌が会員の元に届くことを祈念しております。 (TN)
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表1・1.2001年度一般会計決算 (2001.1.1・2001.12.31)

収 入(円) 支 出(円)
~ 費 7，130，742 和文誌印刷・発送費 1，442，458 
普通会員 4，705，000 印刷代 1，004，293 
学生会員 257，000 別席IJ代 262，395 
外国会員 594，110 発送費 175，770 
団体会員 870，000 英文誌印刷・発送費 5，615，555 
賛助会員 617，940 編集費 277，994 
その他 86，692 庶務費 433，373 

販 売 58，000 事務用品費 155，588 
定期購読 9，000 通信印刷費 149，095 
パックナンバー 49，000 諸雑費 128，690 

別刷代 185，600 第25回大会補助費 120，000 
超過頁負担代 228，000 公開シンポジウム補助費 600，000 
広告代 20，000 秋季シンポジウム補助費 50，000 
受取利息 1，500 APPAシンポジウム補助費 50，∞o 
学術振興会刊行助成金 1，900，000 学術協力財団事業費 10，000 
文科省公開講座助成金 600，000 自然史学会連合分担金 20，420 
英文誌還付金 206，611 植分連合同名簿分担金 1，308 
計 10，330，453 言十 8，621，108 

前年度繰越金 8，652，454 次年度繰越金 10，361，799 
ムロー 計 18，982，907 A口. 計 18，982，907 

表1・2.2001年度貸借対照表 (2001.1.1・2001.12.31)

貸 方(円) 借 方(円)

普通預金(山形銀行，東山形) 4，840，095 未払金 65，347 

普通預金(四国銀行，朝倉) 726，056 前受会費 2，616，000 

郵便口座(山形) 1，549，010 次年度繰越金 10，361，799 

郵便口座(高知) 3，540，090 前年度繰越金 8，652，454 

現金(山形) 23，010 当期余剰金 1，709，345 

未収金 2，364，885 

iロL 計 13，043，146 iロ』 計 13，043，146 

表2・1.2001年度山田幸男博士記念事業特別基金会計決算 (2001.1.1-2∞1.12.31)

収 入(円) 支 出(円)

受取利息 2，306 論文賞用雑費 1，843 

計 2，306 小計 1，843 

前年度繰越金 2，598，265 次年度繰越金 2，598，728 

i口~ 計 2，600，571 合計 2，600，571 
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表2・2.2∞1年度山田幸男博士記念事業特別基金貸借対照表

貸方(円)

定期預金(三井住友，京都)

普通預金(三井住友，京都)

現金(山形)

合計

1，900，000 

694，514 

4，214 

2，598，728 

次年度繰越金

前年度繰越金

当期余剰金

合計

借方(円)

2，598，265 

463 

2，598，728 

2，598，728 

日本藻類学会2001年度決算報告書に対し記名捺印する。 2002年7月16日

決算書が適正であることを認める。

表3.2002年度一般会計予算(案) (2∞2.1.1・2002.12.31) 

収 入(円)

会費 5，943，600 

普通会員 3，996，000 

学生会員 202，500 

外国会員 597，600 

団体会員 769，500 

賛助会員 378，000 

販売 250，000 

定期購読 200，000 

}'{ックナンパー 50，000 

別刷代 250，000 

超過頁負担代 200，000 

広告代 120，∞o 
受取利息 3，000 

学術振興会刊行助成金 2，100，000 

英文誌還付金 100，000 

雑収入 2，000 

寄付金 20，000 

計 8，988，600 

前年度繰越金 10，345，799 

iロ』 言十 19，312，399 

2002年7月16日

支

和文誌印刷・発送費

印刷代

別刷代

発送費

英文誌印刷・発送費

編集費

編集補助費

通信補助費

事務用品費

庶務費

事務用品費

会議費

通信印刷費

諸雑費

事務補助

幹事旅費補助

Algae2002補助費

会長原慶明印

会計幹事半津直人 印

会計監査日野修次 印

横山亜希子印

出(円)

2，800，000 

2，200，000 

300，000 

300，000 

6，150，000 

600，000 

200，000 

300，000 

100，0∞ 

550，000 

150，000 

50，000 

200，000 

150，000 

20，000 

100，000 

300，000 

秋期シンポジウム補助費 50，000 

自然史学会連合分担金 20，000 

計 10，590，000 

次年度繰越金 8，722，399 

ぷ口』 言十 19，312，399 

表4.2002年度山田幸男博士記念事業特別基金会計予算(2002.1.1-2002.12.31) 

収 入(円) 支 出(円)

受取利息 4，000 論文賞用雑費 3，000 

言十 4，000 言十 3，000 

前年度繰越金 2，598，728 次年度繰越金 2，599，728 

ム口 計 2，602，728 メ口為 計 2，602，728 
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会員移動
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賛助会員

北海道栽培漁業振興公社 (060-0003北海道札幌市中央区北3条西7丁目北海道第二水産ピル4階)

阿寒観光汽船株式会社 (085-0463北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔)

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 (108-0074東京都港区高輪 2-16-5)

有限会社浜野顕微鏡 (113-0033東京都文京区本郷5-25 -18) 

株式会社ヤクル卜本社研究所 (186・8650東京都国立市谷保 1769)

神協産業株式会社 (742-1502山口県熊毛郡田布施町波野 962-1) 

理研食品株式会社 (985-8540宮城県多賀城市宮内 2-5 -60) 

三洋テクノマリン株式会社 (103-0012東京都中央区日本橋堀留町 1-3 -17) 

マイク口アルジエコーポレーション (MAC)(104-0061東京都中央区銀座 2-6 -5) 

(株)ハクジュ・ライフサイエンス (173-0014東京都板橋区大山東町32-17) 

(有)祐干堂葛西 (038-3662青森県北津軽郡板柳町大字板柳字土井 38-10) 

株式会社ナポカルコスメティ ックス (151-0051東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-29 -7) 

日本製薬株式会社ライフテック部 (598-8558大阪府泉佐野市住吉岡-26) 

共和コンクリート工業株式会社 (060-0061北海道札幌市中央区南 l条西 1丁目8有楽ピル)

海産微細藻類用培地

<特徴〉

O 多障な、伽臨穀賓に使用できる。
@ 手軽に使用できるので、時間と、労力の節系~
0 安定した性自色。 -町田醐酷相刷

。高い増贈強色。 海産微細灘買用

j毎産棚田藻類培養

ゲイゴ人工海水SP

IMK培地澗日人工海水 . IL用XIO コードー395.01343

海産微細藻類用

ゲイ了 IMK培地
l∞L用XIO コードー摂洛01333
IOOOL用X1コード ー却2.01:331

川|似 SP培地 i 
.1L用XlO コード波形01341

「多くの側目藻類に共通して使える培地力市販されていなし¥，J
という声にお答えして、 1朱式会社海洋ハ.イ1テクノロジ.ー研究所"
により、研究開発されだ培地です。

又、人工;m;Jくlet毎水SPの成分が自然に近い形で混合されてお
り、精製水に溶かすだけで;IW主として手軽に使用できます。
※人工j③JくSPは千零裂嬰株式会社の節目摺鋳翠沼です。
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自然再生型海藻付着基盤

マリ一口ン

設置直後(柏島) 6~lOヵ月 後の藤畑(柏島)

口海の砂漠や人工干潟に自然を再生する方法があります。自然再生型海藻

付着基盤マリ一口ンは、設置しだ海域にある海藻の遊走子を着生させ多

種類の海藻を育てます。マリーロンによって作られたこの「藻畑」は砂

地海域より4倍近くち魚種が多く、ベントスの増加、生物の育成、産卵

藻揚として日本各地で実証されてきました。

口まだ、海藻を定量的に測定する実験装置や各種海藻のサンプリング装置

としても活用いただけます。

キーワード・ 海藻位蓄基皇室、藻鼠回復、魚 ・ベントス ・ブランクトン摺加、砂の移動制御、 j票砂防止、

人工干潟保全保護
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世界の淡水産紅藻
熊野茂著

B5判・上製416頁・本体価格28∞o円
清澄な水域に生息している淡水産紅藻は，環境汚染に極めて敏感であるため，地球的規模での水の汚染の危険を人

類に知らせる有効な指標としての役割を担っている.しかし水質の汚染に伴い残念ながら淡水産紅藻種のいくつか

の種は既に絶滅し，また多くの種の絶滅が危倶されている.本書は淡水産紅藻という分類群の現時点での研究成果

をまとめたものであり，世界で認められている淡水産紅藻の大部分の分類群を，種，変種のランクまで収録する.

淡水藻類入門淡2FaZT的 山岸高旺編著

B5判・ 700頁(口絵カラー含む)・本体価格25000円

「日本淡水藻図鑑jの編者である著者がまとめる，初心者・入門者のための書.多種多様な藻類群を，平易な言葉で誰にも分

かるよう，丁寧に解説する.I編.II編で形質と分類の概説を行い，皿編では各分野の専門家による具体的事例20編をあげ，
実際にどのように観察・研究を進めたらよいかを理解できるように構成する.

淡水藻類写

淡水藻類写真集ガイドフーック

1巻 山岸高旺・秋山優編集

-20巻 各巻町判・ 216頁・ 100シート

1・2巻 40∞円.3-10巻 5∞o円.11-20巻 7∞o円
山岸高旺著

B5判・ 144頁・本体価格3800円

新日本海藻誌一日本産海藻類総覧一吉田忠生著
B5判・総頁 1248頁・本体価格46000円

本書は古典的になった岡村金太郎の歴史的大著「日本海藻誌J(1936)を全面的に書き直したものである.r日本海藻誌j刊
行以後の約60年間の研究の進歩を要約し.1997年までの知見を盛り込んで，日本産として報告のある海藻(緑謀，褐藻，紅
藻)約14∞種について，形態的な特徴を現代の言葉で記裁する.組物学・水産学の専門家のみならず，広く関係各方面に必
携の書.

各~小林珪藻図鑑 小林弘
南雲保・出井雅彦・真山茂樹・長田敬五著

藻類の生活史集成 堀輝三編藻類多様性の生物学 BJ22平Jt
第1巻緑色藻類 85・448p(185種) 8∞o円
第2巻褐藻・紅藻類 85・424p(171種) 8側円

第3巻 単細胞性・鞭毛諜類 B5・特Op(146種) 7脚円

上 の起i 渡過信陸植物 源 ー共訳堀輝ニ
ー緑藻から緑色植物へ A5・376p・48∞円

最初に海で生まれた現生植物の祖先は，どのような進化をたどって

陸上に進出したのか一一.分子生物学，生化学，発生学，形態学な

どの成果にもとづく探求の書.

日本淡水藻図鑑贋瀬弘幸山岸高庇編集
85・9ωp.38αm円

図鑑としての特性を最高度に発揮さす為に図版は必ず左頁に，図版

の説明は必ず右頁に組まれ，常に図と説明とが同時にみられるよう

に工夫.また随所に総括的な解説や検索表を配し読者の便宜を図る.

藻類の今を見渡し，理解するための最適の書.斯界の第一人者により，

藻学および周辺領域の膨大な知識の蓄積が整理され，新しい研究成果

も取り入れられている.藻学を学ぶ方，またこの分野に興味のある方

の新たなスタンダード.

日本の赤潮生物 福代・高野 共編
千原・松岡

一写真と解説一 85・430p・ 13側円

日本近海および日本の淡水域に出現する2∞種の赤潮生物を収録.赤

潮生物の分類・同定に有効な一冊.

原生生物の世界 丸山晃著

丸山雪江絵

細菌，藻類，菌類と原生動物の分類 85・斜Op.28∞0円

原生生物，すなわち細菌，藻類.菌類と原生動物の分類という壮大な

世界を綴密な点描画とともに一巻に収めた類例のない書.

表示の価格は本体価格ですので.別途消費税が加算されます. 7422Z52官FS.弘お内田老鶴圃



オートフ才一力スOFF

オートフ才一カスON

すっきり函館をすべてのユーザーに一一一 。 ι 
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特長

園 高速オートフォーカス機能を箔載し
0.9秒で焦点合わせが可能

園 刊カメラを標準装備し
明るい部屋で試料の視野探し緩影が可能

圃PC制御叫用により 容易なj呆作
圃 ネットワーク対応でリモート操作が可能(…

仕様

分解能 0.204nm(格子(象)、 0.36nm(粒子像)

試料ステージ高精度ハイパーステージ

加速 電 圧:40-120kV 

倍 率・ LowMagモードx50-x1 ，000 

Zoomモードx700-600，000 

株式会社日立ハイテクノロジーズ

本社 干105.8717 !I!京酎港区西新1品一丁目別訪14号

f郡吉ダイヤルイン(03)3切4.7211

!J¥X所北，奇道(札幌) (01 J) 221.7241 1;1 西(大阪) (06) 4807.2551 

県北(仙台) (022) 264.2211 京回(京都) (075)241.1591 

現法{土初) (位93)25-4811 四回{同胞) (回78)62.3391

揃浜(1晶浜) (045)451.5151 申悶(広島) (郎2)221.4514

中部(名古屋) (052)臼3認51 九州(稲岡) (ω2) 721.3501 

北陸{金沢) (日762)臼 34印

インヲーネyトホームページ http://w¥Vw.hitilchi-hiICC.col11/sci cncc/ 



学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

l. r藻類jバックナンバー 価格，各号，会員 1，750円，非会員三000円;30巻4号(創立30周年記念増大号， 1-30巻索引付
き)のみ会員 5，000円，非会員 7，000円;欠号 1-2巻， 4巻1，3号， 5巻1，2号， 6-9巻全号。「藻類」パックナンバーの特別

セット販売に関しては本誌記事をご覧下さい。

2. r藻類j索引 1-10巻，価格，会員 1，500円，非会員2，000円;r藻類j索引 11-20巻，価格，会員2，000円，非会員 3，000円，
創立30周年記念「藻類J索ヲ11・30巻，価格，会員， 3，000円，非会員4，000円。

3.山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補， 1977， A5版， xxviii + 418頁。山田先生の遺影，経歴・業績一覧・追悼文及び内外

の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24)を掲載。価格7，000円。

4.日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine algae of the North Pacific. 1. A. Abbott・黒木宗尚共

編， 1972， B5版，xiv + 280頁， 6図版。昭和46年8月に札幌で行われた北太平洋産海藻に関する日米科学セミナーの記録

で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格4，000円。

5.北海道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究 1977， B5版， 65頁。昭和49年9月に札幌で行われた日本藻類学会主催「コ

ンブに関する講演会jの記録。 4論文と討論の要旨。価格 1，000円。
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